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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章




『エルツェン』と呼ばれる、ダンジョン街の冒険者ギルド。その酒場にて。

　かつては冒険者の中でもヒエラルキーの底辺であることを自他共に認め、今では英雄と呼ばれる青年──アード＝グラッサムは、一つの希望に胸を膨ふくらませていた。

「地下五三階か……」

　彼はある試練をクリアするため、ダンジョンに潜って沢山の財宝を手に入れなければならないのだが、その額が普通の冒険者では到底稼げないものであった。

　そんな時、知人から勧すすめられたのだ。「地下五○階より下の階層を目指せばいい」と。

　この世界においてダンジョンは、特定の階層──ダンジョンの構造によっては誤差があるが、ほとんどが地下五一階以降──は、慣れた冒険者でも迂う闊かつに降りられない危険な地域、通称〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉として知れ渡っていた。

〈危険階層〉では地下五○階までとは比べものにならないくらい凶悪な魔物や悪魔、ガーディアン、それに彼らが仕掛けたトラップなどが存在している。これらの毒どく牙がにかかり、生還できた探索者はほぼ皆無と言われている、危険極まりない場所なのだ。

　だが、アード自身もある事情から規格外のパワーアップを果たし、レベル13の身にして、レベル１００以上の冒険者──『勇者』を凌りよう駕がするほどの活躍をしてきたのである。

　だから、〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉での探索も可能なのではないか。助言者はそう言った。

「今まで〈危険階層〉に潜った冒険者がいないわけじゃない。ある勇者が地下五三階まで潜ったと記録にはある。もっとも、あまりはっきりとした記録に残っていないし、自己申告だったそうだから真偽のほどは確かじゃないが──」

　そう言ってから言葉を切って、アードは目の前の三つの顔を眺め回した。

　きらきらとした目でこちらを見てくる三人の少女が、円卓をはさんで座っている。一四歳くらいの背中に羽が生えた娘、一一歳くらいの額に角を有する娘、九歳くらいの金色の瞳ひとみを持つ娘だ。

　それぞれ、フェニ、ユニ、ナーと名を持つ彼女たちは、アードの言葉を聞いてるのか聞いてないのか、にこにことしていた。彼女たちとしてはただ、アードとお出かけしているだけでとても楽しいのだ。

「アード、よくわからないけどご飯頼んでいい!?」

「私はサンドイッチを所望します、父上」

「……私、パスタがいいです……」

「いやまあ、いいけどな。昼食を兼ねて来たんだし……もうちょっと説明をちゃんと聞いてくれると、もっと嬉うれしかったんだが」

　自分にべたべたと引っ付いてきて頼む娘たちに、アードは苦笑を浮かべると、「少し話が難しかったかな」と胸中でつぶやきながらウェイトレスに料理の注文をした。

　それから彼女たちを元の席に落ち着かせ、言葉を続ける。

「まあ、とにかく。〈危険階層〉はリスクが大きいが、そのぶん高価な宝が眠っている可能性がある。何しろほとんど人が足を踏み入れてない、ないし、踏み入れた冒険者が帰ってきてないんだからな。お前たちのことを考えると、行かざるを得ないんだが……果たして俺おれに、〈危険階層〉を踏とう破はできるほどの実力があるか、だ」

　その言葉に、隣の金髪の少女がおっとりと両手を合わせた。

「大丈夫だよ、アードなら」

　根拠はない言葉だが、その微笑はアードに対する信頼で満ちあふれている。それを見ていると、アードとしても自信が湧わくのだった。

「そうか。リウナにそう言ってもらえるなら安心だ。何しろレベル１２４の勇者だしな」

「あー、リウナずるい！　だったらあたしも！　あたしもアードなら大丈夫だと思う！」

　フェニが、すかさず挙手をする。残り二人も、うんうん、とうなずいた。

　三人とも、リウナに張り合う意志があっての行動でもあるのだが、それ以上にアードの力を信じてくれているらしい。態度と声と、そして目でわかる。

　アードは三人に「ありがとう」と礼を言ってから、改めて宣言するように拳こぶしを固めた。

「そうだな、そろそろ準備も整いつつあるし、明日にでも地下五一階を目指すか！」

「「「おー！」」」

　娘たちが笑顔とともに、握った小さな手を突き上げる。

　だが、その表情は、アードの次の言葉に瓦が解かいするのだった。

「……それじゃお前ら、一ヶ月ほど留守番頼むぞ」

「「「えええええええええっ!?」」」

　大声が響いたので、何事かと客──ほとんどがアードたちと同じ冒険者──がこちらを見るのを気配で感じた。

　何事か、という意見はアードも同じなので、呆ぼう然ぜんとフェニたちを見つめる。

「何だ、どうしたんだ？」

「どうしたじゃないよ！　どうしてあたしたちを置いていくのさ！　しかも一ヶ月も！」

「約束が違います、父上！　できる限り一緒にいてくれると言ったではないですか！」

「……一ヶ月も離ればなれは、寂しいです……」

　フェニはぷんすかと拳こぶしを胸元で振り、ユニはじとりと半眼でアードを見る。大人しいナーですら声がどこか恨めしそうで、彼に対する反感を珍しく表していた。

　アードは困ったように頭を搔かくと、それでも説得を続けようと試みた。

「そうは言ってもな……今回は目的地が地下五一階以降だぞ。いつものように二時間で到とう達たつというわけにはいかないんだ」

　彼は娘たちの力を借りて、かなりのスピードでダンジョンの下層まで潜れるようになった。だが、さすがに地下五一階以降に短時間で降りるのは不可能である。

　一度だけ、地下五○階まで一時間とかからず行ったことがあるが、娘たち全員の力を借りることができたからだ──アードの力だけではダンジョンを離脱する時、自分と後一人を連れて行くのがやっとなので、普段は娘全員を連れて行くことはできない。

　例外の一度は、向かう先に勇者が一四人もおり、娘全員とダンジョンを脱出できるだろうと踏んだので、決行できたのである。

　それらの事情をなるべくかみ砕いて説明すると、娘たちはぷくーとふくれっ面を見せた。

「じゃあ、反対！　地下五一階に行くの反対！」

「断固ストライキします」

「……行ってほしくないです」

　そろってそっぽを向いた。大変ご立腹らしい。リウナが苦笑しながら「まあまあ」となだめに入る。

「参ったな」

　アードは腕を組んで首をかしげた。実のところ、娘たちの方が論としては正しい。アードは一度娘たちに約束したのである。できる限り一緒にいる、と。

　だが、今回はちと状況が特殊だ。彼らは一ヶ月以内に高額の宝を手に入れなければならず、そのために地下五一階以降に行かなければならない。娘たちも納得してくれる──そう思ったのだが、それはこちらの虫の良い考えだったらしい。

　ほとほと困り果ててリウナの方を見ると、ゆっくりと首を横に振った。心情的には娘たちの味方をしたいらしい。

「だけど、〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉に下りないと、『魔ま導どう研究室』の試練に合格できるかどうか微妙になるんだぜ」

「アードの気持ちもわかるけどね……でも、皆と約束しちゃったんだし。約束は大事だよ」

　リウナはそれから、ふと思いついたように両手を合わせた。

「ラナンさんに相談したら？　何かいい知恵を貸してくれるかもしれないよ」

「ラナンねぇ……」

　そもそもこんなに苦労してるのも、そのラナンのせいなんだけどな。

　そんなことを考えつつも、他に手段は思い浮かばず、アードはそれに従うことにした。








第一章　記録に挑むその前に




〈神獣〉と呼ばれる存在がある。かつての古代魔法文明が、人間のサポート用に作り上げた人工生命体で、その外見はまだあどけない少女の姿をしている。

　彼女たちは、戦闘能力や技術力、予知能力で人じん智ちを越える力を発揮する他、変身して伝説の神獣を模した獣になったり、サポート対象に特別な技能スキル──神獣スキルを与えたりする。

　非常に優れた存在なのだが、彼女たちには妙な点が一つだけあった。

　外見が小さな子供であり、サポート対象として選んだ人間を親として認めるのである。

　その〈神獣〉こそが、フェニ、ユニ、ナーであり、彼女らはダンジョンで自分たちを眠りから覚ましてくれたアードを父親として認め、何より慕したっていた。




「そしてアードくんたちは、そのまま親子として幸せに暮らせた──はずなのよね、本来なら。それが、余計な横やりが入ることになって、ああ、かわいそう……」

「……お前が言うなよ」

　隣で、およよ、と泣き崩れてみせる二十代の女エルフを、カウンター席に座るアードは半眼で見やった。

　彼と娘たちに横やりを入れた張本人、『魔ま導どう研究室』副室長のラナン＝アルサノイズを。

　娘たちとの昼食の後、本来の用事であるレベルのチェック──残念ながらレベルはまだ上昇していなかった──をすませた彼は、酒場に来た彼女と出くわした。

　冒険者ギルドに仕事にきたとのことだが、マンゴージュースをすすり、蜂はち蜜みつをかけたナッツのおやつを楽しむその姿は、どうひいき目に見てもただの客にしか見えない。

　ともあれせっかくなので、アードはリウナの助言通りに、先ほどの問題点──短時間で〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉に行き来するにはどうすればいいかを相談することにした。

「へぇ、〈危険階層〉に行くつもりなの。面白いこと考えるわねぇ……しかもそれを娘のために行うなんて、感心感心」

　ラナンはどこか適当な反応を返し、それに連鎖するように今までの経緯をまとめあげ、先ほどの台詞せりふを口にしたのだが。その他ひ人と事ごとのような口く調ちように、アードはむすっとした表情を浮かべる。

「まったく。誰のせいで、こんな試練を受けていると思ってるんだよ」

「別に私のせいじゃないわよ。強いて言うなら法律のせいね」

　アードの問いに彼女はそっぽを向いてみせたが、それが正論だということはアードにもよくわかっていた。

　娘たち〈神獣〉を「研究価値のあるマジックアイテム」として、国営の魔法研究機関である『魔導研究室』が徴発しようとしたのは、法律に則のつとってのことだ。これを突っぱねたアードの方が、本来なら違法ということになる。

　それを「三ヶ月で一○○○万Ｇグレードの宝を稼げば、『貸たい与よ』という形で身元をゆだねる」と譲歩してくれたのは温情だろう。それこそがアードに課せられた試練なのだが、その試練を提示したのは他ならない副室長のラナンだった。

　つまり、ラナンはアードたちにとって恩人と言っても過言ではないのだ。だから感謝こそすれ、恨む筋合いは本来ないのだが──。

（でも、毎度こういう軽いノリで対応されると、感謝の気持ちも薄れるんだよな）

　そんなことを胸中でこぼしながら、アードは話題を元に戻す。

「それで、ダンジョンの地下五一階以降に、瞬時に行って戻れる方法が欲しいんだ。俺おれは大がかりな魔法も使えないし、そもそもダンジョン内では魔力エネルギーが濃密だから【瞬間移動】系統の魔法も効果を発揮しない。それ以外で、何かいい方法はないかな」

　隣に座っていた娘たちが、「はいはい」と手を上げてくる。

「ちゃんとあたしも行ける方法ね！」

「できれば、私も探索してみたいのですが」

「……皆が行くなら、私も行きたいです」

「遊びに行くわけじゃないんだぞ、まったく」

　アードは苦笑しながらも、もしも瞬時に全員まとめて脱出できる方法があるなら、娘たちを連れて行ってもいいと思っていた。

　彼女たちの意志を尊重したかったし、何より彼自身彼女たちに助けられたことが何度もある。〈神獣〉たちは頼もしいパートナーでもあるのだ。もっともその安全が第一優先なので、よっぽどの保証がなければ連れて行く気はないが。

　と、再び苦笑いが顔によぎる。短時間で地下五一階へ移動とか、その後まとめて戻ってくるとか、我われながら無む茶ちやな要求をしていると思ったからだ。

　大がかりな魔法も使わず、そんなことできるなんて、虫のいい話が──。

「ないこともないわよ」

「は？」

　あまりにあっさりと言われたので、アードは目をぱちくりとさせた。

　ラナンはジュースをすすりながら繰り返す。

「だから、方法があるのよ。もっとも、使えるかどうかは別だけどね」

「ど、どういうことだ？」

「『魔ま導どう研究室』が最近古代魔法文明の技術を再現して、『瞬間移動用魔法陣』というものを開発したの。特殊なシートに描くことで持ち運びできるタイプのもので、一度行ったことがある場所なら瞬時に移動でき、そして帰ってくることもできるわ。たとえダンジョンの中にでもね」

「すごい！　じゃあ、それを使えば」

「……使えるかどうかは別って言ったでしょう。『魔導研究室』が開発した最新のマジックアイテムよ。おいそれと他人に貸たい与よできるわけないじゃない」

「そ、そうか……」

　期待を抱いたぶんだけ失望が大きく、アードはがっくりと肩を落とした。その肩と背中を〈神獣〉たちがさすさすと優しくさすってくれる。

「アード、元気出してね」

「いいではありませんか。今まで通り、ダンジョンの上層の方で宝を探せば」

「……きっと、何とかなります」

「そうは言ってもな」

　娘たちの励ましにも、アードは気のない返事で答えるだけだった。

　現在、彼が獲得した宝は五○○万Ｇグレード弱──約半分である。三ヶ月のうち二ヶ月を使ってこれなのだから、今までのペースで間に合う自信がない。頑張ればどうにかなるかもしれないが、確実を期すにはやはり〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉への挑戦が不可欠に思えた。

　リウナが気遣わしげに彼の方を見ながら、ふとラナンに尋ねた。

「アードはその、まほ、うじん？　を貸してもらう資格は本当にないんですか」

「……魔法陣ね。さっきも言った通り、『魔ま導どう研究室』の最新技術だから」

　実はあまり物を知らないぽんこつな勇者さまに、ラナンが苦笑しながら一いつ蹴しゆうする。

　しかしぽんこつさんは食い下がった。

「でも、アードは『エルツェン』の街を救った英雄ですよ。それに、子供たちを黄よ泉みの世界から生還させたし……それなりに、周囲からの信頼も厚いと思うんですけど」

「そうねぇ」

　その真しん摯しな態度に動かされたのか、それとも最初からある程度の考えがあったのか、ラナンはちらりとアードを見てから言う。

「まあ、確かに前とは違ってそれなりに功績もあるわけだし。副室長である私が室長を説得すれば、できなくもないかもしれないわ」

「本当ですか？」

「ええ。ただし、条件があるけど」

　その言葉を聞いて、リウナは首をかしげ、アードは「またか」と胸中でうなった。〈神獣〉たちの試練を受けた時も、ラナンはこういう物の言い方をしたのである。

　彼女はどこか楽しそうに指を一本立てると、その条件を提示した。

「実はね……」





　　　　○






　がたんがたん、と揺れる御ぎよ者しや台の上で、アードはため息を吐ついた。

「ラナンの奴やつ、無む茶ちや言ってくれるなあ」

　つぶやきながら、間断なく襲いかかってくる揺れに対抗するように腰を浮かし、馬の動きを制御する。冒険者ギルドで借りた馬車は、なかなか調子がいい。

　空は晴れやかで、雲一つなく、外出にはとてもいい日よりだった。

　今からやることを考えなければ。

　アードはもう一度息を吐くと、ふと聞こえてきた娘たちのはしゃぎ声に耳を傾けた。

「わあ、すごい！　跳ねるぅ、揺れるぅ！」

「わらが……ふかふかです……」

「ふむ、なかなかではありますが、私にはまだ勝てませんね。毛並みなら私の方が美しいですよ」

　幌ほろ付きの荷台の中では、フェニが時折跳ね上がる車輪の感触にあわせて歓声を上げ、ナーがクッションに敷き詰めたわらの上に沈み込んでうっとりとしている。

　面白いのはユニで、アードの隣に座って前を走る馬を分析しては、勝ち誇ったように胸をそらしていた。一角の白馬ユニコーンに変身する彼女としては、対抗意識があるらしい。












　彼女たちは初めての馬車体験に大いに満足しており、時々アードに弾はじけるような笑顔を見せては「馬車ってすごいね！」とはしゃぎ声を上げる。その娘たちの屈くつ託たくのない表情に、アードは心が癒える思いがした。

（本当、仕事さえなければ、家族旅行として楽しむこともできるのに）

　そんな現実逃避に近いことを微苦笑を浮かべ考えていると、ふと馬を見つめていたユニが視線を移して、上目遣いに尋ねてきた。

「どうかしましたか、父上。顔色が優れないようですが」

「え？　あ、いや、まあ……」

「あの、ひょっとして、これから行く魔物退治で緊張してるんですか……？」

「アード、大丈夫だよ。あたしたちすごく強いもん。簡単に倒せるって！」

　いつの間にかナーとフェニも近づいてきて、前者は心配そうに、後者は楽天的にアードを見る。

　アードの心情としては、ナーの方が正解だった。彼は緊張していたのだ。

「大丈夫とは言い切れないさ。相手は何しろ、『四大元素竜フオー・エレメンタル』なんだからな」

　そう答えると、彼は酒場でのラナンの会話を思い出した。

　彼女は指を一本立てた後、こう言ったのだ。

『この街からやや離れた丘きゆう陵りようでね、目撃されたのよ。ストームドラゴンが』

　このとき、アードが「えっ」と嫌そうな声を上げたのは、その後の展開が大体予想できたからだが、それとは別にもう一つ、ラナンが口にした魔物の名前が滅めつ多たに聞かないものだったからである。

『ストームドラゴン』。存在自体が珍しい幻獣の中でも、最強と名高いドラゴン族、その中でさらに頂点を極めるといわれる『四大元素竜フオー・エレメンタル』の一つだ。

　並の冒険者なら、耳にしただけで震え上がる。幸いにしてアードは今や並の存在ではなかったが、それでもその単語とラナンの言う「条件」を結びつけるのには抵抗があった。

『つまり、そのストームドラゴンを倒せと？』

『ご明察。そして、その翼の皮ひ膜まくも取ってきてほしいのよ』

　ラナンが言うには、ストームドラゴンによる深刻な被害は今のところ出ていないが、近所の村や町は、いつ災禍に見舞われるか気が気でないらしい。

　そこで冒険者ギルドは勇者を派遣することを考えていたが、ここに『魔ま導どう研究室』が絡んできた。ストームドラゴンがその背に負おう巨大なコウモリ状の翼の、薄くてしなやかな皮膜は、貴重な素材となるのでぜひとも取ってきて欲しいとのことである。

　つまり、翼を傷つけないように慎重に戦う必要があり──そのことを酒場で打ち合わせしようとしたところに、アードが声をかけてきたというわけだ。

『ま、これも何かの縁でしょう。しっかり頑張ってね』

『ちょ、ちょっと待ってくれよ。「四大元素竜」を倒せって、そんな簡単に言われても』

『何を言ってるの。同じ「四大元素竜」である「ガイアドラゴン」──それよりさらに強い「ドゥーム」を、あなたは倒したじゃない。大丈夫よ』

　気軽に請け合ってから、ふとラナンは眼めを細めた。

『それとも、魔法陣のことは諦あきらめる？』

　それを言われると弱い。アードは仕方なく、嘆たん息そくと了承を同時に行った。

　かくて、やや遠方の地ということで冒険者ギルドから馬車を借り、アードは目的地に向かうことになったのである──。

「まあ、正直なところ、まったく自信がないわけじゃないんだ。ラナンの言う通り、ドゥームを倒したことのある俺おれなら勝てる見込みはあるかもしれない。それに何より、今回は戦力としてお前たち全員をあてにできるからな」

　獣の姿に変身した〈神獣〉は、人や魔物をはるかに凌りよう駕がした力を発揮する。それが三匹もそろうなら、相手が『四大元素竜』だろうと臆おくすることはないだろう。

　そのことを娘たちに告げると、喜んでアードの体にぽふぽふと抱きついてきた。

「うん、まかせてアード！　あたしたちがストームドラゴンなんてやっつけちゃうから！」

「……お役に立てるの、嬉うれしいです」

「父上が背中を預けられるのは、リウナだけでないことをお教えしましょう。彼女がいないこの状況が何よりのチャンスです」

　じんわりと温かい感触に包まれて、アードは幸福感に包まれながらも、ふと最後のユニの発言について考える。

（それなんだよなあ、いまいち気が乗らないのは……）

　当初、アードはリウナについてきてもらおうと考えていた。が、当日になって、彼女が風邪を引いてしまったのだ。

　顔を赤くしながらも、「大丈夫、行くよ」と健けな気げに起き上がりかける幼おさな馴な染じみを「いいから寝てろ」と強引に、しかし優しくとどめてから、アードは頭を悩ませた。他の冒険者を誘おうかとも思ったが、皆忙しいらしく冒険者ギルドには誰もいなかった。

　何かついてないな。そう思った彼は、自分が不運に見舞われる先天的能力ブレス──［悪運ハードラツク］の持ち主だということを、否いやが応おうでも思い出させられていた。

　ストームドラゴン退治を遅らせようとも考えたが、試練の期日は刻一刻と迫っている。猶予はなかった。アードは仕方なく娘たちをつれて、四人で出発することにした。

　しかし、リウナがいない以上、いざという時は娘たちをアード一人で守らなければならない。彼女を完全にあてにしていたわけではないが、いざ連れてくるつもりだった戦力が隣にいないと、妙に心細いとアードは思った。

（それに、リウナが病気だと思うと落ち着けない……あいつ、珍しくフラフラだったもんな。今はちゃんと、養生しているんだろうか）

　彼女の容態が気になることも含め、さっさとストームドラゴンを倒して帰りたいものだ。アードがそんなことを考えていた時である。

　ぎゅううう。

「いだだだだ、何するんだ、フェニ」

「今、リウナのこと考えてたでしょ」

「心でも読めるのか、お前は？」

　見れば、ユニもどこか半眼でアードを見ている。この二人はリウナに対して何かと張り合いたいらしく、アードが彼女のことを気にかけると不機嫌になるのだ。

　例外はナーで、リウナとも仲の良い彼女は、しかしいざとなればアードを巡って対立すると控えめながらに主張している。

　どうも娘たちは、アードがリウナと仲が良いのが気に入らないらしい。父親を取られるという錯覚に陥るからだろう。それはそれで微笑ほほえましいのだが、アードは肩をすくめた。

「お前ら、もうちょっとリウナに対して優しくしてやれよ。あいつはお前たちのこと好きなんだからさ。嫌ってばかりいないで……」

　それに対して、意外な言葉がフェニの口から漏れた。

「あたしはリウナのこと、結構好きだよ」

「へ？」

「私もですね。彼女の作るサンドイッチは絶品ですから」

「パスタも美お味いしいです……後、とても優しいですし……」

　リウナが聞いたら大喜びしそうな台詞せりふを、娘たちは口にする。

　アードとしては眉まゆを寄せるしかなかった。

「じゃあ、何であんなに邪険にしてるんだ？　リウナのことが好きなら、もっと優しくしてやっても……」

「それはそれ、これはこれですので」

「リウナはライバルだもん！　負けるわけにはいかないよ！」

「……戦う時は全力です……」

　ユニはすましてつぶやき、フェニは元気よくガッツポーズを決め、ナーですら自分の主張に満足した顔で、うんうん、とうなずいている。

　そして三人は楽しそうに、「ねー」と笑って顔を見合わせた。

　それを見たアードは、軽く頭を抱える。

「一体何なんだ……年頃の娘が考えることはわからん」

　考えてみれば自分も年頃の青年なのだが、いつの間にかそんな台詞が口を衝ついて出るほど、父親役が板についてきたアードなのだった。

「「やーまーのあじさい、あーめにかすむー♪」」

　やがて彼の後ろに移ったユニとフェニが、楽しそうに歌を口ずさむのが聞こえてきた。御ぎよ者しや台には今度はナーが座り、馬車は目的地目指して進行を続けた。





　　　　○






　その影は、並外れた大きな『力』で、その動きを察した。

　ダンジョンの深奥、人の足跡がついていない場所でのことである。そこにいながらにして、影は遥はるか上──地上での大きなエネルギーの動きすら察知できるのだ。

　がたごとと揺れる乗り物に乗る、三つの巨大なエネルギーの塊かたまり。自分と遜そん色しよくないほどの力を持っている。それはとても温かく、そして純粋な感情を伴っていた。

　それらが、近くにいる強く大きな心の持ち主に心情を注いでいるのがわかり、影はとても微笑ほほえましく思えた。

　その精神こころの流れは、強い絆きずなを育はぐくんでいたのである。

　遠くを見る力を使い、影は三つのエネルギーの塊を観察した。人間に近い形をした、三人の少女。一人の青年にべたべたとくっつき、楽しそうに目を細めている。

（きっと、この子のように無邪気な存在なのね）

　影が人語を喋しやべることができれば、そのようなことを口にしただろう。四本足を持つ『獣』に類するそれは、性別としては雌めすに分類された。

　ふと足下を見る。『この子』と呼ばれた小さな影が一つ、無邪気な瞳ひとみをこちらに向けている。大きな影は小さな影に顔をすりつけ、その二つは仲むつまじく一つに溶け合った。

　周囲では、危険な魔物や凶悪なトラップなどが山のように蠢うごめいているはずだが、その二つの影は、まったく影響を受けない。

　受ける必要がないほど、彼らは力が強いのだ。牙きばを剝むいてきたそれらを、ことごとく粉砕してきた。

　そして何より、彼女と小さな影は強い絆きずなを持っている。何者も、彼らを二つに裂くことはできないだろう。少なくとも大きな影の方は、そう思っていた。

　彼女が、巨大な存在に身を強こわばらせるまでは。

　影が持つ鋭えい敏びんな感覚が、何かしらの危険を察知したのだ。

　何かが来る。その予感に、彼女は小さな影を庇かばうようにして、宙のある一点を見つめた。

　やがて──ガラスが割れるような音がして、その空間にひびが入った。

　その向こう側にある、禍まが々まがしい飢えたような瞳を、彼女は黙って凝視するのだった。





　　　　○






「ほう、親子連れですか。可愛かわいい娘さんですのう」

　目の前の老人は穏やかに笑い、アードは「まあ一応」と頭を搔かいた。後ろでは彼の娘たちが、地面に枝で絵を描いたり、石を積み上げたりして遊んでいる。

　ここはストームドラゴンが目撃された、丘きゆう陵りよう近くの村だ。小屋と畑と家屋、それに小さな酒場くらいしかない、のどかなその村に、アードたちは立ち寄っていた。

　理由は単純で、情報収集のためだった。この村に、件くだんの竜を見たという第一発見者の狩人かりゆうどがいると、冒険者ギルドで聞いたので、具体的に丘陵のどの辺に出没したのか、確認しておこうと思ったのである。

「そういうわけで、その狩人に会わせて欲しいんですが」

　村長は、今は昼休みだから酒場の方で休憩しているはずだと教えてくれた。

　そちらに向かうと、小さな掘っ立て小屋のような居酒屋が果たしてあった。中はがらんとしており、狩人らしき男たちが数人、カウンター席に座ってわいわいと雑談している。

　彼らの前には獣肉を簡単にソテーした料理が並んでおり、それを見て娘たちのお腹なかがくーっと可愛らしく鳴った。

「アード、お腹減ったあ。ごはん食べようよ」

「フェニの意見に一票を投じます」

「……以下同文、です」

「わかったわかった、昼にしよう」

　アードは笑いながら、近くにあったテーブル席に彼女たちを座らせると、店の主人である獣人族の女性に頼んで、適当に昼食を出してもらうよう頼んだ。主人は「あいよ」と愛想良く笑い、やがて皿に乗せられたパンや、野菜と肉の炒いため物ものなどが運ばれてくる。

　娘たちは「わぁ」と歓声を上げて料理に取りかかった。よほど空腹だったのだろう、一心不乱にがっついていた。口の周りにソースがついていたので、アードはハンカチを出してそれを拭ふいてやる。

「かたじけないです、父上」

「ありがとうございます、お父さん……」

「えへへ、アード大好き」

　娘の朗らかな笑顔にほの温かいものを感じ、いつまでも癒やされたいと思う彼だったが、ここに来た目的を果たさないわけにはいかなかった。

　食事の途中ではあるが、席を立って猟師たちのもとに近づき、ストームドラゴンの目撃者について尋ねる。すると、中央の皮をなめしたベストを着た男が手を挙げた。

「ああ、それなら俺おれだ。図鑑で見たストームドラゴンに間違いなかったぜ」

「ドラゴンなら俺も見たぞ」

　隣の頭にはちまきを巻いた男が、口を挟んでくる。

「ストームドラゴンってのがどんなのか知らねぇが、炎を吐いてよ。とってもおっかなくて、急いで逃げ出したんだ」

「炎？」

　ふと、いつの間にか自分の傍らに来ていたユニが、いぶかしげにつぶやいた。ナーとフェニも側そばにいる。どうやら父親がいなくて味気ない食事を続けるよりは、会話に交ざる方を選んだらしい。

　ユニは上目遣いにこちらを見ると、服の裾すそを引っ張り尋ねた。

「父上、ストームドラゴンは炎を吐くのですか？」

「……ストームドラゴンって確か風竜ですよね……何か、イメージと違います……」

　ナーもアードの隣に寄り添うようにして首をかしげ、胸にもたれてきたフェニも「よくわからない」とばかりにうなずく。もっともこの長姉は姉妹の中で一番お勉強ができないタイプなので、何が疑問なのかもわかっていないようだった。

　ともあれ、今はユニとナーの指摘通り、ストームドラゴンについて考えるべきだろう。アードは知識を総動員した後、納得いかないように首を振った。

「やっぱり変だな、ストームドラゴンは巨大な翼で突風を巻き起こすことはあっても、炎を吐くことはないはずだ……ひょっとして『突然変異種ヴアリアント』か？」

　魔物の中でも、特殊な性質を持つ個体はまれに存在する。ストームドラゴン自体が存在はレアだが、だからといって火を吐く個体が発生しないという道理はない。

　と、最後の一人がやはり手を挙げて告げる。

「俺おれも見たけど、炎は吐いてなかったな。ただ、やたら大きな尻尾しつぽを引きずっていたのは見たぜ」

「うーん？」

　確かにストームドラゴンには尻尾がある。しかし引きずるほど大きくはない。もっとも、それが『突然変異種』なら外見が多少変わっていてもおかしくはないが。

　それとも、別種がいて、別々に目撃されているのだろうか。だとしたら『四大元素竜フオー・エレメンタル』の他に違うドラゴンもいることになるので、退治が厄介そうだが。

「ともかく、一度見てみよう。悪いけど、その目撃した丘きゆう陵りように案内してくれないかな」

　アードの申し出に、男たちは快く応じてくれた。猟師であるがゆえに、肝っ玉が据わっているのだろう。

　かくして、一同は昼食を終えた後、ストームドラゴンが目撃される丘へと向かった。




　問題の丘陵は、村から歩いて小一時間の場所にあった。小高い山と村を結ぶ直線、そのちょうど半分ほどに位置している。

　アードの懸け念ねんは、都合よくストームドラゴンがその場にいるかどうかだった。何度か目撃されているとはいえ、いつもいるとは限らない。となると、現れるまで待つしかないのだが、試練の期限のことを考えるとあまり時間はかけられない。

　だが、その心配はせずにすんだ。

　丘陵にたどりついた時、確かにストームドラゴンはそこにいたからだ。

　──二つほど、おまけをつけて。

　近くにある林の中から、アードは隠れるようにそれを見て、あんぐりと口が開くのを自覚した。

　おまけとは、両方ともドラゴンだったのだ。

「「「あ、あれだ！」」」

　狩人かりゆうどたちが声をそろえ、小さく叫んだ。だが、その指はすべて別の方向を示している。

　ストームドラゴンを図鑑で見たという男は、正しくその個体を指していた。だが、残り二人が指しているのはそれぞれ別のドラゴンで、三体は丘陵を挟んで立っていた。

「……要するに、三種類のドラゴンをそれぞれ別々に目撃して、一匹だと思っていたわけですね」

　ユニが呆あきれたように真相を口にしたが、アードにとってそれはどうでも良かった。

　その三匹を見た瞬間から、彼はわき起こる衝動を必死に抑えていたのである。

「あ……」

「「「あ？」」」

「……あほかあああああああああ」

　理性が衝動に負け、大声で叫びかけるも、ぎりぎりのところでこらえてボリュームを絞った。ドラゴンたちに気づかれたらまずい。

　それでも彼は憤ふん懣まんやるかたないという表情で、三匹のドラゴンを指さした。

「何でドラゴンが三匹いるんだっ？　いや、そのこと自体は俺おれも予測していたさ。だけど、だけどなぁ……三匹とも『四大元素竜』なんて、想定外にもほどがあるぞっ？」

　そう、狩人かりゆうどたちが指さしたドラゴンのうち一匹は確かに風竜『ストームドラゴン』なのだが、残り二匹は、赤い皮ひ膚ふと巨大な角を持つ炎竜『フレイムドラゴン』と、四本足の代わりに巨大なヒレが生えた氷竜『ブリザードドラゴン』だったのだ。

　後でわかったことだが、少し前にこの周辺では局地的な大地震が起き、断層が生じて大量の『魔素デリス』が吹き出したらしい。『魔素』は魔物が好んで吸収する魔力エネルギーで、地下に潜れば潜るほど大量に溜たまっている。

　このためにダンジョンの奥深くほど、強力な魔物が住み着きやすい──濃密な『魔素』の奪い合いの結果、強者が生き残るからだ──現象が生じているのだが、それが一気に出現したことで、滅めつ多たに姿を現さない竜たちも興味を引かれ、ここに訪れたのだろう。

　どうやら三者とも、顔合わせは今日が初めてらしい。緊張した様子で互いににらみ合っている。

「もう嫌だ。今まで色々と最悪な目に遭ってきたが、今度という今度は自分のブレスに愛想がつきたぞ。くそっ、消せるなら今すぐ消したいっ」

　アードがぶつぶつ愚ぐ痴ちをこぼしているのは、この三匹の『四大元素竜フオー・エレメンタル』と鉢合わせするという奇跡的にありがたくない光景が、自分の［悪運ハードラツク］のせいだと思ったからである。

　こんな状況で戦いを挑んでも、勝てるはずがない。相手に気づかれていないのを幸いに逃げるしかないだろう。彼はそう判断し、娘たちにも告げた──だが。

「あれくらい楽勝で倒せそうだけど？」

「え？」

「私もフェニと同感です。あの程度の敵、さほど苦戦するとは思えません」

「……勝てる未来が見えます」

「いや、マジかお前ら」

　ユニはともかく、予知能力が使えるナーの言葉は意味深だ。

　だが、それが確かに予感であればいいが、その保証はないのだ。単なる思い込みという可能性は捨てきれない。何より危険すぎる。

「ダメだ、いいから帰るぞ。あいつらが互いににらみ合って、こっちに気づいていない今がチャンスなんだ。魔法陣に関しては残念だけど別の手段を考えて……」

　だが、アードの指示は少しばかり遅かった。

　バサササッ、という音をはためかせて、突然林に住む鳥たちが一斉に飛び立ったのだ。

　今になってやっと竜たちを危険と判断したのか、アードたちの存在に気づいたのか、そのどちらかはわからない。

　明白なのは、そのせいで三匹のドラゴンがこちらを向き、目の色を変えたという事実だ。

　そしてドラゴンには総じて、人間を捕食する習性が備わっている──もっとも、人間でなくても牛でも馬でも何でも食べるのだが、ともかく状況は今まさに風雲急を告げていた。

「まずい、逃げろっ！」

　もはや声を押し殺す必要はないと判断し、アードは大声で叫んだ。狩人かりゆうどたちが「ひええ」と慌てた声を上げ、一目散に村の方へと帰って行く。

　双剣を抜き、牽けん制せいのためにもドラゴンたちをにらんでいたアードは、村人たちの気配が遠のくのを感じて安あん堵どしたが、代わりに自分が逃げる機会を逸していた。その間にも、炎、氷、風の三竜は、こちらに向かって走り寄ってくる。

（やばい！）

　やはり逃げるべきか、迎撃するべきか。アードが一瞬悩んだ瞬間、白光が輝いて三つの影が一番手近な氷竜に殺到し、体当たりで吹き飛ばした。

　全身を炎に包まれた怪鳥フェニックス、額に角を生やした白馬ユニコーン、半人半蛇の巨大な女性ナーガ──それぞれ、フェニ、ユニ、ナーが変身した姿だった。

「アード、もうこうなったら戦うしかないよ！」

「父上、ご決断を！」

「ちぃっ！」

　娘たちの声にアードは腹をくくると、双剣を改めて構え直し、体勢を立て直す。氷竜、それにこちらに近づきつつある炎竜と風竜をにらんだ。

「こうなったら、やるだけやるぞ！　ただし、無む茶ちやはするな！　まずいと思ったら、いつでも全力で逃げるんだ！」

　アードはこの瞬間、死んでも彼女たちを守る覚悟を決めていた。自分の命でドラゴンたちを引きつけ、その結果娘たちが救えるなら安いものだと思ったのだ。

（そうだ、命に代えてでも娘は守る。それが親の使命だ！）

　だが、彼のその悲壮な決意は、意外な形で裏切られることになったのである。




　最初に動いたのは、近くにいたブリザードドラゴンだった。

　口からすべてを凍えさせる吐と息いき、『ブリザードブレス』を吐く。氷雪の息は足下の草花を凍いてつかせ、正面に立つナーに直撃する──はずだった。

「……あの、予知済み……です」

　申し訳なさそうな声が隣から聞こえ、ブリザードドラゴンは驚いた様子を見せる。

　次の瞬間、「え、えいっ」という気弱そうな声と、それとは裏腹に強烈な蛇の下半身の一撃が、氷雪の息を吐く竜の胴に襲いかかった。

「グオオオオッ？」

　その間、アードは迫り来るフレイムドラゴンを迎撃するために、双剣を抜いて走っていたのだが、途中で足を止め、目を丸くせざるを得なかった。

　悲鳴を上げたブリザードドラゴンは、まるでボールのように景気よく、上空に向かって打ち上げられたのだ。

「うそだろっ！」

　それがナーの一撃によるものだとわかっても、にわかには信じられなかった。あの巨体を打ち上げるなんて、どんな力をしているんだ！

　呆ぼう然ぜんとしているアードの耳に、ナーの蚊が鳴くような小さな声が聞こえる。

「ユニお姉ちゃん……今です」

「ナイストスです、ナー」

　蹄ひづめの軽快な音を立てて、走り込んできたユニは、跳躍一番、空中でブリザードドラゴンの腹に角を突き刺した。固そうな皮ひ膚ふを、易やす々やすと貫く。

　またもや響き渡る凄せい絶ぜつな悲鳴を、ユニは気にも留めずに地面に降り立つと、アードに向かって叫んだ。

「父上、下がってください！」

「えっ？」

　アードが反射的にその声に従うと、彼女は角に突き刺さった大質量の生物を、首を振って、これまたボールのように投げ飛ばした。

　巨大な氷竜のボールはフレイムドラゴンのいる地点へと飛んでいく。その攻撃は計算外だったのか、フレイムドラゴンは慌てたような声を上げる。

「グ、グオッ？」

　だが、声では眼前の運命を覆すことはできず、フレイムドラゴンはブリザードドラゴンに押しつぶされて動かなくなった。

　ぴくりともしなくなった二つの竜を見て、アードは声を出すこともなく立ち尽くす。色々と言いたいことはあるのだが、頭が真っ白になって何も浮かばないのだ。

　そんな彼のもとへ、ユニコーンとナーガが我先にと駆けつけた。

「見ましたか、父上。ドラゴンをまとめて二匹片付けましたよ。しかも、合理的にです。これはかなりの殊しゆ勲くんですね、後で頭なでなで五分を要求します」

「ゆ、ユニお姉ちゃんずるいです……私も頑張って戦ったもん……お父さん、私もなでなでしてください」

「あ、ああ」

　人外の姿できゃいきゃいとはしゃぐ娘たちに、アードは呆ぼう然ぜんとうなずいたが、それは彼女たちの言葉を受諾したからではなかった。

　未いまだ放心状態から解放されなかったのである。

（『四大元素竜フオー・エレメンタル』を──瞬殺しただと？）

　確かに今まで彼女たちは神獣になった状態では負け知らずでいた。だからかなりの強さであるとアードも認識していたが、まさかここまで強いとは思わなかったのだ。

　最強の竜たちのうち、二匹を倒してしまうとは──。

（ん、二匹？）

　ここでアードは、自分が驚きのあまり気が緩んでいることに気づいた。

　感慨に浸っている場合ではない。敵はもう一匹残っているのである。

　その一匹──ストームドラゴンの姿を追い求めた時、アードは自分の注意が遅かったことを知った。風竜はすぐ近くに、しかも上空から急降下してこちらめがけて襲いかかろうとしていたのだ。

「──！　ユニ、ナー！」

　危ないと続けようとした時、横手から赤い光がのびた。

　炎の猛射が鼻っ面を叩たたき、ストームドラゴンは無念そうに動きを止め、上空へと羽ばたき逃れていく。猛烈な風に吹き飛ばされないようアードがこらえた時、声が響いた。

「ユニ、ナー、二人とも、『ゆでん』だよ！」

「フェニ！」「フェニお姉ちゃん！」

　長姉らしく警告を発しながら、空をゆったりと舞う炎の鳥に姉妹の声が上がった。これで姉としての株を上げたとフェニは誇らしげに思ったであろう。

　しかし、その目もく論ろ見みは少しばかり外れたようだが。

「……『ゆでん』じゃなくて、『油断』だよ……フェニお姉ちゃん」

「もう少し言葉の勉強をしろと、いつもあれほど言ってるでしょう」

「あれえ？」

「いや……本当に緊張感のかけらもないのな、お前ら」

　姉妹で漫才を繰り広げる〈神獣〉たちにアードは苦笑するしかなかった。が、すぐに気を引き締めてストームドラゴンの動きを観察する。

　ちょうど空高くを旋回し、再びこちらに向かってこようとしているところだった。

　フェニが困ったようにつぶやく。

「さっきから倒そうとしてるんだけど、あいつ、すばしっこくて炎がなかなか当たらないんだよ。アード、どうしよう？」

「ストームドラゴンの敏びん捷しよう性せいは『四大元素竜フオー・エレメンタル』でもトップクラスだからな……しょうがない、少し危険だがあいつの背中に取り付いてみよう。フェニ、俺おれを乗せてあいつに近づいてくれ。それからユニとナーは、俺が落ちた時のためについてきてくれ」

「「「うん！」」」

　そしてアードはフェニの背に飛び移った。全身を覆う火炎のことが気になったが、フェニは器用にも背の炎を消してくれる。その下にある羽毛に摑つかまり、アードは彼女と共に宙に舞った。

　そのままこちらに向かってくるストームドラゴンと相対する。下方についてくる、ユニとナーの姿も見えた。

　タイミングを見計らいながら、アードは右手の籠手ガントレツトを構えた。

「行くぞ……一、二の、三！」

　叫ぶと同時に、籠手のスイッチを押す。内部に仕込まれたワイヤーが飛び出て、ストームドラゴンの首に巻き付いた。「グオッ？」と驚きの声を上げる風竜とすれ違いざま、彼はフェニの背から飛び降りると、スイッチをひねった。

　ワイヤーが巻き取られ、アードは風竜の背中に取り付くことに成功した。猛風の中何とか立ち上がり、双剣を抜くと翼を切り落とそうと試みる。だが。

「アード！」

　フェニの声が上がる前に、彼は飛んできた炎を避けて身を伏せた。フェニックスのものではない。地上から飛んできたのだ。

　見れば、フレイムドラゴンが体を起こしたところだった。氷竜の死体を投げつけられただけでは、息絶えなかったのだ！

　フレイムドラゴンは怒りにまかせて、その常識外れに長い炎の吐と息いき、『フレイムブレス』を周囲にまき散らす。その一撃が肩をかすめ、アードは「痛っ」とうめき声を上げた。

「ううううっ、このぉっ！」

　フェニがうなると、フレイムドラゴンめがけて接近する。無む茶ちやだ、とアードは思った。フェニの武器は口から吐く炎だが、相手は炎竜でも最強のフレイムドラゴンだ。火炎による攻撃が効くとは思えなかった。

　だが──。

「アードは──『お父さん』は、絶対にあたしが守るんだから！」

　フェニの叫びとともに、その口からいつもとは違う火炎が吐き出された。

　赤い炎ではなく、地獄の業火を思わせる黒い炎──それがフレイムドラゴンのブレスに触れるやいなや、すべて蒸発させてしまう。

　そのまま炎竜の全身を包み込み、骨になるまで焼き尽くし、最強の炎竜は断末魔の声を上げる間もなく倒れ伏した。

（何だ、あいつあんな炎吐けたのか？）

　アードは驚きながらも、自分の使命を忘れることはなかった。双剣をストームドラゴンの背中につきたて、翼を動かす筋肉を一気に切断する。

「グオオオオッ！」

　飛行能力を失ったストームドラゴンは、悲鳴を上げた後、きりもみしながらアードと共に落下。その後、アードはナーによって無事に受け止められ、ストームドラゴンはユニの角によって串くし刺ざしになるのだった。




　アードが地面に降りた後、三匹の〈神獣〉は人間の姿に戻った。

　そして、横に整列してにこにこと笑いながら、何かを期待するかのように頭を差し出す。

　何の要求かアードにはわかったので、笑いながら多少くしゃくしゃになでてやった。

「よく頑張ったな、三人とも。まさか『四大元素竜フオー・エレメンタル』のうち三匹も倒せるとは思えなかったよ。これも、全部お前たちのおかげだ」

「「「わーい」」」

　フェニ、ユニ、ナーは嬉うれしそうにうなずくと、一斉に歓声をあげてアードに三方から抱きつく。膝ひざが崩れそうになるのをこらえ、アードは彼女たちを受け止めた。

（それにしても、本当に『四大元素竜』を三匹も倒してしまうなんてな）

　そのとんでもない強さと、今抱きかかえている少女たちの温ぬくもりが一致しなくて、苦笑いを浮かべる。それでも、彼女たちが愛いとおしい娘に変わりはなかった。もう一度優しく髪をなでてやると、ふと一つ思い出して、フェニに確認してみた。

「そういえばフェニ、お前黒い炎なんか吐けたのか？」

「え？　ああ、あれ？　何か知らないけど、頑張ったら吐けたよ」

「……えらく適当だな。大丈夫なのか、それ」

「恐らく、フェニが成長したのでしょう」

　アードの背中にしがみついたまま、ユニが口を挟んできた。

　腰のナーが、姉の言葉を引き継ぐ。

「……私たちも、人間と同じく成長します。その途中で……違う能力に目覚めることがある……と教えられた気がします」

「教えられた、誰に？」

「えっと、わかりません……でも、たぶん……」

　言葉を濁すナーを見て、何となくわかった。〈神獣〉を作った古代魔法文明の技術者だろう。彼女たちにとっては、その人物こそが本当の親なのだろうが、記憶が曖あい昧まいらしく、はっきりとした感慨がわかないようだった。

（それにしても、人間と同じ、か……）

　アードは胸中でつぶやき、そう伝えてくれた制作者──ひょっとしたら違う人物かもしれないが──に感謝した。それこそが、彼も〈神獣〉も強く望んでいることなのである。

　ふと、考える。彼女たちが人間と同じなら、いつか自立して自分から離れ、それぞれの人生を歩む可能性があるのだろうか。それは寂しいが、とても喜ばしいことに思えた。

（まあ、そんなことは当分先のことだろうけどな）

　何しろこの娘たちは、今は自分にべったりなのだから。

　アードは苦笑とも、照れ笑いともつかない表情を浮かべると、彼女たちに告げた。

「さぁ、そろそろ帰るぞ。皆、離れてくれ」

「やだー、エネルギー使って疲れたもん。抱っこしてー」

「私はおんぶを所望します、父上」

「あ、あの……私も……」

　楽しそうにくっつきながら──ふらふらしているところを見ると、エネルギーを使って疲れたのも事実のようだが──娘たちは甘えた声を上げた。

　それでも、前のようにいきなり眠ったりはしていない。やっぱり成長しているとアードは嬉うれしく思った。

「仕方ないな……抱っこは恥ずかしいからおんぶしてやる。でも俺おれの背中は一つしかないから、順番こだぞ」

「「「わーい」」」

　そして娘たちを負おぶいながら、アードは村へと戻ることにした。無論、後で一度ここに戻ってきて、ストームドラゴンの翼を切り離し、持って帰る必要がある。

（だが、先にこいつらを村で休ませないとな）

　親として、子供を優先するのは何よりの喜びだ。そんな小さな幸せを手に入れられるなら、往復の手間が一つ増えることくらい、どうということはないアードなのだった。





　　　　○






　獣は一心不乱に逃げ惑っていた。

　彼女には──正しくは獣の一族には──強大な力があった。戦いは好まぬ性分だが、一度襲われればその力を遠慮なく使い、いかなる敵も排除してきたはずだ。

　だからこそダンジョンの奥深くでも、他の魔物に害されることなく生きてこられたのだ。

　だが──今背後に迫っている別の影は、そんな力を受けてもなお、こちらに迫ってくる。そこにあるのはある種の執念かもしれない。そう、襲い来る影は確かに自分を狙ねらっているように、彼女には思えた。

　このままではやられる──自分だけでない、自分がつれている愛いとおしい存在にも、襲撃の魔の手は迫っているのだ。

　しかし、どうすればいいのか。考え込んでいると、彼女はふと巨大なエネルギーの流れを感じた。

　以前に感知したものだ。三つの巨大なエネルギーの持ち主と、一つの強い心の持ち主。何より純粋な心を持つ彼らが、この近くに来ている。

（彼らなら、この子を助けてくれるかもしれない）

　決意と希望の色を瞳ひとみににじませると、影はそっとくわえていたものを下ろした。

　自分をそのまま小さくしたような影を。不思議そうにこちらを見てくる。

　雌めすたる大きな獣は、それを見つめると尽きかけた力を集中させた。

　次の瞬間、小さな獣の姿はかき消え、目もく論ろ見みが成功したことに彼女は安あん堵どした。

　後ろから、絶望的な死が近づいてくるが、それも気にならない。

　ゆっくり振り返って破滅の足音を迎え、ふと彼女は、心の中でつぶやいた。

（願わくば……あの子ともう一度会いたい……あのような温かい絆きずなを、再び築くためにも）

　子供を託した、三人の少女と一人の青年のつながり。その心安らぐような温ぬくもりを再び思い出し、祈るように目を閉じる。

　だが、それも一瞬。すぐに飛び出すと、彼女は死の影に向かって最後の力を振り絞った。













第二章　今日からお母さん！




「くそっ、撤退だ！　撤退！」

　アードの叫び声に、フェニ、ユニ、ナー、それにリウナが従った。

　彼女たちは石畳の上を、慌てたように走って行く。その後ろをアードが守りながら、迫り来る影を見つめた。

　初めて見る魔物だった。巨大な芋虫の顔面に、おびただしい触手がついたような、気持ちの悪い外見をしている。

　最悪なのはその強さも尋常ではないことで、いくら傷をつけても倒れる気配がない。おまけにその破壊力も半端なものではなく、触手の一本で首が吹き飛びそうなほどの威力を持っていた。

　アードたちはこの魔物に苦戦を強いられ、撤退を余よ儀ぎなくされたのだ。

（『四大元素竜フオー・エレメンタル』のうち三匹を片付けた俺おれたちだっていうのにな……）

　アードはやるせない気分になりながら、必死にフェニたちを守りつつ後退する。もっとも、前回と今回では状況が違うことも、彼は理解している。一度倒せばいい魔物退治とは違い、長期を視野に入れるダンジョン探索では、〈神獣〉の変身能力を当てに出来ない。

　だが、こうも簡単にあしらわれるとは──ひょっとしてこの芋虫は以前倒したドゥームより強いのではないかとアードは訝いぶかしんだ。

　幸いにして追っ手は動きが遅く、引き離すことは容易だった。だが、違う魔物にぶつかって挟み撃ちにされる可能性を考えると、逃げてばかりもいられない。どこかでまくか、やり過ごすかしなければ。

「アード、こっち！」

　と、先頭を走っていたリウナが前方の横手を指さした。一見ただの壁だが、何かを感じ取ったらしい。すかさず、ナーが目を閉じて集中に入る。

「隠し通路です……たぶん」

　その言葉にユニが壁に取り付き、通路の開通方法を探した。その間に、フェニはアードと並んで、芋虫の警戒に当たる。

「ありました」

　スイッチを探り当て、ユニの手がそれを押し込んだ。小さな穴がぽっかりと壁に空く。

　まずは安全を確かめるため、リウナが中に飛び込んだ。「大丈夫」との声が聞こえたので、アードは娘たちに中に入るよう急せかす。自分も入ると同時に荷物から灰色の『魔法シート』を取り出し、隠し通路入り口の上部に貼はった。

　シートは垂れ下がり、通路の壁に溶け込み、偽装カムフラージユの役割を果たしてくれるはずだった。もっとも、視覚を頼りにする魔物にしか効かないので、その辺が不安ではあるが。

　だが、幸いにして芋虫は視覚に頼るタイプだったようである。シートの向こう側を、巨大な質量を持つものが走り去っていく音と気配がした。アードは安あん堵どの息を吐つき、そして通路の奧おくを見る。

　隠し通路の中は財宝部屋だった。装飾品、武器、宝石──そのほか黄金色の輝きを放つ物品が、無造作に床に散らばっている。話が出来すぎているような気もするが、この辺は自分の［悪運ハードラツク］よりもリウナの［強運フオーチユン］が勝ったのだろうと、アードは納得した。

「見て見て、アード！　綺き麗れいだよ！」

　フェニがはしゃぎながら、金色に輝く冠テイアラを手にする。ナーもネックレスを「わぁ」と目を輝かせて見ていたし、ユニは壁に立てかけてあった剣を「ふむ」と見つめていた。使われている技術に興味があるらしい。

「お前ら、あまり迂う闊かつに触るなよ。トラップとか呪のろわれている可能性もあるんだからな」

　アードが微笑ほほえましげに苦笑しながら忠告を発した。もっとも、丁重に隠している部屋の中にあるものが呪われていたり、罠わなが仕掛けられている可能性は、限りなく低いはずである。少なくとも、彼の経験上ではそうだった。

　その隣で、彼と同じような表情をしていたリウナが、ふと感慨深げに口を開く。

「それにしても、あんな強い魔物が出てきたかと思うと、今度はこんなに沢山の宝物が出てくるなんて。すごいところだねぇ」

　その言葉に、アードもうなずきながらつぶやく。

「ああ、本当にすごいところだ……地下五一階は」





　　　　○






　ストームドラゴンの翼を持ち帰り──ついでにフレイムドラゴンの角とブリザードドラゴンのヒレを、研究価値のある『宝』として『魔ま導どう研究室』に買い取らせた──その後、アードたちは早速ラナンから『瞬間移動用の魔法陣』を受け取った。

　その時、アードは彼女に対して一つの交渉を持ちかけたのである。

『地下五一階に行くんだ、貴重なデータが取れるかもしれない。それを報告したら、「魔導研究室」としても魔法文明の発展に役立てられるんじゃないか』

『なるほど、それはそうかもしれないわね……それで？』

『俺おれたちの生還率が下がれば、その情報すら手に入らなくなる。だから、〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉に限り試練の条件を一つ緩かん和わしてほしい』

　それが、試練の間、他の冒険者を助すけっ人ととして連れて行くことに対する禁則だった。正確には「他の冒険者の力を借りる場合は、宝をきちんと配分すること」で、冒険者としては当然の流儀なのだが、厚意による無償の手助けを禁じたという意味では手厳しい。

　そして、その厚意を向けてくれる相手をアードは一人知っていた──実は「厚意」ではなく「好意」の表れなのだが彼はその辺にはうとい──ので、地下五一階以降に臨むという大イベントの際に、さすがにその手を借りたいと思ったのである。

『まあ、いいでしょ』

　ラナンはあっさりとアードの申し出を受諾した。こうなることを予測していたようでもあり、自分から言い出したことなのにあまりこだわってないだけにも見える。

　と、彼女はアードに、わかりきった質問をした。

『それで、誰を連れて行くの？』

『決まってる、〈強運の戦乙女フオーチユネイト・ヴアルキリー〉だ』

　女性に、しかも親しい女の子に頼ることを恥ずかしいと感じたか、アードは少し気取った物言いをした。

　そしてその数分後、リウナに正式についてきてくれるよう頼み込み、風邪もすっかり完治して元気を取り戻していたリウナは、にっこり笑って首肯してくれた。

　リウナがついてくることにぶつぶつ言ってる娘たちをなだめ──どこが『結構好き』なんだろうとアードは訝いぶかしんだ──翌日『魔法陣』を使って地下五○階へと出発。

　それから下に降りる階段を何とか見つけ、いざ〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉へと訪れたのだが──。




「しかし、甘く見てた」

　隠し部屋で一息吐つくと、アードは困惑したようにつぶやいた。

「正直、『四大元素竜フオー・エレメンタル』すら簡単に倒せたんだから、地下五一階も意外と余裕で探索できるんじゃないかと思ったんだ。先人が帰ってこず、〈危険階層〉と呼ばれ忌避されるようになった由縁を、もう少し考えるべきだったな」

　正直、一階しか違わないので、地下五○階とそんなに変わらない危険度だと思っていたのだ。

　だが、まるで違った。敵は『竜ドラゴン』、『魔神デーモン』、『悪魔デビル』、『巨大生物ジヤイアント』といった、凶悪かつ凶暴、もしくは狡こう猾かつな魔物のオンパレードだし、張り巡らされた罠わなもそれに対抗するように殺意が高く、一歩歩くごとに発動するくらい密度が高い。

　これらに比べれば、地下五○階以上の階層にある危険度など、子供の遊びのようなものだろう。

　そんな魔物たちを倒し、あるいはやり過ごし、さらには罠にかかって死にそうな目に遭い──大体罠にかかるのは［悪運ハードラツク］持ちのアードの役割で、他に累が及んでいないのが幸いだ──彼らは何とか、ダンジョンを進んできた。

　しかし、その代償はいつもより高くついている。体は傷だらけだし、何より緊張の連続で精神の消しよう耗もうが激しい。この部屋で一息つけたのは、かなりの僥ぎよう倖こうと言っていいだろう。

「それにしても、これまで四部屋調べるのに一時間もかかってるな。少し時間がかかりすぎだ……今回は一日使うつもりで家族総出でダンジョンに来てるから、いつもみたいに二時間にこだわる必要はないんだけど。それでも効率がいいとは言えないな」

「でも、宝だって沢山見つけてるじゃない」

　アードの独り言に反論するように、リウナが口を挟んできた。

「それも、今まで見たことないほどたくさん。すごいよ、私、こんなに一つの部屋にいっぱいの宝物があるの、久しぶりに見たかも」

「いや、一回でも見たことのあるお前がすごいんだけどな……確かに、これほどの宝の山、普通の冒険者じゃお目にはかかれないだろう」

　アードは微苦笑を浮かべると、まだ装飾品を見つめてきゃっきゃっとはしゃいでいる娘たちをぼんやりと見た。

　地下五一階にある部屋は、リウナの言う通り宝の山で埋め尽くされていた。この階に降りた冒険者たちがほぼ皆無なために、魔物やガーディアンがため込んだ宝がそのままにされていたと推測される。

　これらの財宝はユニが考案して作り上げた、人間の大人くらいのサイズがある超大容量のコンテナに収めてある。コンテナはどういう仕組みか空気を吐き出して浮遊ホバリングし、重量を打ち消して軽々と背中に背負える逸品だ。

　最初はこんなに大おお仰ぎようなものがいるのかと思ったのだが、もうすでにコンテナは満杯になっている。それほど大量の宝がこの階層にはあったのだ。

「これは、帰ったらもう一つコンテナを作る必要がありますね、父上」

　ユニが目をきらきら輝かせてアードに告げた。腕を振るえるのが嬉うれしいのだろう。

　アードは、しかし首をかしげてぼやいた。

「魔法陣は一回だけの使い切りだからなあ。一度戻れば陣は消失し、その力も使えなくなる。そして魔方陣がなくなる以上、またここに来られるという保証もないんだ。実質無理だと思っていいだろう」

「じゃあ、どうするんです？」

「どうもこうもないさ、なるべく多くの宝を取って帰るしかないだろう。コンテナが一杯になった以上、今がその潮時かもしれないな」

「えー、こんなにキラキラしてて綺き麗れいなのがいっぱい落ちてるのに。せめてもうちょっとここにいない？」

　フェニが口をとがらせて会話に加わってきた。今までのダンジョン探索では見せなかった、どこか物欲に満ちた目をしている。よっぽど財宝が沢山あるのが気に入ったのだろう──そこまで考えて、ふとアードは思い至った。

　フェニックスは炎の鳥、すなわち鳥類なのだと。

「……光り物を集める習性があってもおかしくないな」

「え、なに？」

「あ、いや、何でもない」

　何となく、大きな鳥の巣に居座って、瓶とかブリキなどのガラクタを集める娘の姿を想像してしまい、吹き出しそうになった父だった。

　こほん、と咳せき払ばらいしてごまかすと、「これ以上危険を冒すのは避けた方がいい。さっさと帰るべきだ」と付け加える。

「……宝はどうですか？　試練に必要な額に、到とう達たつしています……？」

「いや、さすがにそこまでは溜たまっていないよ。ざっと五○万Ｇグレードというところだ。それでも、かなりの額だけどな」

　ナーの問いに答えながらも、アード自身少しずつ惜しくなってきた。この階層にとどまれば、もっと沢山の財宝が手に入る。一日粘れば、到達金額に必要な残りの五○○万Ｇ強──その二分の一くらいまでならいけるかもしれないと感じたのだ。

　だが、危険は嫌というほど味わったし、娘たちも疲弊しているはずだ。やっぱりここは今すぐ帰るべきだろう。決断し、皆にもその旨を告げる。

　そんな彼の決意に、リウナが若干の修正を提案した。

「それなら、帰る前にここでお弁当にしよう？　もうお昼時だし」

「「「賛成！」」」

〈神獣〉たちが諸もろ手てを挙げて賛同の意を示し、アードとしても異論はなかった。

　この部屋ならしばらくは安全だろう。今のうちに腹ごしらえをしておくのは、後のことを考えると必要不可欠と言える。

　何しろ帰還するためには、転送用の陣に乗らなければならないのだ。『瞬間移動用の魔法陣』は、あくまで『行ったことのある』目的地と、元いた場所をつなぐためのものなのである。そしてアードたちは、地下五○階を目的地として設定している。

　つまり彼らは帰る際、どうしても地下五○階まで戻らないといけないのだが、そこにたどり着くまでにどんな危険が待ち受けているかわからない。今までの経験上、この地下五一階では何が起きてもおかしくないからだ。

（だから、休めるうちに休んで、食えるうちに食っておかないとな）

　アードがそう考える間にも、リウナが敷物を広げ、弁当を広げた。肉のロースト、パン、野菜の炒いため物もの、煮込み料理──デザートに焼き菓子まである。冷めているのに美う味まそうな香りを運んでくるそれらは、娘たちだけでなくアードの喉のどまで、ごくり、と鳴らした。

「さあ、召し上がれ」

　にこりと微笑ほほえむリウナを前に、娘たちは「いただきまーす」と声を上げかけ、ふと思い出したかのように三者でにらみ合った。

「その前に、『じゃんけん』だね！」

「遠慮はしませんよ」

「最初はグー、です……」

「フェニちゃんたち、何を決めてるの？」

「……俺おれの膝ひざの上に座る順番だと」

　アードが呆あきれたように言った。前はよくフェニが問答無用で座ることが多かったのだが、最近ではユニもナーも譲らなくなったらしく、仕方なくじゃんけんで決めた順に交代で座ってくるようになった。

　今回の勝者はナーに決まったらしく、二人の姉は、ぐぬぬ、と悔しそうな表情を浮かべ、末娘は誇らしげにぽてぽてとこちらにくる。

「お願いします……お父さん」

「しょうがないな」

　苦笑しながらも、我われ知らず満更でもない表情を浮かべてアードはあぐらをかき、その上にナーがちょこんとお尻を乗せる。フェニとユニがせめてもとその脇を固め、リウナも気持ちアードの近くに座り直し──そして昼食は和やかに始まった。




　昼休みが終わる頃には、一同のポジションは微妙に変わっていた。

「うー、食べた食べたぁ」

「お腹なかいっぱいです……あぶぶ」

　フェニは膨ふくらんだお腹を満足そうにさすりながら寝転がっていたし、ナーはリウナに口の周りを拭ふいてもらっている。そして、今アードの膝の居住者になっているのはユニだった。

　ユニは無表情ながらも、その身にまとう空気は上機嫌のもののようで、軽く鼻歌を歌いながらアードの胸にもたれかかっていた。

「やっぱり父上の胸はたくましくて温かいですね」

「そ、そうか？」

「ええ……そして私も体温は高めです。温かいので、ぎゅっとしてもいいですよ」

　それがリクエストだとわかったので、アードは「はいはい」と笑いながら、彼女の体に腕を回して、軽く抱きしめてやった。

　ユニはご満まん悦えつといった仕草で（やっぱり顔には出ない）鼻から息を吐くと、ふと思い出したようにアードを見る。

「ところで父上、私をいつダンジョンに連れて行ってくれるのでしょうか」

「えっ？」

　今がそうじゃないかと、アードは目を瞬しばたたかせる。

　しかしユニは首を振って、少し口をとがらせた。

「そうではありません、父上と二人きりでダンジョンに行くという話です。フェニとナーは、もう体験しました。私も連れて行くべきだと思うのですが」

「あ、ああ……それか」

　そういえば、『冒険者学院』でダンジョン体験会に参加した時、彼女はそんなことを言っていた。アードは思い出しながら、肩をすくめる。

「あの時も言ったけど、お前ってインドア派だし、ずっと機械いじりやってるじゃないか。好きなことを邪魔するのよくないだろ」

「……好きだからという理由で、やっているわけではありませんよ」

「え？」

　ユニの表情に陰りが見え、アードが思わず眉まゆを寄せた時である。

「ねー、アード」

　フェニが、つんつん、と肩をつついてきた。ユニのことが気になってるために少し未練が残ったが、何か用がありそうなので「何だ？」と声だけで尋ねる。

「これ、何？」

「はん？」

　見れば、フェニは何やら毛むくじゃらの塊かたまりを抱えていた。ボールのような形である。

　それを見て、アードはますます困惑する。

「……何だろうな。ちょっと見せてみろ」

「うん」

　フェニが毛むくじゃらを見せつけるようにアードに押しつける。

　と、丸まっていたそれは突然伸び上がり、ぽんっ、と四本の足と小さな頭部を見せた。何事かと見に来たナーも、リウナも、膝ひざの上のユニも、その姿を見て「わあ」と感動の声を上げる。

　フェニの両手に収まっていたのは、小さな茶色い子犬のようだった。

「きゃああああ、可愛かわいい！」

　子犬を見て歓声を響かせたのは、意外にもフェニだった。掲げるようにして抱き上げると、目をきらきらと輝かせて叫び声を上げ続ける。

「アード、このわんこ可愛いよ！　ふっかふかで、目がまん丸だよう！」

「……それに、ころころとしていて、とても愛らしいです」

「ふむ……これはなかなか……魅入られるものがありますね」

「やーん、手をペロペロなめてきたよ。わんちゃん、可愛い～！」

　四人の少女たちは、メロメロの様子だ。アードは「はぁ」とつぶやきながらも、確かに愛らしいその生き物を前に、しかし純粋にはしゃげない自分を感じていた。

　理由はいたって簡単である。

「いや、落ち着けよお前ら……それ、たぶん犬じゃないぞ」

　そうたしなめて、「え？」と訝いぶかしがるフェニの手から、件くだんの生物を取り上げて見せた。

「よく見ろよ。額に角が生えて、背中に透き通った羽根をつけているだろう。それに目の色が金色だ……そんな犬、この世に存在すると思うか？」

「「「「いないの？」」」」

「いないの！　ていうか、リウナ！　お前まで疑問符を浮かべるんじゃない！」

　子供三人と並んで、かっくん、と首をかしげる『勇者様』に、アードは叱しつ咤たの声を送った。もう少し、彼女にはお勉強をしていただきたい。

　それから、慎重に子犬もどきを見つめ、顔をしかめつつつぶやいた。

「多分、魔獣か幻獣の子供じゃないか。どうしてここにいるのかはわからないけど……フェニ、こいつどこで見つけた？」

「うんとね、空中から出てきたの」

「空中から？」

　彼女が言うには、寝っ転がって仰あお向むけになっている彼女の目の前に、突然小さな光が生じたのだという。その中から毛玉が現れ、降ってきたというわけだ。












　しかしどこから現れたのだろう。アードは首をかしげる。魔力エネルギーが濃密なダンジョン内では魔法で瞬間移動することは不可能だ。魔力が干渉されて跳躍先を定めることができないからである。脱出系の魔法やスキルが効果を発揮するのは、魔力エネルギーが薄いダンジョンの外なら、移動先を指定することが簡単だからだ。

　だからダンジョン内を瞬間移動するには、現在よりもはるかに優れた魔法技術を誇っていた古代魔法文明の力に頼るしかない。テレポーターなどのトラップがそれだが、この魔物もそれに引っかかったのだろうか。

（高レベルの魔物はある程度本能で罠わなを見破るというけど、こいつはまだ子供みたいだし。そういうこともあるかな）

　そんなことを考えてから、ふと目の前の生物に対する処置を考える。無害な風を装って、突然邪悪な本性を現し襲いかかってくる魔物もこの世界に少なくはない。それにここは〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉だ。どんな危険な生物がいるかわかったものではないのである。

　ならば、最悪今のうちに始末しておいた方がいいのだろうか──。

　そんなことを考えた瞬間、パッと子犬が彼の手を離れて、フェニの腕に飛び込んだ。警戒するようにこちらを見ながら、彼女の胸にすがりつく。

「もう、ダメだよアード！　この子を怖がらせちゃ」

「いや、俺おれは何も……」

　ぼやきながら、アードは胸の中で怪け訝げんな思いをしていた。子犬が自分の手を離れたタイミングが、あまりにも良すぎたのだ。まさか心でも読んだのだろうか。

　彼が首をひねっていると、ふとその耳に、遠くから聞こえてくる音が届いた。

　とっさに《危険予知リスクプロフエシー》が発動する。ナーも何かを感じ取ったか、青ざめた顔を上げた。

「お父さん！」

「わかってる、皆下がってろ！　何者かがこっちにくるぞ！」

　双剣を構えて、アードは隠し通路の方をにらんだ。果たして、部屋のシートを突き破り、全長五メートルほどの魔物が数十匹、大量になだれ込んでくる。

「『ヘルソードウルフ』！」

　以前戦ったことのある、『ソードウルフ』の上位種だ。その体たい軀くは『ソードウルフ』の数倍に達し、戦闘能力は百倍以上だと言われている。だが、強者であるゆえか、ダンジョンの奧おくにひっそりと生息しており、滅めつ多たに人前に姿を現すことはない。

　それが、こんな大群で押し寄せてくるとは──さすが〈危険階層〉と言ったところか。アードはそんなことを考えたが、のんびりもしていられなかった。

　ヘルソードウルフたちの目的が自分たちの肉で、その目的を阻害するためには戦わなければならないとわかっていたからである。

（しかし、正直まだ疲れは癒えきっていないぞ。やれるのか？）

　疑問が脳裏をかすめたが、それでもアードは黙ってやられるつもりはなかった。双剣を構えて、距離を取ってこちらの様子をうかがう──状況を見定める知能すら有しているのだ──ヘルソードウルフたちとにらみ合う。

　呼べば現れる長槍バルデイツシユ──『バルちゃん』を召喚したリウナと共に、娘たちを守るように立ちふさがる。

　刹せつ那な、思いも寄らないことが起きた。

「やだ、やだやだ！　あたしあの魔物嫌い！」

　いきなりフェニが怯おびえたような声を上げたのだ。アードは慌てて「フェニっ？」と叫び、そちらを見やる。彼女は目をぎゅっとつぶって、アードの背中に隠れた。

　そういえば、彼女が初めて『ソードウルフ』に遭遇した時、よってたかって襲われて、ひどい目に遭った。そのことを思い出したのだろう。

　彼女は犬（？）をしっかりと抱きかかえながら、現実逃避気味に叫んだ。




「もうやだ、おうちに帰りたい！　早く地下五○階まで戻ろうよぉ！」




　次の瞬間。突如、アードたちの周囲の景色が切り替わった。

　一見同じようなダンジョン内部でも、広い通路のような場所で、ヘルソードウルフの姿も見えない。

「な、何だ？　部屋と魔物たちはどこに消えたんだ？」

　驚きの声を上げるアード。ふとユニが彼のシャツを引っ張り、呆ぼう然ぜんと一点を指さした。

「父上、あれを……」

「えっ？」

　それを見て、アードも、ナーも、リウナも、毛玉の生物を抱きかかえたフェニも、ぱちくりと目を瞬しばたたかせる。

　そこにあったのは幾何学的な模様と文字が合成された『陣』──自分たちが残してきたはずの、瞬間移動のための『魔法陣』だった。

　周囲を何度も見回し、確認し、そしてアードは叫ぶ。

「それじゃここは──地下五○階か!?」

　確信を得て叫んでみたものの、一体何が起きて自分たちが一階層上に飛ばされたのかがわからず、混乱した頭を抱えるアード。

　そんな彼を、フェニの腕の中の子犬もどきが、つぶらな瞳ひとみで見上げるのだった。





　　　　○






　アードたちはとりあえず、『エルツェン』の街に帰ることになった。

　最初からそのつもりだったし、なぜか地下五○階まで移動してしまった以上は地下五一階に戻るのも億おつ劫くうだと思ったのである。食事の後に充分な休息を取れず、疲れが残ってしまったという理由もある。

　ともあれ彼は冒険者ギルドに宝の査定を頼むと同時にすべてを報告、「〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉から生還した冒険者」という肩書きを手に入れることになった。地下五一階を一時間程度しか探索していないが、生還できただけでも奇跡なのだ。

　同業者は彼を褒め、あるいはねたみ、その名前はますます知れ渡るようになった。

　もっともアードからすれば、そのような実績はどうでもいいことだった。彼の関心はあくまで、試練をどうクリアすべきかにある。そして、瞬間移動の『魔法陣』はもうない。

「こうなったら今まで通り、ダンジョンの上層部で何とか稼ぐしかないか」

　リウナの助力を仰げるのは〈危険階層〉にいる間だけとしてしまったから、自分と娘たちの力をフルに活用して、これに挑むしかない。

　そう決意した彼だが──このとき、少しばかり計算外の事態が生じていた。

　娘たちはダンジョンそっちのけで、違うことに夢中になっていたのである。




「『ピコ』、こっちおいで！」

　フェニの弾む声が、彼女たちが暮らしているリウナの屋敷、その庭に木霊した。

「あんっ」と一声鳴いて、ピコと呼ばれた生物が駆け寄ってくる。例のダンジョンで拾った毛玉の犬もどきだ。

　走ってきたそれを抱き留めると、フェニは上機嫌で頭をなでた。

「わーい、良い子、良い子だねー」

「……お姉ちゃん、ずるいです。次、私も……」

　横からおずおずとナーの手がのびて、その全身を愛いとしげにさすり始めた。

　子犬は特に怯おびえた様子もなく、むしろナーの手をぺろぺろと舐なめてくる。その感触に少女は、「はううう」と感動の声を上げた。

　ユニも近くに寄ってきて、手にしたメモ帳に何やら書き付け始める。

「ふむふむ、今日も体調に問題はなさそうですね。毛並みも鼻つやもいい」

　そして、背中をなでさすると、やはり同じくぺろぺろと舐められて目を細めた。その顔は無表情ながらも、慈じ愛あいに満ちあふれている。そしてメモを取る姿は真剣で、この犬っぽい生物の体調を管理するという使命感にあふれていた。

　玄関先でその光景を見つめながら、アードは遠慮がちに声をかけた。

「なあ、お前ら。そろそろダンジョンに行ってもいいか……？」

「「「ダメ！」」」

　一斉に声が帰ってきて、娘たちが自分を見る。やや非難するような目で。

「まだ、ピコのお世話が終わってないんだもん。もっと遊びたいし！」

　犬の首筋に抱きつきながら、フェニがぷくーと頰ほおを膨ふくらませる。

「……お散歩と、ご飯の必要があります……」

　申し訳なさそうに言いながら、ナーの表情はどこか浮き浮きとしていた。

「できればブラッシングもしておきたいところですね」

　すでにブラシを右手にスタンバイさせたユニが、目を輝かせながら犬もどきを見ていた。

　そして娘たちは、顔を見合わせて「ねー」と笑いあった。めろめろの表情で。

　アードはそれを見て、何となくぶすっとした声を出す。

「まったく、お前らの居場所がかかってるんだぞ」

　そして、半眼で毛玉の生物──ピコを見やり、嘆たん息そくした。

　地下五○階の魔法陣を使い帰投した後、フェニたちは一緒についてきたこの生物に『ピコ』という名前をつけ（耳がピコピコ動くから、らしい）、飼うことを主張したのである。

　アードは最初反対した。家計的に余裕がないわけでもないが、このピコがどのような生物であるかわからない以上、危険性が高いと思ったのだ。

　だが、彼は娘たちから意外なしっぺ返しを受けた。

『アードはあたしたちが何なのかわからなくても、連れてきてくれたじゃん』

『それに、この子もどうやら親がいない様子です。面倒を見てあげなければ、生きていけないかもしれません』

『……私たち、お父さんみたいに、この子の親になってあげたいんです』

　その娘たちのまなざしは真剣そのもので、どうやら軽い気持ちでピコを飼いたいと言っているようではなかった。

　こいつらも、いつの間にか成長してたんだな。アードはそんな感慨をしみじみと抱き、いざとなれば自分がすべての責任を背負う覚悟で、彼女たちにピコの飼育を許可した。

　では、もう一つの問題であるダンジョンはというと、これはもうフェニたちがピコの面倒を見ることに夢中になっている以上、一人で行くしかないだろう。

　そう思って、改めて彼女たちに留守番を命じたのだが、それはそれで反対される。

『アード一人をダンジョンに行かせるの心配だもん』

『［悪運ハードラツク］がどのように作用するかわかりませんし』

『……それに、お父さんとなるべく一緒にいたいです』

　アードは途方に暮れたが、娘たちの気持ちもわかるような気がした。なので、とりあえずダンジョンには従来通りに一日二時間、フェニを連れて挑む形式に戻した。それならいいと、彼女たちも許可をくれたのである。

　だが、ダンジョン上層部での釣果は芳かんばしくないものだった。魔物やガーディアンがある程度宝を補充したのか、まったく宝を得られなかったわけではないが、試練をクリアするのに必要な額が集まるかどうかは疑わしかった。

　やはり、なるべく長時間潜って宝を探したり、希少な魔物を探し出してその素材を手に入れる必要があるだろう。そのためにも、早めにダンジョンに行ってもいいか娘たちにお伺いを立てたのだが、あっさり拒否されたのだ。

「まあ、俺おれは親だしな。あいつらの要望にはなるべく応こたえてやりたいんだ」

　アードは自分に言い聞かせるようにつぶやいた。それに、娘たちがピコの面倒を見ることで、何かを得られるのであればそれに越したことはない。彼女たちは一人の『人間』であり、その将来のことを考えると色々学ばせるのは悪いことではないからだ。

　そのためなら、今までと同じ要領でダンジョンを探索することなど安い物だと思う。要するに、今まで以上に自分が苦労して宝を探せばいいだけの話だ。

　そんなことを口にしながらも、アードはため息を吐ついた。隣で同じくフェニたちの様子を見ていたリウナが、その顔をのぞき込む。

「要望に応えたい割には、納得いかなそうだね、アード」

「いや、別にそんなことはないさ。ただ」

　アードは少し半眼で、ピコを取り囲む少女たちの姿を見た。

　子犬の体をなで、ほおずりをし、そして地面に下ろしてはまた一緒に遊ぶ娘たちを。

「……ちょっとあいつら、ピコをちやほやし過ぎで、俺のことをないがしろにしてないか？　今までべったりだったのに」

　ぶつぶつとすねたようにつぶやくアードに対し、「それ親バカだよ」とはさすがに口にできず、リウナは困ったように苦笑を浮かべ続けるのだった。




　その日の昼のことである。アードはダイニング兼用のリビングで、昼食後のコーヒーを楽しんでいた。

　と、少し甘い物が欲しくなってきたので、近くにいるはずのリウナに棚においてある茶菓子を持ってきてもらおうと声をかける。

「リウナ」

　すると、とんっ、とテーブルの上で音がした。見れば皿に盛った焼き菓子が置いてあったので、アードは礼を述べる。

「サンキュー、よく俺が欲しいものがわかっ……」

　しかし、その謝辞は途中で切れた。

　テーブルの近くには人っ子一人いなかったのである。強いて言うなら、ソファの近くであくびをしているピコがいるくらいだ。

　仮にリウナが来て、菓子を置いてすぐに去ったとしたら、目にもとまらないスピードだ。そもそも、そんなに急いで立ち去る理由が見つからない。

　アードが首をかしげていると、そのリウナがいそいそとやってきた。

「アード、呼んだ？　お洗濯してて、手が離せなくて……」

「……となると、やっぱりお前じゃないのか」

「え？」

「いや、何でもない。用件も片付いたよ」

　肩をすくめると、アードは焼き菓子を口にほおばった。

　実をいうと、このような現象は今に始まったことではない。家でもリウナが洗剤を必要としていると、いつの間にかそこに置いてあったり、ナーが鍋を火にかけっぱなしなのを思い出して慌てて行こうとすると、突然そこに瞬間移動していることがあったりしたのだ。

「この屋敷に、ブラウニーでも住み着いたのではないか」

　そんなことをアードたちは話し合っていた。ブラウニーは家に住み着く精霊で、何かと人間の手伝いをしてくれることで有名なのである。もっとも、このような怪奇現象じみたことを引き起こすとは聞いたことがないが。

　ともあれ、今のところこの現象で害を被ったことはない。ないどころか助かることが多いので、彼らも放置していたのだが。やっぱり原因のわからない現象が続くと薄気味が悪い。

（一度、精霊を見る力を持った冒険者に、家を見てもらおうかな）

　リウナが洗濯を再開するため立ち去った後、アードがそんなことを考えていると、リビングのドアを開けて、三人の娘たちがなだれこんできた。

「ピコ、お散歩に行こう！」

「……外は天気いいから、気持ちいいよ……」

　その言葉に、ピコはむくっと起き上がると、「あんっ」と楽しそうに吠ほえてフェニたちの胸に飛び込んだ。

　一日に一回はこの犬のような生物を連れて散歩することが、娘たちの日課になっている。

　ふと、フェニはすまなさそうにアードを見る。どうやら、彼やダンジョン関連を放ほうって散歩に行くことに許可がほしいらしい。アードは苦笑すると、そんな長女の頭をなでてやった。

「お前たちが面倒見るって決めたんだろ？　だったら遠慮することはない。それが『子供』のためだと思うなら、胸を張ってやればいいんだ」

「うん！」

　フェニはにっこり笑うと、ピコを連れてナーと共に去って行った。

　親の先輩として、フェニに助言を与えたような気がして、アードは少し誇らしげなような、それでいて面はゆいような気持ちで心を満たしていた。

「俺おれなんかが親を語るなんて、十年早いかもしれないのにな」

「そんなことはありませんよ」

「うわっ？」

　隣で声がしたので驚いた。見れば、ユニがそこに立っている。

　アードは目を丸くして、次女の姿を見た。

「お前は、フェニたちと一緒に散歩に行かないのか？」

「そうしてもいいのですが、これはこれでチャンスと思いまして」

「？」

「父上、一緒にお出かけしましょう」

　ユニはそういうと、微笑を浮かべてアードの腕を引いた。

　昼過ぎの街は、活気も一段落ついて穏やかな空気に包まれていた。呼び込みの声は薄れ、通行人はあくびまじりに歩き、民家の戸はより固く閉じている。

　そんな通りを、ユニはアードを引っ張るようにして歩くのだ、父の腕をしっかりと抱きしめたまま、いつもの無表情に少しばかり上機嫌のエッセンスを振りまいて、通りを見回している。

「なかなか、自主的に外を歩くのも悪くないものですね」

「はあ」












　アードは生返事を返した。ユニの意図がわからないのだ。いや、何となく自分と一緒にいたいのだというのは理解できる。

　疑問なのは、あれだけ可愛かわいがっていたピコとの散歩の機会を放棄してまで、アードとの散歩を選んだ理由である。

（本当、どういうつもりなんだろうな）

　考え込んでいると、ふとユニが声を上げた。

「ふぁあ……これは素晴らしい」

　物静かだが、珍しく実感のこもった声だ。彼女の目線の先を見ると、露店で様々な工具が売られていた。

　ユニはそれらをきらきらした目で見ているのだ。そういえば以前、マグネティアという珍しい鉱物を使ったねじ回しを買ってやったとき、大層喜んでいたことをアードは思い出していた。

「……えっと、近くで見てみるか？」

「はい！」

　アードの言葉に勢いよくうなずき、ユニはとてとてと露店に駆け寄る。

　店主は、このような渋い品揃えの店に女の子が来たことに驚いたようだったが、彼女と二、三言、言葉を交わすとすぐに打ち解けた。

「では、このプライヤはカット機能も持たせているのですね」

「ああ、ピポットの近くに刃がついてるだろ。これで切断ができるんだ」

「こちらの六角形のボックスドライバは？　この規格のねじはまだあまり見てませんが」

「王都から、結構な数が回ってきているのさ。来年中にはこの街でもこの規格がかなりのシェアを占めるんじゃないかな。だから先行投資しているってわけだ」

　素人が聞いてもちんぷんかんぷんな会話で盛り上がる二人。

　アードはマニアックな言葉の応酬に「はは」と少し引きつった笑いを浮かべていたが、ユニがいつもより数倍楽しそうな表情をしているのでいいかと思い直した。

　やがて、会話に花を咲かせているユニの肩を、優しくちょいちょいとつつく。

「おい、ユニ。何か欲しい工具があるなら買ってもいいぞ」

「本当ですか？」

「お前の作るアイテムには、いつも世話になってるからな。作業効率が上がるのは、こちらとしても願ったり叶かなったりだ」

　ユニは無表情ながらも「やった」と顔を輝かせると、早速いくつか工具をチョイスして買いそろえた。

「また来いよ」と親しげに告げる店主に手を振りながら、ほくほく顔で露店を離れる。

　いつもは物静かで、大人顔負けの冷静さを見せるユニだけに、こういう年相応の反応はアードにとっても嬉うれしいものだった。子供は、もっと大人に甘えていいと思う。

　だから、彼女に半ば強引に街に連れてこられた時も、正直嬉しくはあった。ただ、ユニのいつもの行動らしくないので、その辺がまだ腑ふに落ちていないが。

（そういえば、結局どういうつもりか聞いてなかったな。まさか、工具が欲しいだけとは思えないし）

　この辺、遠慮していても始まらないだろう。アードは歩きながら、それとなくユニに尋ねることにする。

　どうして、自分と街を歩きたいと思ったのか。すると、ユニは肩をすくめながら、何でもなさそうに答えた。

「私だって、父上と一緒にお出かけしたいと思うこともあります。それに、前にも言いましたが、ダンジョンに二人きりで潜ってないのは私だけですからね。それは諦あきらめるとしても、街中で父上と二人きりになるくらい、罰は当たらないでしょう」

「ああ、そういうことか」

　要するに父親を独占する時間が欲しかったのだ。ユニが一見淡泊でも、娘として他の姉妹と同様自分を慕したってくれるのはわかっているので、アードはその気持ちは理解できた。

　が、苦笑を浮かべて彼女の顔をのぞき込む。

「別に、頼んでくれればいつだって二人きりで歩くくらいはしてやれるぞ。フェニやナーが怒ったりしなければ、だけど」

「それが難しいから、今の機会を利用したのですよ……それに」

　ふと、真面目まじめな顔でユニはアードの顔を見つめ返す。

「父上も寂しかったのではないですか。私たちがピコにかかりきりで」

「え」

「だから、一人くらい父上の相手をする娘がいた方がいいでしょう」

　しれっと答える次女は、そのまま体をアードに預けるようにしてもたれかかった。

　アードはじんわりと幸せが伝わってくるのを感じたが、軽くユニの髪をなでて──小突くのはためらわれた──そっぽを向いてみせる。

「生意気言うんじゃない。お前たちが楽しそうなら、俺おれは寂しくなんかないさ」

「本当に、ですか？」

「本当に、だ」

　虚勢だった。だが、アードは父親としてのプライドと、何より娘たちに対する気遣いのために、仏頂面を通す。

　それを見て、ユニは微笑を浮かべた。見透かされているのかもしれない。

「安心してください。こうしているのは紛まぎれもなく私の意志でもあるので。フェニやナーのようにはっきり言うことは少ないかもしれませんが……私も父上のことは大好きです」

「そ、そうか」

　そういえば、ユニの口からはっきり聞くのは珍しいかもしれないとアードは思った。長女と三女が、自分の感情を結構素直に出すからかもしれない。ユニは良くも悪くも、ポーカーフェイスが上う手ま過ぎるので、時々何を考えているのかわからない時があるのだ。

　と、その心境を読み取ったように、ユニがアピールを続ける。

「そもそも、私がインドアに徹しているのは、好きだからではなく父上のためなのですよ」

「……どういうことだ？」

「ダンジョン攻略用のアイテムは多いに越したことはありません。私は父上を支えるために、アイテム作成に徹することにしたのです」

「ユニ……」

　アードは驚いた。てっきり彼女が好きで発明やアイテム作成をしていたと思っていたのだ。だが、一いち途ずに自分のことを思ってのことだったとは。

　ふと彼女は立ち止まり、それにあわせて歩みを止めたアードの胸にもたれかかった。

「父上……いいですよね。たまには私が父上に甘えても……父上のことを独占しても」

「え……」

「できればずっと、このままで、父上を独り占めしたいのです」

　そして、うっとりと目を閉じる。いつもの大人びた表情はなりを潜め、年相応の少女の顔がそこにあった。

　アードは、今度は慈しむ気持ちで再び髪をなでてやると、うなずいた。

「ああ、しばらくはいいぞ……フェニたちが反対しない限りはな」

「はい……まあ、二人はどこかでピコと散歩でしょうし、今日一日は父上を私のものにできそうですね」

　ユニがどこか勝ち誇ったような微笑を浮かべた、その時。




「「ダメー！」」




　突如、声がとどろいたかと思うと、フェニとナーの姿がぱっと現れた。

　今まで何もなかったはずの虚空に。アードは「え？」と驚きながらも、彼女たちの体を何とか受け止める。

「お前ら、どうしてここに!?」

「え、え、えええっ？」

　驚きの声を上げたのはフェニも同じだった。ナーも目をぱちくりとして、脇に抱えたピコをなでている。

「あ、あれ？　フェニお姉ちゃん……ここ、さっきの光景のところだよ」

「う、うん……そうみたい」

「光景、ですか？」

　ユニの言葉に二人はうなずくと、身振り手振りを交えながら興奮したように言った。

　それによるとこうである。ピコを連れて歩いていたフェニとナーは、今更ながらユニがいないことに気づいた。

　一体どこにいるんだろう、何をしているんだろうと強く疑問を抱いていると、ふと目の前に、アードとユニが二人きりで歩く光景が浮かんだのだという。

　なぜそんなものが見えたかはわからないが、その光景から二人が楽しそうに話す声まで聞こえてきて、ユニが自分たちを出し抜いたのだとフェニとナーは理解し、ふくれっ面とべそかいた顔を浮かべた。

　そして、先ほどの「今日一日は父上を私のもの」発言を聞いた瞬間、それに対してダメだしを叫んだのである。

　すると、気がついたらここにいた。聞いてみると、彼女たちがいた場所とこの街路では一キロメートル近く離れていた。それを一瞬にして移動したことになる。

「とにかくびっくりしたよ。ねー？」

　フェニはぼやくと、胸の中のピコを抱え上げて、一緒に首をかしげてみせた。

　毛玉の生物が「あんっ！」と、楽しそうに鳴き声を上げる。

（待てよ）

　アードは気づいた。これは、地下五一階から生還した時に生じた現象とまったく同じではないか。あのときは全員が一階層上の地下五○階に、そして今回はフェニたちがこの街路に瞬間移動したのだ。

　これは果たして偶然だろうか。

（〈神獣〉は新しい能力に目覚めることがあると言っていたが）

　なら、これはフェニかナー、どちらかが能力に目覚めたものか。しかし、それにしては違和感があった。フェニは戦闘能力、ナーは予知能力に長たけている。能力が開花するなら、それに準ずるものの気がするのだ。瞬間移動は、どちらにも当てはまらない。

　と、なると──しかしアードの考えは、背後できゃあきゃあいう声にかき消された。

「ユニってばずるいんだから！　アード独り占めはなしだよ！」

「……みんなの、お父さんです……」

「二人がピコに夢中だから、私が父上を慰めていただけではありませんか」

　ぷんすかわめくフェニに、ぽろぽろと泣きべそをかくナー、つーんとすました顔で答えるユニ。姉妹は三者三様の顔をみせていた。

　そして三人は少しにらみ合うと、再び両手をばたつかせて主張を展開する。恐らく本人たちはいたって真剣なのだろうが、端はたから見たら仲の良い姉妹がじゃれ合っているようにしか見えず、至って微笑ほほえましい。

　アードは苦笑すると、とりあえず三人の仲裁に入る。これは、どこかの喫茶店でケーキをおごるくらい覚悟しなければならないだろう。

（でも、何だろうな……何でか微妙に嬉うれしい）

　娘たちが自分を取り合っている姿を見て、そんなことを考えるのは親として失格じゃなかろうか。そんなことを思いつつも、相好を崩さずにはいられないアードだった。

　彼の足下で、いつの間にかすっかりくつろいだ様子のピコが、「あんっ」と一声鳴いてからあくびを一つするのだった。





　　　　○






「ありがとうございました」

　ウェイトレスの言葉を背に、アードたちは店を出た。

　喫茶店で好きなケーキやアップルパイなどを食べて、娘たちはご満まん悦えつの様子だった。

　中でも上機嫌だったのはユニだろう。フェニとナーが店内でピコに干し肉をあげたりして構っていて、アードに対していまいち積極的にくっつけずにいたので、ずっと彼女がアードの膝ひざの上を独占していたのである。

　そのことをうらやましく思ってか、フェニは対抗するようにピコをぎゅっと抱きかかえてから、ユニに向かって叫ぶのだった。

「ぅもう！　ユニばっかりいい目を見て！　これからはちゃんと一緒にピコの面倒を見てよね！」

「はいはい、わかっておりますよ」

「つ……次は私が、お父さんを慰めます」

　ちゃっかりした発言をナーがした、その瞬間であった。

　彼女たちとアードの前に、人影が立ちふさがったのは。

「失礼、君たちがアード＝グラッサム氏、ならびにそのお嬢様たちかい？」

「え？」

　突然の名指しに驚くアード、ならびにきょとんとする〈神獣〉たち。

　声の主は、金髪に線の細い顔立ちが特徴的な貴族風の男だったのだ。その隣にはメイド服を着た赤髪のダークエルフの女性の姿もある。

　アードが目を細めてから、首をかしげてつぶやく。

「誰だ、あんたら」

　その問いには貴族風の青年が、一輪の薔ば薇ら──くわえていたのだ──を手に取ると、アードたちに向かって優雅に一礼し、そして応じた。

「お初にお目にかかる。僕の名は、ベイ＝フールボン。誇り高きフールボン伯爵家の現当主だ。そしてこっちが──」

「使用人の、ユフィ＝サイレンです。以後、お見知りおきを」

　ダークエルフの女性、ユフィも、メイド服の裾すそをつまみ上げて一礼する。

　とはいえ、名乗られてもその名前に心当たりがないので、アードの困惑は増すばかりだ。強いて言うなら、少なくともこの街に伯爵号を持つ家系はなかったはずだから、どこかよそから来た人間ということになるが。

　アードが戸惑っていると、ベイ某なにがしは薔ば薇らを手近にいたフェニに差し出し、彼女が呆ぼう然ぜんとしながらも受け取ったのを見て、満足そうにうなずいた。

　そして、アードに向かってさわやかな笑みを浮かべる。

「単刀直入に言おう、アード＝グラッサムくん。僕は君に頼みがあって、はるばる隣国からやってきたのだ」

「頼み？」

　その言葉に尊大に首肯すると、彼は顔を目一杯輝かせ、朗々たる声を上げた。




「……お嬢さんたちを、僕にくれないか？」




　次の瞬間。

　父の鉄てつ拳けんがひらめいて伯爵は地に埋没し、グラッサム一家はすたすたとその場を立ち去っていた。心なしか、いつもより速い足取りで。

　慌てたように、後ろからベイが追いかけてくる。

「ま、待ちたまえアードくん！　君は何やら誤解している！」

「誤解もくそもあるか！　お前みたいな変態に用はない！」

　半分は怒気、半分は怖おじ気けの混じった声で、アードがわめく。決して後ろを振り返ろうとしない。

「よくもこんな年端のいかない娘をナンパする気になれたな！　しかも親同伴なのに！」

「だから、それが誤解だというのだ！　いいかい、僕は……」

　必死に追いついて、前に回り込んでから若き貴族は叫んだ。

「『マジックアイテム』として君の娘が欲しいのだ！」

「…………！」

　瞬間、アードの足がぴたりと止まる。

「マジックアイテム、だって？」

「そうだ。僕は個人的にマジックアイテムや魔法生物の研究に心血を注いでいてね、『魔ま導どう研究室』にもコネがあって、噂うわさに聞いたのだよ」

　得意げに言ってみせてから、ベイは両腕を広げて声をさらに高らかにした。

「〈神獣〉！　古代魔法文明の、偉大なる遺産だって？　実に素晴らしい！　ぜひ一度、この目と手で研究してみたいと思ったのだよ！」

「…………」

「もちろん、タダとは言わない。相応以上の謝礼は払おう。我が家には普通の人間なら一生食うに困らないほどの財産もある。それを全すべて渡してでも……」

「……なるほど、誤解していたようだ」

「へ？」

　アードの低い声に、ベイは目を丸くした。

　若き剣士の瞳どう孔こうが怒りに開いているのを見て、戦せん慄りつを覚える──前に、再び飛んできた拳こぶしを受けて、「ぐはっ」と悲鳴を上げながら数メートルほど吹き飛ばされた。

　手首をぶらぶらとほぐしながら、アードはまだ憤ふん懣まんやるかたない顔でつぶやく。

「誤解していた。ただの変態なんかじゃない……想像以上のゲス野郎だな、お前は」

「なっ、ゲスだと？」

「そうだ……いいか、俺おれの娘たちは人間と同じなんだ。もう一度マジックアイテムなんかと一緒にしてみろ！　次はこの剣でお前を真っ二つにしてやる！」

　激げき昂こうするその声は気迫に満ち、ベイも、彼を助け起こすユフィも、そして三人の娘たちも、アードが本物の殺意を放っていると理解できた。

「アード、怖い……」

「でも、私たちのために怒ってくれてます……」

「父上はやっぱり、私たちの父上ですね……」

　畏い怖ふと感動をないまぜにしながら、フェニ、ナー、ユニは自分たちの父親を見つめた。

　彼は未いまだに不機嫌なのか、「ふん」と鼻を鳴らしてベイに背を向ける。

　──だが、次の瞬間。その背中に思わぬ逆襲を受けた。

　ベイが再び立ち上がるや否や、すがってきたのだ。

「待ちたまえ！　君こそ訂正するべきだ！」

「……あ、何を？」

「『マジックアイテムなんか』、だと？　マジックアイテムを貶けなす権利が君にあるのか！　人間とマジックアイテム、一体どこに差があるというのだ！」

「はい？」

　いきなりとんでもないことを言われたので、アードは啞あ然ぜんとした表情を浮かべた。ベイの目つきが、想像以上に真面目まじめだったせいもある。

　彼は腫はれ上がった顔でアードを見つめ、引き続き弁舌を振るった。

「生きているか、いないかの差にすぎないじゃないか！　彼らにだって個性があり、この世に生まれた運命を背負っているのだ！　それを、生命の有無の違いだけで、さげすむことは僕が許さないぞ！」

「……いや、あのな」

　すっかり毒気を抜かれ、困った顔つきになるアード。ベイが言っていることは、何から何まで間違っているというのはわかる。が、こうも真剣かつ堂々と言い切られると、無む下げに切って捨てることができないのも確かだ。

「道具にも個性があり、生まれた運命がある……なるほど、共感できなくはないですね」

「……頼むから、そんな言葉に影響されないでくれ」

　アードが嘆たん息そくしていると、ベイが感動したようにユニの手を握った。

「そうか、君はわかってくれるか！　よし、それなら僕のところに来たまえ！　マジックアイテムについて、二人で語り明かそう！」

「だから、そういうわけにはいかないんだ！」

　どさくさに紛まぎれようとする変態貴族の顔を、再び張り飛ばす。馬鹿馬鹿しさのあまり先ほどと同様の威力を発揮するまでには至らなかったが、それでもベイを三たび地に打ち付けることには成功した。

　が、彼はまたも立ち上がると、まるでゾンビのようにゆらゆらとアードに向かって歩み寄ってくる。

「待ってくれ、交渉だけでもさせてくれ……僕にも〈神獣〉を研究するチャンスを……」

「だあああ、しつこいっ！」

　アードは叫びながら、もう一度拳こぶしを振るうかどうか悩んだ。何となく、何度殴っても無駄な気がしてきたのだ。

　かといって、宣言通り剣で真っ二つというわけにはいかない。人殺しになるわけにはいかないからだ。

　迷っていると、フェニが耳元でささやいてきた。

「アード、どうしよう？　火炎で燃やしてもいい？」

「ダメに決まってるだろ！　娘に人殺しがさせられるか！」

「……でも、死にそうにないですよ、この人」

「……その気持ちはわからないでもないが、やっぱりダメだ」

　ナーの意見も否定した後、アードはさてどうするかと黙考する。

　ふと、ユニが足下のピコを拾い上げてアードに見せた。

「では、父上。『これ』でどうでしょう？」

「え……？」

「どうせ父上のことです、私と同じ結論に至ったと思いますが」

　アードは驚いた。ユニが自分と同じ意見を持っていることにもだが、それ以上に心を読み取られた気がしたのだ。

「よくわかったな、俺おれがその考えにたどりついたって」

「言ったでしょう、私はいつでも父上のことを考えています。心の動きをトレースするなど、造作もありませんよ」

「そうか……じゃあ、お前らがやってくれ。俺がやるよりはその方が確実な気がする」

「わかりました。フェニ」

「え？」

　ユニはフェニにピコを手渡すと、何やら耳打ちした。彼女は目を瞬しばたたかせたが、「う、うん」とうなずく。

　やがて、「うーあー」と人語にならないつぶやきを漏らしつつ──もはや本当にゾンビだ──ベイが近づいてくる。

　それを見据え、ピコを抱きしめ、フェニが叫んだ。




「飛んでっちゃええええ！」




　次の瞬間、不可視の力が働き、伯爵は「うおおおおっ？」という叫び声と共に、文字通り吹き飛んでいった。

　空の向こう側へと。それを見上げたユフィが肩をすくめ、無言で後を追いかけ始める。

「今だ！」

　アードたちは逃げるように、通りを全力疾走していった。





　　　　○






「じゃあ、ピコちゃんが力の持ち主だったの!?」

　その日の夕方、冒険者ギルドの酒場にて。

　リウナが驚いた声を出し、アードがうなずいた。

「〈神獣〉たちじゃないとすれば、他に考えられなかったからな。地下五一階の時も、家の中で現象が起きていた時も、フェニとナーが瞬間移動した時も、側そばには常にピコがいた」

　ピコは犬ではない。れっきとした魔獣である。そんな彼が特別な力を持っていてもおかしくはないが、問題はそれが行使されるタイミングだった。

「ピコの意志で、というよりは、他人の意志に反応して力を使ったとしか思えないんだな。地下五○階の『魔法陣』のあった場所や、洗剤、焼き菓子の在処ありかを把握していたことからも、どうも心を読み取る力もあるようだ」

　そう言って、傍らのピコを囲んでる娘たちを見た。アードの言葉を聞き取って、「ピコすごいね！」「さすが我々が拾っただけあります」「……格かつ好こいいです」とちやほやしている。心なしか、ピコも得意げのようだ。

　しかし、アードは彼女たちのように楽天的にはなれなかった。魔法を使った形跡もないのに、様々な超常的能力を披露するピコに、疑念を抱いているのである。

　一体、この獣は何者だろうか。

　答えは意外なところから出た。いつものように唐突に現れたラナンが、ピコを見るなり目を丸くしたのだ。

「あら、その子ひょっとして『サイファー』じゃない？」

「え……？　あ、あ～！」

　その言葉に、アードも得心がいったと手を打ち鳴らした。

「さ、さいふぁー？　何それ？」

　リウナが尋ねてきたので、解説してやる。

『サイファー』はドラゴンと同じく幻獣に分類されるが、その目撃例は比較にならないほど少ない。わずかな記録でのみ語られる存在で、ここ数百年遭遇した者は存在しないと言われている。

　彼らの最大の特徴として、魔法を使わずに精神力でのみ奇跡を起こす力──『念動力』を使うことができる。この力の行使はドラゴン族でも不可能であり、魔物の中でもはるかに強力な魔神クラスの中に、それを可能とする者がいるくらいだ。

　余談だが、人間もこの『念動力』を使えるという説があり、精神を消費して使用するスキル──《脱出（小）エスケープ・リトル》など──はすべてこの部類に入るのではないかと目されている。閑話休題。

「サイファーは『念動力を持つ毛皮あるものサイ・フアー』の意味で名付けられ、角と羽根を持つ金色の目の獣として記録に伝えられている。そのベースがまさか犬とは思わなかったが、そういうことなら合点がいくな」

　アードは説明しながら、念動力の中には他人の心を読み取る力もあると付け加えた。つまり、娘たちの心を読み取った上で、その希望に沿う形で瞬間移動を行ったり、変態伯爵を吹き飛ばしたりしてくれたのだろう。

「わー、ピコえらい！　かしこーい！」

　娘たちは感動して、一層ピコを猫っ可愛かわいがり──外見は犬だが──した。ピコも嬉うれしそうに、「あんっ！」と吠ほえる。

　それを見て、「親バカだな」と自分を棚に上げて苦笑いした後、アードはふとラナンを見た。

「まさか、これも『魔ま導どう研究室』の権限で徴発したりしないだろうな」

「マジックアイテムではないしね、しないわよ」

　彼女もアード同様苦笑を浮かべた後、ふとピコを指さして言葉を続ける。

「それどころか、試練に関かかわるヒントを一つ提供してあげましょうか」

「ヒント？」

「そう……サイファーの念動力は優れているわ。そしてそれは、魔法のように魔力エネルギーの濃淡に影響しない。多人数を連れて、瞬間移動するのも簡単でしょうね……それがたとえ〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉だろうと」

「…………！」

　アードとリウナは顔を見合わせ、そしてほころばせた。今まで頭を悩ませていた問題が、一つ解決したことを知ったのである。

「じゃあ、いつでも地下五一階に行けるんだね！」

「それどころじゃない、瞬間移動が可能なら、俺おれたちを地上に連れて行くこともできるはず。つまり緊急脱出も可能だ！」

　弾んだ声で互いに手を叩たたき合あう二人に、「後はあなたたち次第ね」とだけ告げてラナンは立ち去った。

（ちょっとサービスが過ぎたかしら）

　心中で、ぽつり、とつぶやく。

　彼女は『魔ま導どう研究室』の副室長として、本来中立を貫かねばならない立場のはずだ。しかし、アードに、いや、アードとその家族たちに、どうしても肩入れしてしまう。

（まあ、この貸しは、いずれ違う形で返してもらいましょう）

　自分の意見に自分で納得し、酒場の扉から外に出る。

　内側からは相変わらずピコを可愛かわいがる〈神獣〉たちの声、それに今後の計画を立て始めるアードとその幼おさな馴な染じみの声が、まるで一つの家庭から響くように、賑にぎやかに聞こえてくるのであった。




　ちなみに、翌日。

「ユニ、買い物に行くぞ。部屋から出てこいよ」

　屋敷の中で扉をノックするアードは、それを開いて出てくる次女を見つめて微笑をこぼした。

　だが、次の瞬間、ユニコーンの角を頭に戴いただく少女は、やや不機嫌そうな表情で告げる。

「今、アイテム制作のいいところなんで、邪魔しないでください。私は行きません！」

　そして、バタンッ、と強引に扉を閉めた。

　微笑はそのまま、しかしこめかみに汗をかいて、アードはつぶやくのだった。

「好きだからっていう理由だけではないって言ってたが……どう考えても、好きで引きこもってるよなぁ、これ……」













第三章　親であるということ




　ダンジョンの地下五一階以降──深奥たる〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉は、普段は静せい謐ひつを湛たたえていると言われている。

　冒険者が訪れることのないその場所は、魔物やトラップが反応することもなく、また魔物同士も長い縄張り争いの末に棲すみ分わけを果たしていることが多いので、滅めつ多たに騒ぎなどは起きないのだ。

　だが、沈黙の掟おきてを破るかのように、その日は人間の咆ほう吼こうが木霊していた。

　敵を討つ、灼しやく熱ねつの意志を伴って。

「消えろっ！」

　叫んで二本の剣を構えたのは、言うまでもなくアードだ。石造りの通路の中央に立ち、必死の形相で腕を振り下ろす。

　双剣はフェニックスの力を得て作られた閃せん光こう、《不死鳥の閃光フエニツクス・レイ》によって強化されている。

　聖なる光は何の抵抗もなく、こちらに近づいている触手の生えたトカゲのような魔物──魔神の一種だ──の首を切断し、悲鳴も上げさせず絶命させた。

　その間に隣でリウナが「えいっ！」と長槍バルデイツシユを猛烈な勢いで回転させ、数百匹と襲い来る不定形の生物スライムを死の刃やいばに巻き込んでいく。

「フェニちゃん、そっち！」

「う、うん！」

　さらにその後ろでは、戦闘に参加していないユニとナーをフェニが必死に庇かばっていた。口から炎を吐き、時には手にした短剣──護身用にないよりマシと渡されたのだ──をふるって、リウナが倒し損ねた雑ざ魚この魔物を何とか処理していった。

　低レベルの英雄と高レベルの勇者、そして戦闘型〈神獣〉の戦う様は、まさに鬼神のごとくであり、猛烈な勢いで敵を片付けていく。

　おかげで目の前の魔物たちはあらかた消え去った。

　が、一息つく間もなく、通路の向こう側にうじゃうじゃと新しい影がわいてくる。それを見て、リウナが珍しくうんざりとした声を上げた。

「アード、これじゃきりがないよ！」

「わかってる……ユニ、ナー、通路の出口はまだわからないか？」

「「もう少し待ってください！」」

　次女と三女が焦るような声を上げたのには、理由があった。この通路は一種のトラップであり、入口と出口が次元をねじ曲げてつながっている。つまり、『繰り返しループ』しているのだ。

　このループを断ち切るには、トラップの解除装置を見つけなければならない。が、その前に大量の魔物がこちらに向かってやってきた。不公平なことに、彼らはループの影響を受けないらしい。恐らくこの通路自体が、侵入者に魔物をぶつけるためのセキュリティ装置なのだろう。

　で、ループ解除用の装置を、ユニはその慧けい眼がんで、ナーは直感を働かせ、必死に探っているのだ。その間アードたちは、二人を守りつつ魔物を倒すことに専念している。ループを逆に利用して相手の背後を突くことも考えたが、ユニやナーに対する護衛が手薄になると思うとそれも難しかった。必然的に、真正面から敵を迎え撃つ消しよう耗もう戦を強いられる。

　だが、その苦労も報われる時がきた。ユニとナーが天井近くを指さし、同時に声を上げたのである。

「「あれです！」」

　そこには、巧妙に隠されてはいたが、確かに突起物型のスイッチがあった。それを押せばループは解けるらしい。

「ようし……って、おおっ!?」

　装置に飛びつこうとしたアードは、新たに目前に迫った魔物の攻撃を受けそうになり、慌ててたたらを踏んだ。何とか回避には成功したが、これではスイッチを押せない。

　リウナも、フェニも同様だった。何とか隙すきを見てスイッチを押しに行こうとするが、そのたびに狼おおかみ、巨人、動く植物、跳ねるコイン、悪魔、小さなドラゴンといった様々な魔物が、こちらに向かって押し寄せてくるのだ。

　まずい、このままでは──全員の顔に焦燥の表情が浮かんだ、次の瞬間。

　ガコン、という音がした。

「え？」

　それがスイッチが押された音だと悟り、アードたちは魔物の群れから逃げるべく後ろに向かって走り出した。今まで越えられなかった空間を、抵抗なくすり抜けることができる。やはり、トラップは解除されたのだ。

（よしっ）

　胸中でガッツポーズをしたアードだったが、喜んでばかりもいられない。魔物たちはなおもまだ、追撃の手を緩めていなかった。

　逃げきろうと思えば逃げきれるかもしれないが、スタミナの消費が激しいだろう。一息ついたところで罠わなか別の魔物にでも襲われたりしたら、たまったものではない。

「アード、どうするのさ？」

　フェニが尋ねた時には、もう覚悟を決めていた。

（一いちか八ばちか、新しいスキルを使ってみるか）

　そして、目を閉じて精神を集中させると、二度、三度と双剣をこすり合わせる。刀身に散った火花は、連鎖反応を起こすように、ぼっ、ぼっ、とその数を増やし、そしてすべてがつながると、一気に変色し黒く燃えさかった。

　浮かび上がった黒炎を、アードは一気に迫り来る敵に投げつける。

「食らえっ……《不死鳥の獄炎フエニツクス・インフエルノ》！」

　魔物たちはその地獄の炎を身に受けて、まるで呪のろわれたかのように「グオオオオオッ」と苦く悶もんの声を上げると、焼き尽くされ、塵ちりも残さず消滅した。

　脅威は一瞬にして消え去り、その威力に驚いたリウナと娘たちが、それでも一瞬後には顔を輝かせてアードを取り囲む。

「すごいね、アード。こんな技が使えるなんて」

「別に俺おれがすごいわけじゃないさ。フェニのおかげだ」

　リウナに応じながら、アードは双剣を短剣のサイズに戻して、足のホルスターにしまう。

「前にフェニが新しい炎を身につけていたから、ひょっとして俺も『神獣スキル』で使えるようになったんじゃないかと思ったんだ。そうしたら案の定で、スキルポイントも残っていたから〈モノリス〉で取得したわけさ」

　先日訪れた冒険者ギルドと、そこで操作した『神獣スキル』とレベルの項目をアードは思い出した。〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉に来た影響からか、今までの冒険のぶん経験値が溜たまっていたのか、彼はレベルが14に上昇していたのだ。

　本来、彼はある事情から、レベル13の時点で１２０の勇者並のステータスを持っているのでレベルアップはあまり意味がない。しかし、二年間の冒険でやっとレベル12だった少し前までの自分を考えると、この成長はとても嬉うれしく、得がたいものがある。

　と、アードは頭を振って感傷を振り払うと、フェニの方に指を向けた。

「だけど、今回のＭＶＰは誰よりこいつだな」

　全員がうなずいた。指を向けられたフェニさえも。

　アードが指したのは、フェニの腕の中でうずくまっている、毛玉のような生物なのだ。

「あんっ！」

　どこか嬉しそうに吠ほえた生物──ピコは、舌をへっへっへっと出して、どこか得意げにフェニたちを見た。

　彼が念動力を使ってスイッチを押したのだと、この場の誰もが理解していた。




　アードたちのダンジョン探索は、劇的に効率が上がっていた。

　言うまでもなく、ピコが念動力を発揮してくれたおかげである。

　最初はラナンの言うことを半信半疑で試し、ピコに念動力でダンジョンまで送ってもらえるか聞いてみた。

　すると、次の瞬間、彼らは地下五一階にたどり着いていた。

　この時は、何の準備もしていないので慌てて街に戻してくれるよう頼み込み、幸いなことにこれもうまくいった。

　これでダンジョンへの移動・脱出が楽に行えるようになった──だけでも儲もうけものなのに、さらにはいざという場合には先ほどのトラップの時のように、念動力を使って助けてくれる。その力は強大で、一度五○○匹ほどの群がる魔物を一瞬にして消し飛ばしてしまったほどだ。

　ただし、さすがにエネルギーを消しよう耗もうしすぎたらしく、バテて地上に戻れなくなり、仕方なく敵に遭遇しないよう祈りながらピコが回復するまで休憩をするというハメに陥ったのだが──ともかく、最後の手段を確保できたのは確かだ。

　これなら、一日かけて〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉を探索できるかもしれない。

　思慮の足りない人間なら、そう判断しただろう。

「〈危険階層〉が常識外れに危険なことに変わりはない。ピコの力も、あくまで脱出用に使うべきだから、無む茶ちやは厳禁だ。ここは慎重を期して、やはり短時間で少しずつ探索していく手だな」

　アードはそう判断し、結局ダンジョン探索は一日二時間のままとなった。

　それでも地下五一階にはまだ未発見の宝がごろごろしているし、何よりリウナを連れて行けるのが大きい。ユニやナーも役に立つ。これ以上にはないベストの状態で挑めることにアードはおおむね満足していた。

　そして、今日が数回目の探索だ。

　新スキルで魔物たちを屠ほふった後、アードは近くにあった隠し部屋で沢山の財宝を見つけ、そろそろ頃合いだと考え、意気揚々と街に引き上げていった。




「いや、これだけ順調に宝を探せるのも、本当にピコのおかげだな。偉いぞ！」

　その日の夕食の席にて。

　アードは上機嫌で笑いながら──多少酒が入っていることもある──テーブルからやや離れた場所でうずくまってるピコを軽くなでると、「ご褒美に」とばかりにつまんでいたビーフジャーキーを差し出した。

　ピコはにおいを嗅かいでから、気に入ったのか「あんっ」と鳴いてもしゃもしゃと食べ、ついでアードの手をぺろぺろと舐なめる。

「そうかそうか、嬉うれしいか。ふふ、お前は可愛かわいい奴やつだなぁ」

「……お父さん、その、ちょっとはしゃぎすぎじゃ……」

　ナーが苦笑いを交えつつ、いつもとテンションの違うアードにツッコミを入れるが、彼は「かまうもんか」と笑顔を絶やさずに答えた。

「何しろ、地下五一階でまた沢山の財宝を手に入れられたんだからな。機嫌も良くなるさ」

　もっとも、埋蔵されている宝の量には限界があり、一週間やそこらではガーディアンや魔物が宝を備蓄し直すことはあまりない。結果的に、アードたちが地下五一階で発掘する宝の量は減少していく傾向にあった。

　それでも一日で二○万Ｇグレード以上の稼ぎはあったし、ピコの力を使えばこれからいくらでも〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉に挑める。焦ることはないとアードは思っていた。

「このペースなら、今月中に目標額に到達できる。どうやら、やっと俺おれにも運が──」

　つぶやきかけて、ぴたっと口を閉じた。今まで朗らかだった表情に、苦いものが走る。

「どうかしましたか、父上」

「いや、今まで『運が回ってきた』って宣言するたびに、［悪運ハードラツク］が働いているような気がしてな……なるべく口にしないことにしてるんだ」

「……それはそれで不ふ憫びんだね、アード」

　リウナが苦笑しながら、夕食の追加料理を持ってきた。ついでに子犬向けの味の薄い料理も用意し、ピコに食べさせてやってる。

　ピコもリウナの料理が好きなのか、彼女が来るとぴょんぴょんと前足をスカートにひっかける勢いで跳ね、置かれた食事に猛烈な勢いで食らいつくのだった。

「こら、ピコ。お行儀悪いよ。犬食いはやめなさい！」

「そりゃ無む茶ちやだ」

　しつけをしているらしいフェニに対し、アードが苦言を呈しながらも、微笑ほほえましげに笑う。三姉妹の中では、フェニが一番責任を持ってピコを育てているのだ。意外な気もするが、彼女は元々長女だけあって妹のことは気にかけている。面倒見はいい方なのだろう。

　もちろん、ユニもナーもピコの「母親」としての自覚はあるらしく、ダンジョンでのピコの活躍をほめつつ、時には優しくなでたり、時には食事中うろうろするのを叱しかったりしながら、べたべたとくっついていた。

「あたしが一番お母さんだよね、ピコ。羽生えてるのはあたしそっくりだもん」

「それをいうなら、角が生えているのは私に似たんですよ」

「目が金色なのは……私に似たんです……」

　きゃーきゃーと言い合って譲らない娘たちに対し、アードは「血がつながってないんだから似てるとか関係ない」と指摘しようとして、ふと口をつぐんだ。

　その行為を無粋に感じたから、だけではない。

　何となく、引っかかることがあったのである。

（血のつながり、か……そういえば、ピコの実の親はどうしたんだろうな）

　サイファーだろうがドラゴンだろうが、天然の生物だ。胎生や卵生の違いはあるだろうが、子供が生まれる以上それを生み出す親が存在する。












　つまり、ピコにも親がいるということになるが、果たして今頃どうしているのだろうか。

（サイファーが強力な幻獣である以上、他の魔物に倒された可能性は低い。もっとも、場所が〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉となると断言はできないが……それでも、どこかで生きている可能性の方が高いはずだ）

　つまり、いずれピコは──そこまで考えて、アードは思考を打ち切った。

　楽しそうな娘たちの顔が、とてもまぶしく見えたからである。

「今は、試練のことだけ考えていればいいか」

　アートはそうつぶやき、娘たちの方を見た。

　彼女たちは無邪気な笑顔を浮かべながら、ピコをなでたり、ブラッシングしたり、時々ボールで遊んだりと、心の底から彼を可愛かわいがっているようだった。





　　　　○






　それから数日の間、一日二時間の〈危険階層〉探索と、それ以外の日常を過ごす日々が過ぎていった。

　アードは当然のこと、リウナも、そして〈神獣〉たるアードの娘たちも、全力でそれぞれの生活を送っていた。

　特に感心なのは娘たちで、ダンジョンでのアードのサポートっぷりもさることながら、日常におけるピコの面倒を見る態度にも、いささかの熱の衰えや手抜きを感じることはなかった。

　たとえ過酷なダンジョンからの帰還後であろうと、彼女たちはピコの身の回りを世話し、体調などにも気をかけ、一緒に遊んだりもして愛情を一身に注いでいく。

　特に熱心なのは、やはりフェニだった。

「ピコ、ごはんだよ。一緒に食べよ！」

「うーん、ピコってば今日もふかふかだね！」

「お休み、ピコ。明日も一緒に遊ぼうね」

　彼女は積極的にピコに声をかけ、寝る時も食べる時も、風呂に入る時ですら一緒にいることが多い。もっともこれは他の姉妹も同じなのだが、ともあれ彼女たちの日常はピコに支配されつつあったといっていいだろう。

　その一方で、彼女たちはアードの独占権を主張することも怠らなかった。早い話が、ピコの世話には必ずアードを巻き込んでくるのである。

　食事を一緒に取るのはいいとして、寝る時は彼女たち＋ピコがベッドに押し寄せてくる、散歩の時には必ず同行させられる、ボール遊びには付き合わされる──ｅｔｃ。アードは結構大変な目に遭った。

　もっとも焦ったのは、フェニたちがリウナと一緒に風呂に入ってた時だろう。普段リウナを邪険に扱う割には、アードが忙しくて一緒に入れない時、フェニたちは彼女と風呂に入ることが多い。ユニやナーが、髪を洗ってもらいたがったりするのだ。

　その日も、アードがダンジョンに持って行く装備品の点検で手が離せなかったために、娘たちはリウナと入浴していたのだが、この時ピコも一緒だった。

　そして突如、アードは自室から風呂場へと瞬間移動していたのである。

「あ、あのさ、アードもここにいたらいいなあって思って。そうしたら……」

　驚きのあまり状況を理解できず、目を丸くする父親に、フェニが言い訳がましく指をつつき合わせながらつぶやいた。

　さすがにまずいと思ったのだろう。

　何しろアードの目の前には、娘たち以外に一糸まとわぬ姿のリウナがいたのだから。

「きゃあああああああ!?」

「う、うわあああっ？」

　反射的に浴槽のお湯を洗面器でかけられて、やっと我われに返ったアードは、何度も謝りながら浴室を出た。リウナは顔どころか全身真っ赤で、風呂から出た後も恥ずかしさのあまり、しばらくアードと会話することもままならなかった。

　ともあれ、こんなことになった理由はいたって明白だ。フェニの望みにピコが反応し、アードを瞬間移動させてきたのだろう。魔物に人間の男女間におけるエチケットなど、わかるはずもない。

　かくてこのようなハプニングを抱えながらも、それでもピコと娘たち、それにアードたちの比較的幸せな日常は続いていた。

　そんなある日のことである。




「いい、ピコ。ちゃんと考えて力を使わないといけないんだよ。あたしがそうして欲しいって思っても、すぐに力を使っていい時と悪い時があるの」

　その日の朝、リビングにてフェニたちはピコをお座りさせて、何やら言い聞かせていた。

「少なくとも人をそんな簡単に瞬間移動させちゃダメだよ。ダンジョンに行く時と出る時、それから必死に頼んでる時だけだよ。わかった？」

　どうやら前にアードを風呂場に瞬間移動させたことについて、二度とあんなことが起きないように厳重に注意しているらしい。

　娘たちの感心なところは、ただ可愛かわいがるだけではなく、ちゃんとピコに対して叱しかるべきところは叱しかろうと試みているところだ──彼女をつぶらな瞳ひとみで見上げてきょとんとしているピコに、その教育が通じるかどうかは疑問だが、それでも心がけは褒めるべきだろう。

　そんなふうに思いつつ、アードがソファの上から誇らしげに見守っていると、フェニは突然とんでもないことを言い出した。

「まあ、アードをお風呂場に入れて、リウナを恥ずかしがらせて会話できないようにしたこと自体は、正直ぐっじょぶだったけど」

「ナイスアシストでしたね」

（おいおいおいおい）

　好きなことを言ってるなと、内心でぼやく。あの後、リウナと自然に会話できるようになるまで、どれほど大変だったと思っているんだ。

『……今度、ミシェイル亭でケーキおごってくれたら許してあげる』

　リウナがそう持ちかけることで解決したが、これが謝罪の要求ではなく、照れ隠しに近い感情から来てることをアードは知らない。高級レストランたるミシェイル亭のケーキが高い事実に、嘆たん息そくを禁じ得ないだけだ。

　だが、それにしては自分もさほど憂ゆう鬱うつに感じていないというか、むしろ得した気分になっているのはなぜだろうと、漠然と考える。

　と、それに応じるように、フェニが再びピコに説教をした。

「でも、あれはあれでアードがリウナの裸に喜んじゃうからね。今度は絶対にしたらダメだよ」

「……お父さんが、けだものになります……」

「人を何だと思っているんだ！」

　アードは思わず叫んだが、自分でも思った以上に強く声を出せなかった。考えてみれば、リウナの裸を見たのは子供の時以来で、それ以降タオル越しとか水着姿を見たことはあるが、直接は久しぶりな気がする。

　彼も年頃の青年なのだから、それで表情がゆるみそうになるのは仕方ないだろう。が、父親の威厳を保つ以上、否定しなければならないのだ。

「そ、そのだな。リウナの裸は、小さい時にも見たことあるんだから、別に今更見たところで、興奮したりなんてしない……」

「わたしがどうかした？」

「おわっ？」

　いきなりリウナがリビングに入ってきたので、アードは焦った。が、彼女の表情はいつも通りである。どうやら聞かれずに済んだらしい。

　胸をなで下ろしていると、そのリウナが口を開く。

「アード、買い物にいかない？　ダンジョンで必要な道具とかそろえるんでしょう。わたしも早めに晩ご飯の材料とか買っておきたいし」

「あ、ああ、そうだな」

　いまだ続く動どう悸きを何とか抑えるため、アードは深呼吸を一つしてソファから立ち上がると、娘たちに「出かけるぞ」と告げた。

「わーい、ピコ、散歩だよ！」

　フェニが喜んで両腕を広げると、「あん！」と一声鳴いて、ピコも嬉うれしそうにその腕の中に収まった。もふもふの毛皮にほおずりしながら、フェニは嬉しそうに「お外でいっぱい遊ぼうねー」と語りかける。

「ああ、フェニお姉ちゃんずるい……私も抱っこしたいです……」

「疲れたらいつでも言ってください、代わりますので。何なら今すぐでもいいですよ」

　やいのやいの言いながら、彼女たちはピコを取り合うようにして、リビングから外に出た。もちろんアードの手も引っ張りながら。

「そう急ぐなって。それと目的は一応買い物であって、散歩じゃないからな」

　アードは苦笑すると、リウナに「行くか」と声をかける。

　リウナもうなずくと、ふと付け足すように口を開いた。




「あ、それからアード」

「何だ？」

「……ケーキ、もう一個追加ね」

「はい……」




　その表情は微妙にすねていて、「やはりさっきの発言は聞かれていたのか」と悟り、自身の発言に深く反省するアードであった。




『エルツェン』において冒険者は、主に中央の市場で備品の購入をする。

　武器屋、道具屋、その他いろいろな店が軒をつらね、さらに露天商も沢山いて大変賑にぎやかだ。他にも雑貨屋、食料品店といった日常に欠かせない店もそろっている。

　アードたちはその市場に足を運んでいた。平日の昼ということもあって、若干客足は遠のき、人影もまばらである。それでも娘たちを見失わないようアードは気をつけながら、ぼんやりとつぶやいた。

「さてと、何から見ていくかな」

　ロープの補充のために道具屋へ向かうか、保存食を買うために食料品店へおもむくか。アードはしばし考えた。

　そういえば、夕飯の買い出しもしなければならない。でも、そっちは生ものだから後回しにして──そこまで思考を推し進めた時である。

「あら、グラッサムさんじゃありませんか」

　突然声をかけられて、振り返る。そこには二十代のショートカットの女性と、十代前半のロングヘアの少女の組み合わせがあった。女性はにこにこと、少女の方はどこか落ち着かない感じで、こちらを見ている。

「キスカ、それにスミカじゃないか」

「……ご無ぶ沙さ汰たしてます、アード先生。それにフェニさんたちも」

　そう言って頭を下げたのは、小さな娘の方だった。

　彼女はキスカ＝シーズルーンといい、アードがかつてバイトで教師を務めていた、冒険者学院のジュニアクラスの生徒だ。

　ちなみにその隣にいるのが姉のスミカ＝シーズルーンで、こちらはその冒険者学院の校長を務め、さらに現役の『勇者』でもある。

『元』とはいえ、教師と街中で会うのはどこか緊張するのだろう。顔をこわばらせているキスカに、かつての同級生であり、今も親友であるフェニが、嬉うれしそうに走り寄った。

「久しぶり、キスカ！　元気してたっ？」

「……私はいつでも元気です。フェニさんほどじゃないですけど」

　きらきら輝く瞳ひとみに圧おされながらも、キスカは肩をすくめてみせる。本当は彼女もフェニと同じくらい嬉しいのだろうが、プライドの高い少女はそれを素直に表すことを自分に許さないのだ。

　と、アードの隣のリウナが、彼の肩をつついてきた。

「ねえ、アード。せっかく会えたんだし、買い物より先にお昼とかどうかな」

「そうだな……立ち話もなんだ、どこかで一緒に食事しないか？」

　その提案にスミカはうなずくと、フェニ、ユニ、ナーに取り囲まれてきゃあきゃあ喜ばれ、ますます困惑している妹の肩を、微笑ほほえましげに抱き寄せた。

「喜んでご一緒させていただきますわ。ちょうど私たちも、外でお昼を食べる予定でしたの。ねぇ、キスカ？」

「あ、はい。姉さまの言う通りです」

「じゃあ、キスカも一緒にご飯食べるんだね？　やった！」

「……しょうがありませんね、少しくらい付き合ってもいいですけど」

　言葉と、つんと澄ました表情に反して、キスカの口元には隠しきれない微笑が浮かんでいた。アードの娘たちが「わぁ」と喜びの声を上げる。

　そして彼らは、手近な大衆向けの食堂へと入ることにした。

　大きな卓を囲み料理を頼んだ後、しばらくそれを楽しみながら、アードたちは他た愛あいない雑談を続けていた。

　そしていつしか話題は、ダンジョン探索における近況報告に及ぶ。

「なるほど、順調そうで何よりですわ」

　スミカは口元をハンカチで丁寧にぬぐうと、にっこりと微笑んだ。上流階級の家庭に育った彼女だけあって、テーブルマナーは完かん璧ぺきである。頼んだ料理の皿は、わずかな音すら立てなかった。

　そんな彼女を感心しながら見つつ、アードは話の終わりに、一言礼を添えた。

「これもスミカ校長が助言をくれたおかげだ。本当にありがとう」

「礼には及びませんわ。私はあくまであなたの実力を評価した上で、それに沿った提案をしたまでです。そして、その判断が正しかったようで、ほっとしておりますわ──そうでなければ、この街を救った英雄をあの世に送ってしまうところでしたものね」

　後半はややブラックなジョークを交えながら、品良く笑う。アードに〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉に行くよう勧すすめたのは、他ならない彼女なのである。

　ふと視線をテーブルの外れ、床に座り込んでいる毛玉に向ける。

「それにしても、サイファーの子供ですか……伝承で聞いたことはありますが、さすがにお目にかかるのは初めてですわ」

「私、名前を聞いたこともありませんでした」

　自分の不勉強を恥じるようにキスカが小さくつぶやくが、これは仕方ないとアードは思った。サイファーは相当にマイナーな魔物である。かくいう自分も、昔偶然読んだ文献にその名前がなければ、一生知らずじまいに終わっていただろう。

　そのキスカに見せるように、ピコを突きつけながら、フェニが無邪気に笑う。

「可愛かわいいでしょ。ピコっていうんだよ。ほら、ピコ、ご挨あい拶さつしなさい」

「あんっ！」

「へぇ……賢いんですね」

　いつもはどこか意地っ張りな態度の目立つキスカも、可愛い犬型の生物が相手ではその心も緩むのか、相好を崩して体に触れる。

　なでるとピコは気持ちよさそうに目を細めた。つられるように、キスカの目も細くなっていく。

「なかなか良い毛並みでしょう。いつも我々が管理していますので」

「……栄養もたっぷり与えてるので、肉付きも悪くありません……最近、ちょっと太りすぎかなって思うけど」

　ユニとナーも、得意げに「我が子」のアピールをする。

　だが、ピコのことが相当気に入ったのか、返事をする気配もなくキスカは嬉うれしそうに彼をなで続けた。

「いいですね……私、ペットを飼うの少し憧あこがれてましたから。こういう可愛い子なら、私も飼ってみたいです」

「そうでしょそうでしょ。でも、あたしたちはただピコの飼い主ってわけじゃないんだよ」

「……と言いますと？」












「ピコのお母さんなの！」

　得意げに、えっへんとフェニは胸を張った。

「ピコをきちんと一人前の『さいだー』に育てるんだ！」

「……フェニお姉ちゃん、『サイファー』だよう」

「でも、フェニの言う通りですね。我々はただピコを可愛かわいがるのではなく、ちゃんと育てたいのです。ゆくゆくは社交界デビューもさせたいですね」

「……そんなこと考えてたのか、お前ら」

　上機嫌でピコに抱きつく娘たちに、アードは苦笑いせざるを得なかった。というか、サイファーの社交界ってなんだ。

　ピコはそんな彼女たちを不思議そうに見ていたが、可愛がられるのは満更でもないらしく、「あんっ」と上機嫌な声を上げる。その明るい声と可愛らしさに、娘たちはまたもやメロメロになって彼をわしわしとなでた。

「もう、ピコ最高に可愛い！　やっぱりあたしに似たんだよ！」

「いえ、この聡そう明めいさは私譲りですね」

「……あの、私にも、ちょっと似てると思います」

　そのはしゃぎようにキスカは啞あ然ぜんとしていたが、ふと何かに気づいたかのように首をかしげると、フェニに向かって尋ねた。

「ところで、この子はダンジョンで突然現れたんですよね」

「そだよ」

「でも、サイファーというれっきとした魔物である以上は、別に何もないところからぽんと産まれたわけじゃないし、誰かに作られたわけでもないと」

　つぶやいてから、どこか言いにくそうにフェニたちの方を見た。

　が、三人が、きょとん、とたたずんでいるのを見て、自分の意図が通じていないと察したのだろう。思い切ったように口を開いた。

「……つまり、この子にはダンジョンのどこかに実の親がいるということです」

「「「……！」」」

「しかもサイファーという生物は強力な魔物らしいですし、何者かに倒された可能性は低いです。ということは、この子の親はどこかで生きていて……」

　アードと同じ論理、結論に、どうやらキスカは到とう達たつしたようだった。

　だが、彼女がすべてを言い終える前に、フェニは笑って彼女の肩を叩たたくと告げた。

「キスカ、お昼ご飯」

「……え？」

「冷めちゃうよ、早く食べないと」

　そして自分も席に戻り、笑顔で置いてあったリゾットの皿を手にして「いただきます！」と叫んだ。ユニもナーも、それにならう。

　キスカはなおも何か言いかけたが、やがて黙って自分も椅い子すに座ることにした。

　そんな彼女たちの様子を、アードとリウナ、それにスミカは黙って見つめるのであった。





　　　　○






　昼食を終えて、一同は市場に出てきた。

　ふと、アードがスミカの方を見て言う。

「ちょっと冒険用の備品で、他の冒険者の意見も聞いておきたいんだ。買い物に付き合ってくれないかな」

「ええ、構いませんわ。もちろん、ソウルシェアさんも一緒ですわよね」

「え、でも……」

　リウナが何か言う前に、アードは娘たちの方を見る。

「そういうわけで、ちょっとスミカと一緒に行ってくる。その間、その辺で時間をつぶしておいてくれないか。久しぶりにキスカと遊びたいだろ」

「うん！　行こうキスカ！」

　フェニは嬉うれしそうに叫ぶと、キスカの手を引っ張った。彼女の妹たちもそれにならう。

　キスカは困惑したようにアードの方を向いたが、彼が一つうなずくのを見て、ふと微苦笑を浮かべた。

「ちょっと、引っ張らないでほしいんですけど！」

　などとぶつぶつ言いながらも、三人の〈神獣〉たちについていく。

　残された大人たちのうち、リウナが不安げにアードを見た。

「いいの、アード？　たぶんキスカちゃんは、『あのこと』を言うと思うよ」

「だろうな。だからこそ、彼女に任せよう。こういうのは、大人が下手に口にするよりも、子供同士で話した方がいい時もあるんだ」

　自信を持ってうなずくアード。学校の教師を体験して、彼が学んだことの一つがそれなのだ。

　と、保証するようにスミカが微笑ほほえむ。

「大丈夫ですわ。あの子は、キスカは上う手まくやれると思います。何しろ、あなたの教え子なのですから」

「そして、何よりあんたの妹だしな」

　そうやり返してアードは笑うと、二人を伴って道具屋の方へと歩き出した。




　ちょうど大人たちと反対の方角に、子供たちは走っていた。

　まだ人影の少ない街路の上を、フェニは片手にピコを抱きかかえ、もう片方の手でキスカを引っ張り、上機嫌に駆けてゆく。

「どこで何しようか、キスカ？」

「……ピコとボール遊びをするの、楽しいですよ」

　そう言いながら、にこにことナーが持っていたボールを見せた。これを投げてピコに拾いにいかせ、ご褒美としておやつとか色々あげるのが彼女のブームらしい。

　と、隣から誇らしげな顔で目を光らせ、ユニが口を挟んでくる。

「お手とか、お座りとか、芸をさせるのも楽しいものです」

「うんうん、ピコお利口だから、色々とできるもんねー」

　フェニが嬉うれしそうに、ピコを目の前まで抱き上げて、首をかしげてみせた。ピコも同じ方向に頭を傾け、「あんっ」と楽しげに吠ほえる。

　その愛らしい姿を見て、三姉妹は「「「うきゃあ」」」とメロメロな声を上げた。キスカも一瞬相好を崩しかけたが、ふと自制するように表情を引き締める。

「それで、何して遊ぶんですか」

「うーんとね、駆けっこ！」

　フェニは答えるとピコを下ろして、「行くよ！」と声をかける。

　ピコは「あんっ！」と一声吠えると、それを追いかけた。キスカたちも慌ててそれについていく。

「ちょっとフェニさん、不意打ちは卑ひ怯きようなんですけど！」

「お姉ちゃん、待ってぇ……」

　ナーが息絶え絶えにつぶやく。ユニはすでに体力が尽きて、声も出ない様子だった。

　やがて、彼女たちは中央広場にたどりつき、そこでフェニが再びピコを抱え上げて宣言するように叫んだ。

「ふふっ、あたし一番だよ！　ピコも頑張ったね！」

「あんっ！」

「……事前に言ってくれてたら、私も負けてませんでした」

　負けず嫌いなキスカが、ぷくーと頰ほおを膨ふくらませる。もっとも、即座に反応を返せるぶん彼女にはまだ余裕がある方だ。ユニとナーはすでに青息吐息で、近くの木に摑つかまって、必死に呼吸を整えていた。

　そんな彼女たちの様子にもお構いなしで、フェニはピコを抱きかかえたまま尋ねる。

「さてと、次は何して遊ぶ？」

「ちょっと……待ってください……フェニ……」

「少し、休ませてぇ……」

　フェニは妹たちを見て「だらしないなぁ」と、笑い声を上げる。

　その笑顔は心の底から楽しそうで────それでいて、少し不自然だった。

　まるで、自や棄けになったかのように明るいのだ。キスカはそれに気づき、「あ……」と小さくうめいた。同時に、ここに来る前に自分が決意したことを思い出す。

　小さくうなずくと、思い切って親友の肩に手を置いた。

「フェニさん……そろそろいいでしょう。無理をするのはやめませんか？」

「え？」

「はしゃいでみせたって、現実は何も変わらないってことです……あなただって本当はわかっていると思うんですけど」

「……どういうこと？」

　フェニは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。その表情にはもはや笑顔の痕こん跡せきはなく、ただ怯おびえたような顔で、親友を見つめている。

　それは妹二人も同じで、姉と同様の表情を浮かべながらキスカを見ていた。

　キスカはどこか憂ゆう鬱うつそうにしていたが、やがて意を決したように口を開いた。

「お昼の時の、話の続きです。ピコさんには、実の親がいる……そのことに異論はありませんよね？」

「…………」

「それは、つまり、こういうことでもあります」

　そうつぶやいて地面を見ながら、キスカはぽつりとつぶやいた。




「あなたたちは、いずれピコさんを……本当の親の下に返さないといけない」

「「「……っ」」」




　今度こそ、フェニたちは声なき声を上げ、一斉に表情をこわばらせた。

　その心情を察したのか、ピコが不安そうに顔を見上げてくる。フェニは無意識のうちに、彼をぎゅっと強く抱きしめた。

「それは……」

「もちろん、絶対にとは言いませんけど。何しろ、ピコさんと出会った場所は〈危険階ペリル・ストラチ層ユーム〉──親を探す余裕なんてないでしょうし、そもそも親が絶対に生きているという保証はないです」

「……だ、だったら」

　安あん堵どの表情を浮かべたフェニに、辛つらそうな表情で釘くぎを刺す。

「でも、もし親が見つかったらその時は返さないといけませんよ」

「…………」

「あなたもそれが正しいと思ってるからこそ、無理にはしゃいで、この話題を避けようとしたんでしょう？」

　フェニは何も答えなかった。ずっとうつむいたままでいた。

「フェニさん？」

　返事がないことに、キスカは少しずつ不安になっていく。自分は友達を追い詰めているのではないか。本当は自分みたいな子供が、こんな偉そうなことを口にするべきではないのではなかろうか。

　どうしても気になっていたことだから、彼女もフェニを問いただす気にはなった。が、それでフェニが傷つくこと自体は本意ではなかった。

　だから、これ以上はやめた方が──そんなことを彼女が考え始めた時、フェニがぽつりとつぶやいた。

「キスカの言うこと、たぶん正しいと思う」

「それなら……」

「でも、それでも、あたしはピコのお母さんでいたい」

　そう言って顔を上げたフェニは、懇願するような表情をしていた。

「アードはあたしたちを拾って、お父さんになってくれた。そのアードがあたしたちにくれたものを、ピコにもあげたいんだよ」

「……フェニさん」

　フェニの言わんとしていることは、キスカにもわかる気がする。

　アードが注いでくれた愛情を、自分たちが育てているピコに向けることで、彼女たちはアードにも報いたいのだろう。

　彼のことを、どれほど親として認めているのか。それを伝えたいに違いない。

「ピコのことは、あたしたちが守りたいの。アードがあたしたちを、守ってくれているみたいに。それに、ピコだってあたしたちといる時楽しそうなんだよ。きっとピコも、あたしたちとずっと一緒にいたいって思ってるはずだよ」

　その必死な訴えに、妹たちもうなずいてみせる。

　そんな彼女たちを見回すと、ピコは「くぅん」と少し甘えた声を出して、フェニの手をちろちろと舐なめた。幼い彼は事情をよく理解できていないようだが、それでも自分を可愛かわいがってくれている彼女たちを、心配してはいるらしい。

　キスカは嘆たん息そくすると、これ以上は何を言ってもしょうがないと思った。正直、フェニの言葉には心情的に納得できない部分もあるのだが、彼女と妹たちの表情が今より曇くもるのを見るのは本意ではなかった。

　それに、アードを慕したうゆえに模倣しようとするその心情が、何より共感できる。キスカにも大切に思い、人生の手本としている姉がいるのだ。親子と姉妹という違いはあれど、気持ちは同じだろう。

「わかりました、そういうことなら、これ以上の追及は避けましょう」

「本当？　あたしたち、ずっとピコと一緒にいていい？」

「いいも悪いも、元々私にその審判を下す権利はありませんし」

　そう言って、肩をすくめてみせる。

　彼女の言葉にフェニたちは顔を輝かせ、「やった」と笑った。そして、キスカに何度も礼を言うと、今度こそピコと一緒に遊ぼうと誘う。

　キスカもそれに異論は挟まず、毛玉生物を愛いとおしげに抱えた。

　だが、次の瞬間。




「見つけたよ、お嬢さんたち！」

「「「はい？」」」




　誇らしげな声が響き、フェニたちはそちらの方を見た。

　とたんに、表情が微妙なものになる。そこに立っていたのは、先日彼女たちの前に現れた伯爵だったからだ。傍らには、ダークエルフの従者もいる。

「うわ……変なおじさんだ」

「フェニ、その表現はストレートで失礼ですよ。確か、彼には『何とか某なにがし』という名前があったはずです」

「ベイ＝フールボンだ！　一文字も覚えてないじゃないか！」

「わ、私は……ちゃんと覚えてました……ベイルボンさん」

「ベ・イ・フ・ゥ・ル・ボ・ン！」

　顔を真っ赤にしつつ怒鳴るベイに、ナーは慌てて「ごめんなさい」と頭を下げる。

　その間に、キスカはどこか呆あきれたような顔で青年伯爵を見つつ、フェニに尋ねた。

「どなたなんですか、あの人。何か、すごく見ていて見苦しいんですけど」

「あの人はね、前にあたしたちのことを連れて行こうとした人だよ」

「……ロリコンの誘拐魔？」

「違うっ！　人聞きの悪いことを言うのはやめてくれないか！」

「確かに、状況的にそう取られてもおかしくはないですね」

「ユフィ、君までそんなことを言うのかい……」

　従者に冷静に指摘されて、ベイ＝フールボン伯爵は情けなさそうな声を上げる。

　それから、改まったように咳せき払ばらいをすると、改めてフェニたちを見据えて告げた。

「そもそも、今回の僕の目的は君たちではない。君たちのことに関しては、親であるアード＝グラッサムくんからきちんと許可を得てから、連れて行くつもりにしている。それが筋というものだろう」

「変なところで律儀な人ですね。どうせ無理だと思いますが」

　呆れたような、感心したような声をユニが上げる。

　と、ナーが首をかしげてつぶやいた。

「だったら……どうしてここに来たんです……お父さんはいませんよ」

「今回の目的は別にあると言っただろう。ずばり、その子を僕に譲って欲しいのだ」

　ベイはそう言うと、真まっ直すぐにフェニを指さした。

　フェニが抱える、毛むくじゃらの生物を。

「冒険者ギルドで、噂うわさに聞いたよ。その子犬……実はサイファーなんだってね？」

「「「えっ！」」」

　その言葉に、一同は表情を固くした。ベイの目的が何なのか、わかった気がしたのだ。

　案の定、ベイは興奮を抑えきれないような顔でフェニに近づくと、彼女を真っ直ぐ見つめながら言った。

「僕はマジックアイテムの他に、魔法生物を研究する欲求にも駆られる！　サイファーといえば、ドラゴンよりも希少な、まさに幻の獣──『幻獣』だ。それを研究できれば、僕の生涯にとってこれほどの幸運はないだろう！　さあ、僕に譲ってくれたまえ！」

　不ふ遜そんだが堂々とした彼の言葉に、ナーはおどおどと尋ねた。

「ど、どうして……そのことを私たちに頼むんですか？」

「決まっている、君たちがそのサイファーの親代わりだからだ。君たちに許可を得るのが妥当だろう」

「……そこまで筋を通せるなら、もっとこう、子供に対しての配慮とか考えてもらえませんかね」

　いきなり居丈高によこせと言われても、大人に脅されているようにしか感じられない。ユニはそのことを指摘しているのである。

　どちらにしろ、ピコを譲る気はないが──姉妹共通の意志を、フェニが代弁した。

「だ、ダメだよ！」

　子犬の姿をした幻獣を抱きしめ、庇かばうようにして叫ぶ。

「ピコは大事なあたしたちの家族なんだから！　絶対にあげない！」

「しかし、そのピコくんはどう言うかな？」

「え？」

　意味ありげな言葉とともに、ベイはぱちんと指を鳴らした。

　ユフィがさっと懐に手を入れる。すわ、武器でも取り出すのかと〈神獣〉たちおよびキスカは身構えた。小さくても、冒険者学院に通った冒険者の卵なのだ。

　しかし予想は外れた。ダークエルフの従者が取り出したのは、茶褐色の平べったい塊かたまりだったのだ。

　それを見た瞬間、ピコが目を輝かせ、「あうあうあうっ！」と尻尾しつぽを振りながら、フェニの腕から脱出しようとする。

「ちょ、ちょっとピコ！　どうしたの、落ち着いて！」

「ふふふ、どうやらピコくんは気づいたようだね……この最上級の牛肉を使い、一流のシェフの腕を以もつてして作った、特製干し肉に！」

「え、えぇ……あれだけ偉そうなことを言っておいて、結局買収とかせこいんですけど」

　キスカが眉まゆを寄せたが、ベイは気にしない。勝ち誇った顔でユフィから干し肉を受け取り、ひらひらと振って見せた。

「さぁ、ピコくん。この極上美味で犬まっしぐらな干し肉がほしければ、僕と共にくるのだ。何不自由ない生活を約束しよう！」

「ダメだってばぁっ！」

　フェニはなおも抵抗を示したが、ピコがまったく言うことを聞いてくれない。いつもならテレパシーでこちらの心情は理解してくれるはずだが、肉を前にして野生の本能が暴走しているのだろう。

「ははは、もう一押しだ！」

「……こうなったら！」

　ベイの勝利を確信した声に、フェニは仕方なくピコを押さえつけるように抱きしめると、そのまま走り出した。干し肉の影響から逃れようとしたのである。

「あ、フェニ。待ってください」

「お姉ちゃん……待って」

「むぅ、逃がさないぞ！」

　ユニとナーが彼女に従い、さらにベイとユフィが後を追いかける。

　一人残ったキスカはどうするか悩んだが、ここは友人たちの親を呼んでくるべきだと考え、踵きびすを返すと先ほどまでいた商店街へと向かった。




　フェニたちが逃げ込んだのは、住宅区の方だった。石造りの家が並ぶストリートを、必死に走っていく。

　彼女たちは土地勘を活いかし、ベイをまくべく何度も通路を折れたり、わざと足音を立ててからこっそり戻って細い路地裏に飛び込んだりした。冒険者学院で学んだ、密偵活動用の尾行撹かく乱らんの技術が、思わぬところで役に立った。

　だが、ベイの執念もかなりのもので、がむしゃらに走り回ってはすぐに〈神獣〉たちを見つけ、追い詰めていく。

「待てぇ、逃がさないぞぉ」

「し、しつこいー！」

　元気が取り柄のフェニも、この伯爵を前に心が折れそうになる。残る姉妹も走り回っているうちに心身共に消しよう耗もうし、もはや歩くのがやっとになっていた。

「わ、私は元々、インドア派なのですが」

「……疲れたよぉ」

「二人とも、頑張って」

　十数回目の撹乱行動をとった後、よろよろと体をよろめかせるユニとナーを、フェニが激励する。

　とはいえ、今度はかなりの精度で完かん璧ぺきにベイをまけたはずだ。この路地は目につかない場所にあるし、しばらくは休めるだろうとフェニは一息吐つく。

　しかし、その目もく論ろ見みは甘かった。

「見ぃつぅけぇたぁ」

「うわああああああ！」

　路地の入口からゆらぁと現れた人影を見て、三姉妹は総毛立った。そこにいたのは言うまでもなくユフィを連れたベイだった。

〈神獣〉たちを追いかけ走り回ったことで疲労困こん憊ぱいとなったのか、動きは悪霊が取とり憑ついたようにスローモーションだ。しかし、その瞳ひとみはあくまで野心と欲望に燃えている。

「追いかけっこはぁ、ここまでだよぉ、ふふふ……」

「あ、あわわわ……」

　フェニはもう一度逃げようと後ずさり、そして気づいた。この路地が袋小路になっていることに。

「あ、やばい……」

「もう逃げられないようだね、覚悟したまえ！」

　そして、ベイが勝ち誇った顔でフェニたちに近寄り、懐から干し肉を取り出して掲げようとした、その時。

「そこまでだ、変態伯爵！」

「アード！」

　轟とどろいた頼もしい声に、フェニが歓声を上げた。ユニとナーも、嬉うれしそうに「父上！」「お父さん！」と表情を輝かせる。ベイたちが入ってきた入り口には、新たな人影──アード＝グラッサムが立っていた。

　アードはベイに向かって走りながら腕を振り上げる。

「これ以上娘に手出しするなら、歯の二、三本は覚悟してもらうぞ！」

　叫びながら肉薄し、その顔面に拳こぶしをたたき込む──つもりだった。

　だが。

「ユフィ、彼を止めろ」

　伯爵の落ち着き払った声と共に人影が躍り出て、アードの拳を受け止める。

「なっ？」

「一応は雇い主なもので。命令を受けた以上は、全力で阻止させていただきます」

　クールな声で告げたのは、従者のダークエルフだった。アードが驚いたのは、しかし彼女の声色ではなく、自分のパンチを受け止めたという実力に対してだった。

　手加減なしで放ったそれを、難なくあしらうとは！

　その間に、ユフィはメイド服のスカートをたくし上げると、足にベルトで止めていた数本の棒と半分に割った樽たるのような部品を取り出し、慣れた手つきで組み合わせる。それは一つのハンマーとなった。

「えい」

　無造作としか思えない言葉に、しかしアードの背筋はぞくりときた。反射的にバックステップを踏み退さがると、今まで自分が立っていた石畳の床は、ユフィの振るったハンマーによって一気に陥没していた。

「な、何という力だ……！」

「［怪力ハイパーストレングス］、それが私のブレスですので」

「……！　あんた、冒険者だったのか！」

　しかも物腰からして、勇者クラスの実力を持つようだ。アードは緊張に唾つばを飲み込むと、それでも娘たちを助けるべく双剣を抜いた。

「参ります」

「……来い！」

　そして二人は、一気に距離を詰めて互いの武器を振るった。

　その間に、ベイは少しずつフェニたちに向かって歩を進めていく。

「さあ、観念したまえ。ピコくんの幸せを考えるなら、この干し肉にすべてをゆだねた方が賢明だと思うよ」

「だ、誰が！」

　フェニは歯を剝むきながらも、またもピコが暴れ出したので慌てた。何とか我慢してほしいが、子犬にそれを求めるのは酷というものだろう。

　あるいは。ふと、自分に問いかける。あるいは、ベイの言う通り、ピコは彼に渡した方が、贅ぜい沢たくな暮らしができて幸せになるのだろうか。ピコのことを心から思うなら、そうするべきなのだろうか。

（そんなことない！　美お味いしいお肉で無む理り矢や理り連れて行くなんて、間違ってるんだから！　それはピコのことを考えた行動じゃないもん！　ピコのことを考えるなら、ピコの生き方はちゃんとピコ自身に選ばせて…………！）

　ふと、その言葉がフェニの胸を強く打ち、彼女は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　ピコの人生はピコに選ばせる。それは真理だ。何よりもピコのことを思いやった行動だと思う。

　なら──自分はどうなのか。

　彼のことが可愛かわいいあまりに、その母親であることに固執し、彼自身の気持ちを考えていなかったのではないか。

（そっか……あたしがやるべきなのは……本当は）

　黙然と立ったままの彼女の前で、ベイが歩みを止めた。

　干し肉を差し出し、諭すように言う。

「さあ、ピコくんをこちらに寄よ越こすんだ」

「はい」

　フェニがあっさりとピコを渡したので、ユニとナーは慌てた。

「ちょ、ちょっとフェニ、正気ですか！」

「ダメだよう、お姉ちゃん……」

　驚いたのはアードも同じだった。ユフィと武器で打ち合っていた彼は、フェニの行動に気づき「おい？」と声を上げる。その間にユフィのハンマーが彼の頭部を狙ねらい──間一髪、身を沈めてそれをかわすことに成功した。

　その間にも、ピコは彼女の腕から離れ、伯爵の干し肉に向かって飛びついた。そのままむしり取って地面に降り立ち、一心不乱にむさぼっていく。

「ははは、サイファーの子は陥落した！　僕の勝ちだ！」

　ベイの言葉に、ユニとナーは緊張した顔つきになり、アードとユフィも、思わず手を止めてそちらを注視した。

　フェニは表情を変えない。どこか不透明な目のまま、干し肉をむさぼるピコを見つめる。

　やがて、ピコが干し肉を食べ尽くすと──ふと、彼女はゆっくり口を開いた。

「……ピコ、決めて。その人のところに行く？　それともうちに戻ってくる？」

「あん！」

　ピコは一声鳴くと、まるで当然かのように差し出したフェニの腕の中に収まった。

　それを見て、ベイが目を丸くする。

「馬鹿な、ピコくんは僕を選んだのではないのか！」

「お肉くれて、ありがとう。でも、ピコはうちの家族だから」

　フェニは微笑を浮かべると、すっとピコを前に差し出した。

　そして。

「……飛んでいっちゃえ！」

「うわあああああっ？」

　前回と同じく、ベイ＝フールボン伯爵はピコの念動力によって、天高く吹き飛ばされるのであった。





　　　　○






　アードは娘たちと共に、ピコを連れて商店街へと戻ることになった。小さな家族は、伯爵の魔手から守られたのだ。

　なお、ユフィは無言でハンマーを仕し舞まうと、肩をすくめてからアードたちの前から走り去った。どこかに消えた主人を助けに行ったのだろう。仕草からして、あまり気が乗らない作業だったのかもしれない。

「まあ、あんな主人に仕えるのもしんどいのかもしれないな」

　アードが苦笑を浮かべてつぶやいた後、ふと彼の腕によりかかってるユニが口を開いた。

「それにしても、フェニがピコを渡そうとした時驚きましたよ」

「本当です……あげちゃうのかと思いました……」

　同じく寄り添うようにして歩くナーも、安あん堵どの微笑を浮かべてうなずく。

　だが、ピコを抱きかかえ、珍しくアードからも距離を取り、考え込む仕草をしているフェニは無言だった。

　ふと、顔を上げると、慕したう父親に駆け寄って尋ねる。

「ねえ、アード」

「何だ？」

「アードは、その、あたしたちが、違うおうちの子になるかもしれないならどうする？」

「え……」

「あ、例えだよ、例え！　あたしたちはアードがお父さんなのが絶対にいいんだもん！」

「ああ、良かった……何か俺おれに対して不満があるのかと思ったよ」

「そんなの絶対にない！　でも、その、たとえばあたしたちの本当のお父さんとかお母さんがいたとして……そんな時どうするの？」

　その言葉に、アードはある程度フェニの言いたいことの予測がついた。

　少し考え込んでから、つぶやく。

「反対する」

「えっ？」

「俺はお前たちを失いたくはないからな。たぶん、一度は反対すると思う……でも、最終的にはお前たちに選ばせるかな。お前たちが、誰と一緒に暮らしたいか」

　子供の人生は、その子供のものだから。

　言外に告げるアードの優しい表情に、フェニは嬉うれしそうに顔を輝かせた。自分の結論が、大好きな父と同じものだとわかったからだ。

　そうしてから、ふと空を見上げるように顔を上げると、遠い目をしてつぶやく。

「アード、あたし決めたよ」

「何を？」

「ピコの……本当の親を探す。〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉で」

　決意のこもった声に、ユニとナーが驚いた顔をした。

「本気ですか、フェニ」

「……ピコを、返しちゃうんですか……」

「わからない……でも、ピコにちゃんと選ばせたいの。選ぶこともできないなんて、ピコが可哀かわい相そうだもん」

　答えるフェニの声は、どこか不安に揺れていた。もし本当の親が見つかったとして、ピコが彼女たちを選べばそれでいい。だが、そうでなかった場合、待っているのは避けられない別わかれなのだ。

　それはとても辛つらいことだろう。しかし、ピコのことを考えて、彼女はその辛さを選んだのだ。

　アードにもそのことが伝わったのだろう、彼はフェニを抱き寄せると、励ますようにささやく。

「そうだな……探してやろう、本当の親を。もちろん、俺も手伝う。俺はお前たちの父親だからな」

「アード……」

　フェニはアードを見ると、力なく、しかし確かに笑った。

　その頭をなでてやると、ユニとナーが隣から「あ、ずるいです」「私も……」と抱きついてくる。

　一方、そんな彼女たちに、ぎゅっ、とつかまれながら、アードはふと思っていた。

（こいつらの実の親……生みの親を、俺おれも探した方がいいのだろうか）

　もちろん、古代魔法文明の遺産である以上、彼女たちの親が生きている可能性ははるかに低い。

　だが、これだけの高性能の──こういう呼び方は好ましくないが──魔法生物を作った存在なのだ。どこかに文献でも残っているかもしれない。

　あるいは──思考を推し進めて、アードはぞくりとした。彼女たちは、『カプセル』と呼ばれる装置に入れられて、永き年月を冬眠していたのである。

　同じように、制作者も冬眠している可能性があったりはしないだろうか。

（もしもそうだとして……あいつらが、その生みの親と一緒にいたいと願った場合……俺は、その要望を受け入れられるのか？）

　自問自答してから、頭をゆっくり振る。すべては仮定の話だ。考えても仕方ない。もしも仮定が現実になったとしても、その時に悩むしかないだろう。

　ふと、フェニが気遣うように彼を見上げてくる。

「どうしたの、アード？」

「いや何でもない」

　アードは笑ってもう一度彼女の頭をなでると、ユニとナーにも同様にしてから、改めて商店街の方へと向かうのだった。




　後日──。

　フェニはアードたちとの買い物の途中で、再びばったりとキスカに出会った。

　というより、明らかにキスカがこちらを探していた様子だった。

「フェニさん、偶然です。ところで、ピコさんはいますか？　これも偶然、美お味いしい干し肉が手に入ったのであげようと思ったんですけど。ああ、お礼はいらないです。あくまで偶然ですから、偶然」

「……キスカ、意外とピコのこと気に入ったんだね」

　口く調ちようとは裏腹に、目を輝かせて頰ほおを真っ赤にし、むふー、と鼻息も荒くする親友に対して、フェニは小さくツッコミを入れるのだった。













第四章　食費稼ぎのコンテスト




　ムシャムシャモグモグ。

　そんな擬音が聞こえてきそうな光景を、アードは呆ぼう然ぜんと眺めていた。

「すごーい、ピコ！　よく食べるね！」

「あんっ！」

　フェニの嬉うれしそうな声に、小柄な犬の形をした魔物が嬉しそうに吠ほえる。

　彼女の言う通り、ピコは実に食欲旺おう盛せいに食べていた──いや、食べ過ぎていた。

　巨大な肉の塊かたまり一キログラム、子供の頭ほどの大きさもあるパン、レタスやキャベツといった野菜が丸ごと──ｅｔｃ、ぺろりと胃袋に収まっていく様子には、一種ホラーに近いものを感じる。

　ダイニングを兼用したリビングの周辺には、大量の食べかすが散らかっており、元々掃除が苦手でゴミ屋敷に慣れているリウナも、これには啞あ然ぜんとした表情を隠せない。

「よく食べるようになったね……ピコちゃん」

「ああ、そうだな……」

　アードは答えながらも、その視線はピコから離れることはなかった。といっても彼は、このペットである魔物の健けん啖たんぶりに感心していたわけではなく、むしろ放心状態にあったのである。

（成長期だって、ラナンは言っていたな）

　そんなことを思い出しながら、ふぅ、と嘆たん息そくした。

　ピコの世話をしていたユニとナーが、嬉うれしそうにこちらに駆け寄ってくる。

「どうですか、父上。うちの子の食べっぷりは」

「ピコ……喜んでます……『美お味いしい』って言ってますよ」

　ナーの報告に、アードは相づちを打つようにうなずく。

「わかってるさ。俺おれにも『伝わって』きたからな」

　そう言うと、再びピコの方を見た。「あんっ！」と鳴く。あれはおかわりを要求しているのだと、アードにもわかった。

　だからこそ、彼はため息をやめることができないのだ。

「成長期か……それは構わないんだが、このまま食欲を発揮されつづけたら、我が家の家計はいずれ破は綻たんするぞ」

　それは、今まで味わったことのないタイプの、絶体絶命の危機に違いなかった。





　　　　○






　アードたちがピコを拾って飼い始めてから、二週間が経たとうとしていた。

　当初はフェニ、ユニ、ナー、そしてごはんをくれる時のリウナや、娘たちと一緒に遊んでくれる時のアードにしか懐いていなかったピコも、大分環境に慣れたのか、他人に対しても心を許すようになった。

　アードがソファに寝っ転がって一休みしていると、その腹の上にうずくまって一緒に寝たり、リウナが買い物に行こうと外に行こうとすると、買い物かごをくわえて同行したりする。その他、商店街の人間や、スミカやキスカといったグラッサム家の知り合い、レアやラナンといった冒険者ギルドの常連にまで、愛あい嬌きようを振りまいている。

「うふふ、ピコさんは今日も可愛かわいらしいですわね」

「私にもきちんと挨あい拶さつするなんて、お目が高いんですけど」

「あら、ピコちゃん今日は冒険者ギルドに来てるの。待ってて、後で干し肉をあげるから」

「ふふ、動物の子供っていうのも可愛いものね。『魔ま導どう研究室』でも提案して、ペットでも飼おうかしら」

　周囲はすっかり、ピコの愛らしさの虜とりこになっていた。

　その反応に、娘たちは複雑な表情を見せていた。お利口で人になつくピコを母親として誇らしく思う反面、自分たちにだけ可愛くあってほしいという気持ちもあるのだ。

「……お父さんの気持ち、わかりますね……」

「ええ、子供はいつでも自分だけの子供でいてほしいです」

「あたしたち、アードみたいに親バカとかいうのになりそうだねぇ」

「ちょっと待て、誰が親バカだよ」

「……アードだよ」

　しかつめらしい顔で会議を開く娘たちに、釈然としない表情でつぶやくアードと苦笑するリウナ。ともあれ、家族は穏やかな時間を過ごしていた。

　──ある日、ピコにその変異が起きるまでは。

　変異といっても、外見が何か変わったわけではない。ただ、突然ピコの気持ちを周囲の人が「理解」できるようになったのだ。

　フェニがごはんをあげたらその感想が何となくわかるし、逆にユニに空腹を訴えてくることもある。ナーと一緒に遊んで楽しいという気持ちも伝わり、アードと一緒に寝る時は眠いという感情が彼に届いた。

　どうしてこんなことが、とラナンに相談してみたところ、成長期を迎えたのではないのかという。

「サイファーは元々、『精神感応テレパシー』で直接他者と会話できる種族よ。ピコも色々と外部の刺激を受けて、それを使えるようになってきたのではないかしら」

　ただ、まだ人間の言葉を話せるほどには知能は発達していないので、感情を直接伝えることで代替しているのではないかというのが、ラナンの論だ。

　どちらにしろ、ピコはサイファーとして成長しつつある。いずれ、他の能力も使えるようになってくるだろう。我が子が育つ姿をフェニたちは大喜びで楽しみにしたが、アードにすれば頭痛の種でしかなかった。

　何しろ、その成長期を迎えてから、ピコは食欲が今までの何倍にもふくれあがったのである。恐らく、新しい能力を獲得するためにエネルギーが必要なのだろう。教師の仕事で蓄えた生活費が食いつぶされるのも時間の問題だ。アードは日々のため息の数を増やした。

　また、この時期彼が悩んでいることがもう一つあって、〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉での宝物の収集効率が極端に落ちてきたのである。

　もともと地下五一階しか探索していないから当然かもしれないが、見つける宝物は当初は一日の探索で二○万Ｇグレードは堅かったのが、今や一○万Ｇに届かないときている。それでも上の階層で発見するよりはるかに効率がいいが、しかし試練クリアに必要な金額が集まるかというと心こころ許もとなかった。

「こうなったら、地下五二階に降りるしかないか」

　結論としては自然とこうなるが、何とか慣れてきた地下五一階でも結構ひぃひぃ言ってるのに、未踏の階層だとどうなるか予測もつかない。

　万全の準備を期して下に降りたい──が、やはり準備には金がいる。ピコの食費が増えたこともあわせて考えると、やはり金策に走らなければならないだろう。

（何かいい金稼ぎはないかな）

　以前のようにバイトをしようかとも思ったが、ピコの食費と〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉探索に充分な備品を買う費用を考えると、とてもではないが間に合わない気がした。もっと短期間で、もっと金になる稼ぎ方が必要だ。

　だが、そんな話はなかなか転がっていないもので──ピコの健けん啖たんっぷりを呆ぼう然ぜんと眺めながら、アードは今日もため息を吐つくのだった。




　ある日の昼下がり、リウナの屋敷のリビングにて。

　アードは娘たちに頼まれて、ピコのブラッシングをする彼女たちの髪を、さらにブラッシングしていた。

「お父さんに髪すかれるの、大好きです……」

　髪をすいてもらっている最中のナーは、そう言ってうっとり目を閉じ、順番待ちしながらピコの世話をする姉二人も、うんうん、とうなずく。

「アードの手って、力強くて、でも優しくて気持ちいいよね！」

「その道の匠たくみでも真ま似ねできない、繊細な手つきです」

「……ちょっと大げさじゃないか？」

　アードが面はゆくなって苦笑したが、娘たちが変わらず一生懸命にピコの面倒を見ているのを好ましく思っていたので、ご褒美ということで手を動かし続けていた。

　特にフェニは〈危険階層〉の探索中、必死にピコの母親の姿を求めている。そう簡単に見つからないとは思うが、その心がけは貴いものだ。姉の言葉に一理あると認めたのか、ユニも彼女と同じようにサイファーの成獣を時折探していた。

　ただ、姉妹の中でナーだけはその行動に参加していない。ピコと別わかれるのがどうしても惜しいらしい。今まで末の妹だった彼女としては、初めて自分にできた年下の家族だ。姉二人とは違う愛着がピコにあるのかもしれなかった。

「……その、無理に……お母さんを探さなくても」

　そう愚ぐ痴ちをこぼしていたことを、アードは聞いたことがあるくらいだ。あえて、何も言わなかったが。

　ともあれ、アードはそんなナーの髪をすきつつ、いずれ彼女を諭してやらないといけないなと、ぼんやり考えた。

　すると次の瞬間、玄関から声が響いてきた。

「たのもう！」

　聞き覚えのあるそれに、アードは一瞬複雑そうな表情を浮かべた。訪問主が誰かわかったのである。どう対応するべきか悩んでいると、再び声が響いてきた。

「たのもう！」

「父上」

「……わかってる。居留守を使いたいところだが、一応客らしいしな」

　どこか辟へき易えきしたユニの声に同調するように、アードは嘆たん息そくすると、立ち上がって玄関の方に出た。

　ドアを開けると、果たしてそこには金髪の青年が誇らしげに立っていた。隣にはダークエルフの従者も立っている。

「何か用か、ベイ＝フールボン伯爵」

　アードが半眼で尋ねると、ベイは髪をかき上げ、無駄にポーズをつけながら答える。

「ふふふ、アード＝グラッサムくん。今日は君にいい話を持ってきたのだよ」

「いい話？」

「そうだ、君の悩みをずばり解決してやろうというのだ。聞くところによると、サイファーの子供──ピコくんの食費で悩んでいるようだね」

　そう言って一度言葉を切ると、ベイはアードのそばまでゆっくりと歩み寄り、肩にぽんと手を置いてから、顔の前でにんまり笑ってみせた。

「……僕ならその食費、全額負担できるんですけど？」












「うざいっ！」

　その言動一つ一つのうっとうしさに、いらっ、として、アードは思わずベイを拳こぶしで沈めてしまった。もっとも、この伯爵相手だと暴力を振るってもあまり良心は痛まない。

「……どうせそれで、ピコをよこせとか、あわよくば娘たちの面倒も見てやるとか、そういうつもりなんだな」

「なぜわかった？　君もサイファーのようにテレパシーが使えるのかい!?」

「わかるに決まってるだろ！　とにかく、お前に譲るものなんて何一つない。帰れ帰れ！」

　しっしっ、と手で追い払う仕草をするアードの前で、しかしベイは余裕の表情を崩さなかった。

「わかった、ならば男の矜きよう持じに訴えるとするか」

　ふと、ユフィの方を向くと、「あれを」と指示をする。従者は「はい」とだけ答え、懐から何かを取り出した。

「何だ、また干し肉でも持ってきたか？　それで前に失敗したのを忘れたらしい、な……」

　最初は呆あきれたようなアードの声だったが、段々とそれがすぼまっていった。ユフィが取り出した品が、それだけ意外なものだったのだ。

　それは一枚の紙切れで、インクで何かが書いてある。

「……『エルツェン・フェスティバル』の開催？　今『エルツェン』で企画している祭りのチラシじゃないか。こんなものをどうして見せるんだ？」

「その下部に注目したまえ。催し物一覧の、一番下の方だ」

　アードがそこに目を向けると、そこには余興として行われる、コンテストの類たぐいについて説明があった。

　一般市民が参加するこのコンテストは、三つの部門に分かれる。『武術部門（男性限定）』、『美人部門（女性限定）』、そして『歌唱部門（子供限定）』といったものだ。妙に内容がちぐはぐなのは、市民にアンケートで内容を募集したかららしい。

　ベイはアードがその項目に目を走らせたのを確認してから、得意げに言った。

「この『武術部門（男性限定）』で僕と勝負したまえ。男の矜持を賭かけた一対一の勝負で決着をつけよう。そして勝利すれば、ピコくんや娘さんを研究に貸してほしい。ずっととは言わない、三日とか一週間でいい。頼むから僕にチャンスをくれたまえ！」

　段々と熱を帯びてくるベイの主張だったが、アードにすればどうでもよかった。一日たりとも彼に娘やピコを預ける気はないし、そのためにわざわざコンテストに出てやる義理もないからだ。

　だが、最後の点に関してだけは、アードは少し己の主張を曲げるつもりでいた。コンテストの説明項目の一番下に、こんなことが書いてあったのである。

『各部門、優勝賞金は二○万Ｇグレード！』

「マジか……ということは、全部門制覇すれば合計で六○万Ｇグレードも手に入るのか！」

　六○万Ｇがあれば、四～五人の家族が三ヶ月はゆうに暮らせる計算になる。ピコの食費など余裕でまかなえるし、アイテムだっていいものを購入できるに違いない。

　何より、『歌唱部門（子供限定）』に自分の娘たちを出場させてみたかった。きっと一生懸命歌う姿は、可愛かわいらしいに違いない──。

（いやいや、人生経験になるからな。何ごともやらせておいて損はないはずだ。それに、ピコの食費をある程度はあいつらに稼がせたいからな。親としての責任を果たさせるという意味でも）

　かなり悪くない考えだ。アードは満足して何度かうなずくと、改めて目の前で立ちすくむベイの存在に気づき、不思議そうに告げた。

「何だ、まだいたのか？　用は済んだんだから、もう帰っていいぞ」

「いやいやいや、用があったのは僕の方なんだけど！　ちゃんとわかってるんだろうね、これは決闘だよ、決闘！」

「ああ、はいはい。大丈夫、できるだけ覚えておくから」

　もちろん、数分後には忘れる予定だ。

　ともあれ、不安がるベイを、ユフィごと半ば強引に押し出すようにして帰すと、アードは大急ぎで家族全員を集め、コンテストの対策を練ることにした。





　　　　○






「そういうわけで、皆でコンテストに出ようと思うんだ」

　アードはリビングに皆を集めてから、開口一番にそう言った。

　チラシを皆に見せて、コンテストについて説明し、これらに全員で参加したいと告げる。

「もちろん、目当ては賞金だから、優勝を目指すつもりだ。皆、悪いが力を貸してくれないか」

　特に娘たちに対してそう言った。本来なら、ダンジョンがオフの時は、なるべく遊んだりピコの世話をするのに時間を割きたいだろう。だが、コンテストで優勝を狙ねらうには、やはりそれなりに特訓をしなければならないとアードは思っていた。

　ブーイングと、それを説き伏せる労力は覚悟する。しかし、返ってきたのは意外な言葉だった。

「いいよ、ピコのためでもあるもんね」

「え……」

「父上が食費に頭を痛めていたのは、薄々察していました。こういう形で役に立てるのであれば、それに勝る喜びはありません」

「あたしたち、ピコのお母さんだもん！」

　そしてフェニとユニは「ねー」と顔を見合わせて笑い、ピコを愛いとおしそうに撫なでた。

　以前なら、自分の事情を優先してわがまま言っていた娘たちが、こうも成長したと思うと、アードの胸には深い喜びと感慨が宿った。

　ただ、ナーが一人だけ押し黙ったままなのが若干気になる。が、彼女が大人しいのはいつものことだ。発言をうながすとかえって気を遣わせてしまうので、アードはあえてそのままにしておいた。

　と、フェニがピコを抱きかかえて、くるくると回りながら楽しそうに言う。

「ピコ、楽しみにしててね。賞金もらったら美お味いしいものたくさん食べさせてあげるから」

「あんっ！」

「……いや、加減してくれよ、ダンジョン探索の装備も買わないといけないんだからな」

　やはりどこか、気配りに関する詰めが甘い。子供らしいといえばらしいなと思いながら、アードは微笑ほほえましく苦笑した。

　と、リウナがおっとりと両手を合わせて笑う。

「フェニちゃんたちは合唱部門に出るとして、アードは武術部門に出るんだよね」

「ああ、そのつもりだ」

「わあ、みんな頑張ってね。わたし一生懸命応援するよ」

「……いや、何を他ひ人と事ごとみたいに言ってるんだ、お前も美人部門で出るんだぞ」

「え……ええええええっ？」

　リウナは目を白黒させてから、慌てて両手を振って叫んだ。

「無理無理無理！　わたしなんかが美人コンテストで優勝とか無理だよぉ！」

「そうか？　結構いい線行くんじゃないかと思うけどな」

「そ、そう言ってもらえるのは嬉うれしいけど、でも……」

　顔を真っ赤にしてうつむくリウナを、〈神獣〉たちが半眼で見る。

　いい線どころではない。彼女はこの街で、いや、他の街を含めても一、二を争うほどの美び貌ぼうの持ち主と言っていいだろう。ふくよかかつ均整の取れた体つきに、あどけなくも人形のように整った顔の組み合わせは、他人の目を惹ひきつけるものがある。

　つまり、優勝する確率は極めて高いのだ。そう思っていないのは当人と、小さい頃から一緒にいるために慣れきってしまっているアードくらいだ。

　ただ、一度優勝してしまうと、アードがリウナを見る目も変わるかもしれない。別に彼が彼女に性的魅力を感じるのはいいのだが、父親として娘をほったらかしにするような事態になるのは困る。だから、フェニたちはわざとらしく口をとがらせた。

「アードぉ、リウナが嫌がってるんだしぃ、辞めさせてあげればぁ」

「これはグラッサム家の問題ですし、ソウルシェアさんは関係ありませんよ。よそのお宅から賞金をもらうわけにもいきませんしね」

「……またそういう意地悪言う～。別に、優勝できたら賞金くらいあげるよ？　でも、わたしが優勝なんて無理だよ。それに、大勢の人に見られるの恥ずかしいし……」

　ここで、ふとリウナは言葉を切って、じっとチラシを見た。

　ちょっと照れくさそうにしながら、前言を撤回する。

「……参加してもいいかな、コンテスト」

「あ、いきなりどうしたんだ？」

「あのね、水着審査もあるんだって」

　そう言ってコンテストの要項を指し示すと、確かにそう書いてある。

　リウナは顔を真っ赤にしながら、でも楽しそうに言った。

「この間、プールにいった時に水着買ったもんね。あれのお披ひ露ろ目めとか楽しそうだし、やってみようかな」

「……ちょ、ちょっと待て。大勢の人に見られるの恥ずかしいんだろ？　どうして水着姿を見せる気になってるんだよ!?」

「わかってないね、アード。恥ずかしいのもこれくらい思い切りがいいと、逆にやってみようかなって気になるんだよ」

　ほんわかと笑うリウナに、アードは「女ってよくわからん」と頭を抱えた。ひょっとしたらリウナ特有の感情かもしれないが。

（それにしても、リウナの水着姿が他の男たちに見られるのか……）

　そう考えると、胸中でもやもやとしたものを感じるアードだった。何となく、ぶすっとした表情をしていると、ふと、遠慮がちな声が上がる。

「……あの」

　今まで発言をしていなかったナーが、やっと口を開いたのだ。アードは彼女が先を続けやすいよう、気を配りながら応じる。

「ああ、お前のことを無視して盛り上がっていたようですまない。何か意見とかあるか？」

「いえ……コンテストに出て、お金を手に入れるのはいいと思います……でも」

　ナーはすまなさそうにうつむくと、いつもより暗い声で告げた。

「……歌唱コンテスト、私は外してください」

「どうして？　ナーも出ればいいじゃない」

　フェニが目を丸くした。ユニも首をかしげて妹を見る。

「恥ずかしいとかですか？　我々も一緒に出るから、何も怖くありませんよ」

「ううん、そうじゃなくて……その……」

　ナーは何かしら迷っていたようだが、やがて意を決したように顔を上げて言った。

「……ナー＝グラッサム、歌います！」

「「「「え？」」」」

「聞いてください、『冒険者ブルース』」

　そして、数秒後。

　超音波が発生し、リウナの屋敷の窓ガラスという窓ガラスは割れ、飛ぶ鳥はばたばたと落ち、近くを通りかかった人々が気絶するという異常事態が発生した。




　数分後。

「ああ、やっぱりダメだった……」

　歌を歌いきったナーが、ぼそっ、と切なげにつぶやく。

　彼女の歌声は音程を外れて──どころか、人の声としての常識を外れ、数々の破滅を周囲にもたらしたのである。

　その中でアードは耳をふさいで悶もん絶ぜつしていたが、やがて立ち上がると、倒れている娘たちやリウナ、それにピコの体を揺らした。

「おい、大丈夫か、しっかりしろ」

「う、うん……」

「何とか、平気です」

「……びっくりしたよ～」

「きゅううん……」

「あ、あの、ごめんなさい、驚かせてしまって……」

　本当は驚くどころの騒ぎではなかったのだが、被害のほどにナーは気づいていないらしい。憂ゆう鬱うつそうな表情を崩さず、嘆たん息そくしてから告げる。

「私……その、人よりちょっと音痴らしくて……」

「「「「ちょっと？」」」」

「え、えっと……大分音痴かもしれませんけど……だからこそ、コンテストには出たくないんです」

　まあ、確かに。これで迂う闊かつに出場すれば、大殺戮者ジエノサイダーとして名を馳はせるかもしれない。家族一同は一瞬そんなことを思ったが、さすがにかわいそうなので口にはしなかった。

（そういえば、馬車に乗ってた時ナーだけ歌ってなかったな）

　アードはそんなことを思い出しながら、うなだれる末の娘を見つめた。

　彼女は少し寂しそうな顔をして、ピコを見ると、こう付け加えた。

「……私だけ、ピコの力になれないの残念だけど……でも……コンテストで優勝できないよりはいいだろうから……」

　だが、その力なく垂れた手を摑つかんだ者がいた。フェニである。

　彼女は驚くナーの顔を見つめ、力強く言った。

「ダメだよ、ナー。ちゃんと一緒に出場しないと」

「え、でも……」

「ナーもあたしたちと同じお母さんなんだから、ちゃんとピコの面倒を見る必要があるの。苦手なら、上手になるように頑張ればいいんだよ」

　そしてフェニはアードを振り返ると、懇願するように言った。

「お願い、アード。ナーに歌を教えて！　あたしたち三人で、コンクールに優勝したいの！」

「そうは言ってもな、俺おれは歌の歌い方なんか……」

「わたしなら教えられるよ。小さい頃は、聖歌隊に入っていたこともあるもん」

　確かにリウナの父母は聖職者で、彼女もその活動を手伝うために色々な経験をしている。アードはそのことを思い出した。

　だが、問題は娘たちが彼女に素直に教えを請うか、だが──。

「リウナ、助けて」

「私からも頼みます」

「うん、わかった」

　あっさり頭を下げたフェニとユニに、リウナはにっこりと笑ってみせた。やっぱり、こいつら根っこでは仲が良いのかな、とアードは感心する。

　その間に、リウナはナーに近づくとその肩を軽く叩たたいた。

「ナーちゃん、頑張ろうね。ピコちゃんのためにも」

「……はい！」

　その言葉にナーは初めて表情を輝かせると、微笑ほほえんでうなずくのだった。





　　　　○






　それから、ナーの特訓が始まった。

　皆と一緒にダンジョンに行く時と、持ち回りでピコの面倒を見ている時以外は、彼女の時間はほぼ歌唱の訓練に費やされた。

「でも、あまり時間を取られすぎてもかわいそうだからね。効率よく練習するよ」

　そう言って、指導役のリウナが張り切ってみせたのは風呂場である。

　風呂に入るついでに、トレーニングをしようという魂胆なのだ。

「あの、でも……お風呂場だとエコーがかかって、歌の練習にならないんじゃ……」

　素っ裸のナーが、同じく一糸まとわぬリウナを見上げて尋ねた。この格好で歌のトレーニングの相談をするというのもなかなかシュールな光景だが、本人たちはいたって真剣だ。

　リウナは多少得意そうに、指を一本立ててナーの問いに答えた。

「まずは直接歌うんじゃないの。発声練習をするんだよ」

「発声練習？」

「うん、こうやってね……お腹なかをふくらませて息を吸うの」

　説明しながら、自分の腹にナーの手を当てて、実際にふくらませてみせる。幼き〈神獣〉は一瞬顔を赤くした。引き締まったリウナの腹部は、大きく張り出した胸や臀でん部ぶも相まって、同性から見てもとても魅力的に見えたのだ。

　が、それをせり出させるようにして呼吸をし、リウナが「あー」と声を出してみせると、驚きの顔に変わる。

「声が、綺き麗れいです……」

「うん、まずはこれを習得しよう。水圧がかかって腹筋も鍛えられるから、湯船に浸つかってやった方がいいね」

　その言葉に、先に浴槽に入っていたユニとフェニが、手を挙げて応援を寄よ越こした。

「頑張りましょう、ナー」

「ほら、ピコも応援してるよ」

　浴槽から身を乗り出して、一緒に風呂場に入っていたピコの前足を持ち上げ、ぴこぴこ、と振ってみせる。ナーは、くすり、と笑みを浮かべた。

「はい……！」

　そして、のぼせ上がるまで三人の娘は必死に「あー、あー」と声を出す訓練をした。















　また、朝早くにリウナは、庭に全員を呼び出して告げた。

「コンテストでは人前で歌わないといけないからね。普段から声をはっきりと出すクセをつけるようにするよ」

「「「はーい」」」

　いつもはリウナに反発しがちなフェニとユニも、この時ばかりは素直だ。この練習にはなぜかアードも参加させられていたが、娘たちに付き合うことを彼が苦に思うはずもなく、黙って受け入れていた。

「それじゃ、アード。お父さんとしてお手本を見せて」

「え、いきなり俺おれかよ」

「うん、適当に何か歌ってみてね」

　そしてアードは歌を歌うことになったが、改まってやらされると、これがなかなか恥ずかしい。顔を赤くしながらしどろもどろにやってると、ぱんぱん、と手を叩たたいてリウナがそれを打ち切った。

「これじゃダメだね……じゃあ、次は片足で立ってみて」

「？　こうか？」

　両腕を広げてバランスを取りながら、アードが片足だけで立つと、いきなりリウナが指示を送った。

「はい、そのまま歌って。バランスを崩さないようにね」

「えっ、えっ？　あ、えっと……」

　すると驚いたことに、先ほどより歌がすんなりと出てくる。というより、バランスを取るのに必死で、恥ずかしがって声をすぼめる余裕がないのだ。

　全部歌い終わってから、やっと両足で立つと、アードは何だか清すが々すがしい気持ちになった。

「あれだな、吹っ切れて歌うのって、意外と気持ちいいもんだな」

「そうそう、それが大事なの。ナーちゃんもフェニちゃんもユニちゃんも、毎日これやって慣れてもらうからね。それじゃ、始めるよ」

　そして、三人はバランスを取りながら必死に歌う。

「わっわっ……山の、あじさい～」

「雨に……っと……かすむ～……」

「あー……えーいーうー……」

　ナーだけはまだ歌に不安が残るので、発声練習だけだ。それでも人前で声を出すコツのようなものは摑つかめたし、吹っ切ってしまえば緊張せずに声を出せそうだ。

　なお、片足だけでふらふらと立つ娘たちの姿は可愛かわいらしく、それを通りかかった通行人が垣根から見て相好を崩し、数人ほどギャラリーが出来たりしたが、あえてリウナはそのままにしていた。衆目の前での練習は、目的から考えればむしろ望むところなのである。

「あんっ、あんっ」

　娘たちの歌にあわせて、時々ピコがほえて、庭をぐるぐる回る。その光景はとても微笑ほほえましく、見守っている人たちにも、歌っている娘たちにも、笑顔は絶えなかった。

　やがて一曲を歌い終わると、リウナが微笑みながら手をパンパンと打ち鳴らす。

「うん、みんなよく頑張ったね。でも、コンテスト当日はもっと沢山の人が見に来るから、これくらいでひるんでたらダメだよ。気を引き締めて、もう一曲いこうか」

「「「はーい」」」

　三人は再び声をそろえ、師である少女に返事した。




　この他にもさらに、冒険者学院で楽器を借りて音を合わせたり、リズムをたたき込んだり、バケツをかぶって自分の歌声を直接聞いたり──ｅｔｃ。ナーの特訓は続いた。

　彼女はいたって真しん摯しな態度でそれを吸収し、リウナも幼い頃に教わったすべてを教え、さらに歌を得意とする冒険者に意見を聞いたりもした。

「歌は空気だけでなく、聞いている人の心も震わせなければダメなのよ」

　その冒険者は、よくわかるようなわからないような助言をくれながらも、それでも丁寧に歌の歌い方について教えてくれた。

　これらの特訓は、ダンジョンにもぐったり、ピコの世話をする時以外は、遊ぶ間も惜しんで行われた。娘たちもピコのため、必死に頑張っていた。

　そして数日の時が過ぎ、かつて音痴だったナーは──。

「……やっぱりダメだったか」

「はうぅう……」

『エルツェン』の街の中央広場にて、ナーの泣きそうな声が響いた。側そばではアード、それにフェニとユニが、気遣わしげに彼女のうなだれる姿を見ている。

　ナーは先ほど屋敷の庭で改めて歌を歌ってみたのだが、その音痴はほとんど改善されていなかったのだ。割れたガラスと、撃墜された鳥の数が減ったのが、せめてもの収穫だ。

　だが、この状態では人前で歌うなどとてもできない。落ち込むナーを励ますためにも、昼食の用意に忙しいリウナを除いて、一同は気分転換に外に出たのである。

　それでも気が優れることはないらしく、ナーは深々とため息を吐ついた。

「あの……やっぱり、私は外してもらった方が……」

　おずおずと提案すると、フェニが慌てて両手を振って彼女を正面から見据えた。

「ダメだよ、ナー。一緒に頑張ろうよ」

「そうです、我々三人で出場すべきです」

　ユニもいつになく熱く語る。何だかんだと妹であるナーのことが可愛かわいいのだろう。

　だが、ナーは首を横に振って少し寂しげに笑ってみせた。

「でも、それで賞金がもらえなかったら、本末転倒だもん……」

「え？　ほ、ほんま……てん……？」

「意味がないってことだ」

　アードは言葉の解説をしてやりながら、「試練をクリアしたら、改めてフェニたちを学校に入れよう」と心に決めた。語学も含めて、まだ学ぶべきことは沢山あるはずだ。

　それはともかく、現段階での彼は、ナーの悩みに対する具体的な解決策を思いつけなかった。そこで、ナーのことはフェニたちに任せて少し距離を取り、広場の隅にあるベンチに腰掛けながら、沈思黙考することに決める。

（物事を解決するには、状況を整理することからだな……まず、ナーの目的だが、これはピコの役に立つことだろう。だから自分をコンテストから外してくれと言った時も、あんなに辛つらそうな顔をしたんだ）

　フェニもその辺をくみ取ったから、彼女を励ましたのだろう。つまり、ナーとしては自分の歌声そのものよりも、ピコの役に立てない自分をどうにかしたいわけだ。

　もっとも、現状ピコに対して最大の貢献は、やはりコンテストで優勝することにある。ナーを歌唱以外でコンテストに貢献させる方法を考えるのがベストだろうが、しかしその方法が思いつくなら苦労はしない。

　どうしたものかな、と心中でつぶやき、アードは娘たちの様子をうかがう。彼女たちはしばらく何やら言い合いしていたが、疲れたようにうなだれてから、噴水の前に立って体を動かし始めた。

　どうやら下手に揉もめるより、ダンスの練習でもした方がいいと、頭を切り換えたらしい。

　歌唱コンテストでは、歌の他にパフォーマンスを行うことも許可されていた。要するに踊ったり、楽器の演奏をしたり、可能ならば魔法を使ってみせたりと、歌以外の様々なアピールが行えるのだ。街で選ばれた審査員が、これらを吟味した上で歌唱の技術点に加算し、総合得点をつけるのである。

　このパフォーマンスに対してアードは一つ考えがあったので、冒険者学院に頼み込み資料となる本を借りて、娘たちにダンスを覚えさせていた。ナーもこれに関しては問題ないらしく、リズミカルに体を動かしている。

「踊ってるだけでも可愛かわいいんだから、歌がちょっと下手くらい、いいと思うんだけどな」

　アードにすればそう思わざるを得ないのだが、やはりものは歌唱コンテストだ。歌がちゃんと評価される内容であることが、前提条件となるだろう。

「一、二、三……はいっ」

　叫んで、フェニがジャンプしてくるっと回った。すたっ、と着地を決められるのは、姉妹の中でも運動神経の良い彼女だけだ。そしてそれこそが今回のダンスの肝になるので、アードとしてはアピール内容には何の心配もしてなかった。

　やはり、何とかしてナーの歌唱力を人並みにしなければ。しかし、一体どうやって──。

　悩むアードの視界の端に、ふとピコの姿が映った。噴水の縁に座って、じっと水面を見つめている。一体何を、と気になってアードは近づいてみた。

「……何だ、ただの遊びか」

　気抜けした声が、口をついた。

　噴水の下は水を溜ためておくプールになっているのだが、そこでピコは葉っぱを揺らして遊んでいたのだ。具体的には、水面を波立たせて、葉っぱをちょこまかと動かしている。恐らく念動力で波を作っているのだろう。

「楽しいか？」

　尋ねると、ピコから「あんっ！」という返事と共に、『楽しい！』という感情が伝わってきた。何となく微笑ほほえましくなって、アードは彼と一緒に葉っぱを見つめる。少し童心がわき起こり、波の強弱や方向をリクエストしてみると、ピコはその通りにやってくれた。

（本当に色々と出来て器用だな、こいつ。言葉は理解できなくても、こちらの意図がくみ取れるほど賢いみたいだし……）

　そんなことを思い、感心してうなずいた、その刹せつ那な。

　ふと、彼は思案にうつむいた。脳裏にかすめたものがあったのだ。

　波、念動力──そして、歌が得意な冒険者の言葉。

『歌は空気だけでなく、聞いている人の心も震わせなければダメなのよ』

　──情報が勢いよくまとまっていき、一つの形を作りあげた。

「そうか、この手があったか！」

　アードの大声に、何事かと娘たちもダンスを中止して寄ってくる。

　そのうちの一人、ナーに、アードは尋ねてみた。

「ナー、お前はピコのために何かしたいんだろう。音痴を治すのはその後でもいいか？」

「え、構わないですけど……それだと、コンテストに優勝できないんじゃ……」

「大丈夫だ、俺おれに作戦がある。任せておけ」

　アードは自信満々に言うと、ピコを両手で抱えて頭上高くに持ち上げた。

　毛玉の生物は不思議そうにアードを見ると、くいっ、と首をかしげてみせたのだった。





　　　　○






　フェスティバル当日になった。

『エルツェン』では商店街や広場を借り切っての、派手なお祭り騒ぎとなっていた。

　あちこちで出店が立ち並び、肉の串くし焼やきや、甘いシロップをかけたリンゴ、新鮮なフルーツでこしらえたジュースなど、様々なものを売り出している。

　この祭りには一応意味があって、この大陸に『エルツェン』ができてちょうど三○周年であることを祝して行われているものだ。大陸自体が出現したのが五○年ほど前のことだから、『エルツェン』はこの大陸ではそれなりに古株のダンジョン街なのである。

　出資は主に国だが、冒険者ギルドも一枚嚙かんで、宣伝活動に勤いそしんでいる。加入する冒険者が多ければ多いほど、ギルドの商業も活発になり、潤うからだ。また、世間的には放ほう蕩とう者としての印象も強い冒険者そのものの、イメージアップもかねていた。

　ともあれ、今のアードにはそれらの思惑はまったく関心がなかった。彼は東にある広場の特設ステージの上で、死闘を繰り広げている最中だったからである。




「でやぁ！」

　小気味よい声と同時に、アードの木剣が相手のそれをはねのけ、胴深くをなぎ払った。

　よろめき倒れた相手の顔に切っ先を突きつけ、高らかに宣言する。

「次！」

　すぐにステージの上に違う相手が現れた。元は槍やり使いなのか、棍こんを構えた戦士風の男だ。体たい軀くが大きい割には物腰に隙すきがなく、並の武術家ではないことを言外に物語っている。

　もっとも、並でない相手など、アードはこれまで何度も戦ってきたのだが。

「始め！」

　審判の声と同時に、二本の剣は閃ひらめくように動き、相手が突いてきた棍を弾はじくと同時に叩たたき折り、返す刀でのど元に木製の刃やいばを滑らせた。

　直前で止めて、相手の動きをうかがう。無念の表情とともに、彼は全身の力を抜いた。勝利したと悟り、アードは再び「次！」と叫んだ。

（……まさか、こんなことになるなんてな）

　胸中には、ずっと自じ嘲ちようと後悔の念を秘めながら。

　アードは、このフェスティバル当日までに、自分が武術コンテストに参加するとあちこちで吹ふい聴ちようして回ったのである。理由は簡単で、なるべく出場者の数を減らすためだ。

　彼はこの街で英雄として目されている。その彼が出場を宣言すれば、並大抵の冒険者や武術家は戦意を喪失し、コンテスト参加を諦あきらめるだろう。そう踏んだのだ。

　結果は逆だった。『四大元素竜フオー・エレメンタル』をも上回る強敵ドゥームを倒し、悪霊の群がる黄よ泉みの世界から子供たちを救い出し、今は〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉に挑み生還し続けている──そんな希代の英雄と手合わせできる好機に、胸を躍らせた冒険家や武術家が多かったのだ。

　結果、コンテスト参加者は爆発的に増え、その誰もが「アードと戦わせろ」と叫んだ。ここまでことが裏目に出たのは［悪運ハードラツク］のせいかもしれないとアードは考え、嘆たん息そくした。

　そして運営側は悩んだあげく、とんでもないことを思いついたのである。

「一、五、一○、二○……後何人倒せばいいんだ？」

　辟へき易えきした顔で、アードはこちらに向かってくる木製の巨斧グレートアツクスを担いだ獣人と、それから「順番待ち」をしている参加者の数を数えた。

　運営側の提案、それは従来の勝ち抜け形式ではなく、アードを暫定的に王者チヤンピオンとして扱い、彼に他の参加者が次々と挑むタイトルマッチ形式に切り替えるというものだったのだ。

　これなら参加者全員がアードと戦う機会を持てるし、アード自身が名声を上げる機会にもなる。それが運営側の言い分だった。

　正直アードは名声などに興味もなかったが、これを受諾した。少し傲ごう慢まんかもしれないが、彼が挑戦者を手早く倒していけば、大会は早く終わると踏んだのである。

（コンテストを早く終わらせないと、あいつらの出番に間に合わないからな）

　三つのコンテストは同時に行われているのだが、アードはそのうち歌唱コンテストに、娘たちが出番を迎えるまでにどうしても駆けつける必要があった。彼が彼女たちに語った、『作戦』のためである。

　娘たちを優勝させるには、どうしてもそれが必要なのだ。

　かくして、アードは鬼神のごとく戦い続け、そして挑戦者たちを目もく論ろ見み通り瞬殺していった。

「次！」

　巨斧の戦士を撃破した後、アードは次の挑戦者を見て半眼になった。

　見覚えのある──というか、できれば見たくなかった顔がそこにあったのである。

「はっはっはっ、決着の時が来たようだね、アード＝グラッサムくん！」

「ベイ＝フールボン……そういや出るって言ってたな、すっかり忘れてた」

　ため息を吐つくと、改めて双剣を構える。対するベイは、一本の剣を両手で握っていた。割と基本に忠実な動きをしており、素人によくありがちな我流ではなさそうだ。

「ふうん、お貴族様は武術もたしなんでいらっしゃるようだな」

　こいつ相手だと、つい口が悪くなってしまうな。そんなことを自覚しながらも、アードはベイに尋ねてみる。

　ところが、意外な答えが返ってきた。

「武術だけではないよ。前にも言ったはずだ。僕はマジックアイテムや魔法生物の研究を個人的にしていると。そのためにはやはり、遺跡に潜るのが一番なのさ」

「……じゃあ、冒険者なのか」

　アードは驚いたが、同時に納得がいった。お付きであるユフィがなぜ冒険者なのかと思ったのだが、パーティのメンバーとしても彼女を必要としているのだろう。

　そのことを指摘すると、得意げにベイはうなずく。

「その通り。そして彼女は今や勇者クラスの実力者だ。僕も彼女に劣りはするが、それでもレベル40の冒険者で……」

　次の瞬間、ベイの金色の前髪が、一瞬にして一房ちぎれ飛んだ。

　アードが目にもとまらぬ速度で剣を振るったと知り、彼は驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「な、何をするのかね！　まだ話の途中なのに……」

「……今、何て言った？」

「え……」

「お前のレベル、何て言ったんだよ？」

「あ……あの、レベル40で、さほど大したことのない中堅どころの冒険者ということを、少しばかり主張させてもらっただけでしてね……」

　アードの据わった目つきに恐怖したのか、ベイは多少へりくだった。

　逆効果だった。アードの顔がみるみる怒りの朱に染まっていく。

「……けるな」

「え？」

「……ふざけるな！　お前のような変態貴族ですら、レベル40だと!?　俺おれなんか、俺なんか……こんちくしょおおおおおっ！」

「ひぃいいっ？」

　レベル14の英雄はがむしゃらに剣を振り回し、ベイに肉薄した。怒りを通り越して、どこか泣きそうな表情である。二年間通してレベルが低いという事実は、想像以上に彼にとってコンプレックスになっていたようだ。

　慌てたのはベイの方である。アードの実力よりも迫力に圧おされて、彼は体裁も捨ててステージの上を逃げ回り始めた。

「ま、待て、落ち着きたまえアードくん！　話し合おう、話せばわかる！」

「やかましい！　お前、そのレベルを俺に寄よ越こせ！　いやください、お願いします！」

「そんなことできるわけないだろ!?　無む茶ちや苦茶言わないでくれたまえ！」

「レベル20、いや10でいいから！　それだけくれれば文句は言わないから！」

「数の問題じゃない……どれだけ必死なんだ君は！」

　舞台で繰り広げられるドタバタ劇に、観客も参加者も「何だこりゃ」とあきれかえる。

　幸いなことに、アードはすぐに周囲の白い目線に気づき、羞しゆう恥ちから我われに返ることに成功した。

「すまない、取り乱して……ベイ＝フールボン、改めて勝負といこう」

「う、うむ。雌雄を決そうじゃないか。かかってこい、アードくん！」

　──そして、数秒後。

「ふっ…………無念だ」

「……何だよ、あれだけ堂々としていたのに。結局、弱いんじゃないか」

　剣の一振りであっさり沈んだ貴族を見て、アードは呆あきれた声を出した。

　彼相手どころか、同じレベル40の冒険者が相手でも、ベイの剣術の腕はかなり見劣りする。どうやら彼の言動には、自信はあっても根拠はなかったらしい。

　ともあれ、これで彼との決闘の約束は叶かなえてやったことになる。もう、娘やピコにまとわりついてくれなければいいのにと願いながらも、アードは舞台に上がってくる新たな挑戦者に対して、心と剣の構えを切り替えるのだった。




　一方、西にある広場では違う戦いが繰り広げられていた。

「では、エントリーナンバー一四番、ユフィ＝サイレンさんどうぞ」

　言葉とともにステージに上がったのは、ベイの付き人であるユフィだ。彼女は主人に命じられて、美人コンテストに参加していたのだ。

　目的はしごく単純で、アード一家の邪魔をするためだ。自分が敗れた時のために、ベイはなるべく彼らに賞金が渡らないようにと考えたのだ。ピコの食費の融通を申し出た上で、〈神獣〉たちやピコを借りることができるようにするという段取りである。

　アードが聞いたら「せこい」とうなりそうな作戦だが、ともあれ、ユフィはこの美人コンテストに参加した。そして水着審査の際に、審査員でもある観客たち──コンテストがコンテストだけに、すべて男だった──の目を一斉に惹ひきつけたのだった。

「「「「おおおお」」」」

　どよめきが、ギャラリーの間から上がった。ユフィのスタイル自体は、ごく一般的なものだ。大きすぎず小さすぎない体の凹凸に、冒険者として引き締まった肉体が華を添えている。だが、観客が目を奪われたのは、そんな肉体美ではなかった。

「……ひも」

　舞台袖そででリウナが呆ぼう然ぜんとつぶやく。ユフィの水着は、胸の先端や股こ間かんの部分など、ごく最小限のみを覆うもので、後はリウナが評した通りほとんどひもである。

　この過激なファッションは、最近になってよその街のごく一部で流行したものだと判明したが、『エルツェン』には当然ながらその風は吹いていなかった。

　新鮮な刺激に、男たちはテンションも高く歓声を上げる。ユフィはすました顔で肢体を存分に見せつけた後、更こう衣い室と控え室をかねた小屋の中へと入っていった。

　リウナもしばらくしてからそれに続く。次の次が彼女の番だ。小屋の中に足を踏み入れると、今まさに着替えている最中のユフィと目があった。

「あ、ごめんなさい。まだ着替えてると思わなくて！」

「いえ、構いません。もうすぐ終わりですから」

　ユフィはすました顔でメイド服を着込むと、荷物を抱えて小屋の戸口へと向かった。一応、小屋の中には汗をかいた時のために、シャワーやらバスタオルやらも用意されている。が、彼女はそれらを使うつもりはないようだった。

　ふと、自分の荷物を更こう衣い用の棚に置きながら、リウナは弱気な笑みを浮かべる。

「すごい大胆で綺き麗れいでしたね、ユフィさん。わたし、勝てる気がしないなぁ」

「そんなことはありませんよ」

　ユフィはそう答えると、彼女の顔に自分の顔を近づけた。息がかかるほど距離が近い。

　妖あやしい色香にリウナが「え、え？」と目を白黒させていると、ダークエルフのメイドは妖よう艶えんな笑みを浮かべてささやく。

「私は、あなたが一番の障害だと思っています。リウナ＝ソウルシェアさん。天てん真しん爛らん漫まんで、スタイルもよく、顔も可愛かわいらしいあなたは、かなりの強敵です」

「そ、それは、どうも……」

「では、頑張ってください」

　そしてユフィは近づいた時と同様唐突に離れると、外に出て行く。リウナは何だかほっとして、とりあえず水着に着替えようと服を脱いだ。

（せっかくの水着なのに、アードに見てもらえないのは残念かなあ……でも、これで優勝できたらみんな喜ぶもんね。頑張らないと！）

　気合いをいれて、荷物に手をのばした、その時である。

「あれ、ない！　水着がない？」

　悲鳴が口をついた。荷物の中は空だったのである。

　まさか家に忘れてきたのかと、顔面が蒼そう白はくになった。

　彼女は知らない、先ほど顔を近づけてきたユフィが、どさくさに紛まぎれて水着をすり取ったことを。

「一番の障害は、どんな手を使ってでも排除しなければ」

　小屋の外で満足げにつぶやくユフィは、これでリウナはリタイアするだろうと考えていた。水着がない以上、水着審査には出られないだろうと思ったのである。

　だが、彼女のその予想は少しばかり外れた。

「それでは、エントリーナンバー一六番、リウナ＝ソウルシェアさんどうぞ」

　司会の言葉に、小屋の戸口が開かれ、観客たちが声をざわつかせた。

「おい、あれは何だ？」

「まさか、あれで水着審査を!?」

　怪け訝げんな声に、ユフィはそちらの方を見た。少し啞あ然ぜんとしてしまう。

　そこから走り出たのは、全身にバスタオル一枚を巻き付けたリウナだった。彼女は相当に焦った顔で、ステージの上に上がり──バスタオルがひらめいて危ういところが見えそうになり、男たちの間からどよめきの声が上がった──司会に歩み寄った。

「どうしたんです、リウナ＝ソウルシェアさん。なぜそのような格好を!?」

「ご、ごめんなさい、水着を忘れたみたいで！　ずっと探してたんですけど、見つからなくて！　とにかく、間に合わなかったことを報告しようと思って、それで！」

　バスタオルを巻き付けて、慌てて出てきたというわけだった。

　彼女はタオルがずれないように注意しながら、胸元を押さえつけた。双球の半分が、はみ出るようにして自己主張をする。白く細い足を艶なまめかしげに動かしながら「その、わたし──」と口を開きかけた。「棄権します」と続けるつもりだろう。

　その前に、熱狂に満ちた声が観客側から上がった。

「すごい、これはすごい！」

「あの布一枚向こうが産まれたままの姿なんて、ものすごい興奮する！」

「おい、もうあれが水着扱いでいいんじゃないか！」

「いいと思うぜ、少なくとも俺おれはリウナちゃんに一票入れる！　この先の誰にも、絶対に入れないと誓うぞ！」

「俺もだ！」

「俺も！」

「え、えっ？」

　どうやらリウナは、自分がどれだけ扇情的な格好をしているのか、気づいていないようだった。目をぱちくりとさせる彼女に、司会が力強くうなずいてみせる。

「リウナ＝ソウルシェアさん、どうやら観客全員の意見は一致したようです！　優勝はあなたでいいでしょう!!」

「えぇえええええっ？」

　驚きの声を上げる彼女に、観客席から怒ど濤とうのような歓声や興奮の声、口笛などが押し寄せた。他のコンテスト参加者も啞あ然ぜんとそれを見ていたが、仕方ないとばかりに肩をすくめて拍手を送る。

　何しろ、相手は『エルツェン』でも有名な勇者、〈強運の戦乙女フオーチユネイト・ヴアルキリー〉なのだ。今までのしあがってきたその幸運に、敵かなうはずがない。

　ユフィも参加者の中に混ざり、拍手を送っていた。が、やがて踵きびすを返して帰り始める。

「私としたことが、無様ですね……」

　自分の取った行動が、しかも非情に徹して行った工作が、結果的にやぶ蛇になったことに、少しばかり自じ嘲ちようを禁じ得ない彼女だった。





　　　　○






　アードが順調に勝ち進み、リウナがアクシデントを幸運に変えて勝利をもぎ取った、その頃。

　中央の広場では、〈神獣〉たちが緊張していた。

　何しろ周りには、自分たちと同じ歌唱コンテストの出場者である子供たちが大勢いる。そしてそのうち何人かは、すでに舞台に上がって歌声を披露しているのだ。

　全員がコンテストに出るだけあって上手であり、そして意外にも芸達者であった。楽器の演奏や、ダンス、魔法による花火のパフォーマンスなど、器用にこなしている。

　中にはキスカの顔もあった。フェニたちが通っていた『レイズ冒険者学院』のジュニアクラスの友達と一緒に出場したらしい。元クラスメートという懐かしい顔ぶれにフェニたちは心を癒やされる思いだが、合唱前に彼らが声をかけてきたことに一番感激した。

「フェニ、ユニ、ナー。久しぶりだな」

「会いたかったわ、元気してた？」

「今回は敵同士だけど、お互い頑張ろうな」

「そんな緊張して硬くなってるなんて、フェニさんらしくないんですけど」

　彼らの発破のおかげでフェニたちは幾分か気が楽になった。それでも自分たちの番が近くなると、いや増す緊張を抑えきれなかった。

　一番気になるのは──周囲を見回して、ナーがため息を吐つく。アードの姿を求めたのだが、叶かなわなかったのだ。心の支えということもあるが、彼がいないと『作戦』が実行できない。コンテストに勝てる見込みがないのだ。

　ふと、ナーは一つうなずくと、決意を固めた表情で姉二人を見た。

「フェニお姉ちゃん、ユニお姉ちゃん……お父さんが間に合わなかったら、お願いです、二人で出場してください」

「えっ？」

「お父さんがいないと、『作戦』は実行できません。私は上手に歌えないから……だから、お願いです……ピコのためにも……」

　だが、フェニは幾分か身をかがめてそんな妹の顔をのぞき込むと──いきなり、鼻の頭を「えいっ」と指先で弾はじいた。

「ひゃうっ？」

　驚くナーに、優しい顔で諭すように言う。

「ダメだよ、ナー。ナーもピコのお母さんなんだから、出場するんだよ」

「で、でも、それじゃ勝てない……」

「勝てないからってやらないの？　それでナーは、ピコに胸張って親だって言える？」

「……！」

「もしも勝てなかった場合は、仕方ありません。我々でバイトでも何でもしようではありませんか。でも、ナー。今我々がやるべきなのは、ピコのために行動することなのです」

　ユニもいつもより、柔らかい口く調ちようでナーの髪をなでてやる。

　姉二人の顔を見て、そして足下のピコを見つめ、ナーは目が覚める思いだった。

（私……甘えていた……いざとなったらお姉ちゃんたちが何とかしてくれるって……でもそれは違う。私もピコのお母さんなんだ……ピコのために何も行動しないなんて、そんなの親がすることじゃない……それはただの逃げなんだ）

　アードだったら、たとえ自分の苦手なことでも、必死に最後までやり遂げてくれるだろう。娘である自分たちのために。それが、彼女たちにすれば何より嬉うれしいことなのではないか。

　ならば──ナーはピコを抱き上げると、ぎゅっと抱きしめた。

「ピコ、私頑張るから……ピコのために、どれだけ下手でも、頑張って最後まで歌うから……私に力を貸して」

「あうっ」

　ピコが嬉しそうに吠ほえた。確かに感情が流れ込んできたのを感じる。「頑張れ」。この心が、何よりもナーの心を奮い立たせた。

　そして、彼女たちは名前を呼ばれた。

「エントリーネーム『グラッサム一家』の方々、ステージに上がってください」

　素早く観客側を見渡す。アードの姿は──ない。

　だが、ナーはもう迷わなかった。

「行こう、お姉ちゃん！」

　そして三人はステージの上に上がる。壇上にはピアノなどが設置されており、事前にリクエストしておけば大会側が用意した演者が伴奏をしてくれる手はずになっていた。これはあくまで、歌唱コンテストだからである。

　演者の中には、三人に歌を指導してくれたあの冒険者がいた。仲間と一緒に楽器を手に取り、「準備はよろしい？」と三人に聞いてくる。

　だが、ナーが少し待ったをかけた。すぅ、と息を吸い込んで、「あー、あー」と声の調子を確かめる。

　自分でもわかるほど、相変わらずの調子外れだった。

（でも、逃げない……最後まで、頑張る！）

　ナーは覚悟を決めて、姉二人を見た。うなずいてくる。ピアニストの冒険者に、合図を送った。

　旋律が奏でられ、いよいよ本番が始まる。

　──そして。




「「「ゆーめーの、なかでみたー♪」」」




　三人の声が、寸分の狂いなくぴったりと、綺き麗れいなハーモニーを奏でた。ナーは驚いて、目をみはる。それから思い当たり、観客の隅を見た。

　そこに立っているのはリウナ、そして一番みたい笑顔の持ち主だった。

（お父さん……！）

　アードはピコを抱き上げながら、サムズアップをしてみせる。一つは、彼が武術コンテストで優勝したという意味だろう。そしてもう一つは──。

　ナーはもう迷わなかった。やはり同じように嬉うれしそうな顔をする姉たちと、一緒に遠慮なく声を張り上げる。

「「「希望の、あしたー♪」」」

　三人はすべての不安から解放され、のびのびと歌声を宙に震わせた。




　観客側から見る娘たちの動きは、親の欲目をさっ引いても、とても機敏であり、また衆目を惹ひきつける魅力にあふれていると思われた。

「順調そうだな、三人とも」

　アードは小声でつぶやく。彼の視界の中で、フェニが、ユニが、ナーが、跳びはね、動き回り、腕を振り上げて、躍動感を体全体で表現していた。

「「「時がどれだけ流れてもー、離れないと約束するよー♪」」」












　歌も完全に、同調している。ナーの音痴は、完全になりを潜めていた。

　ただし、これには少しトリックがあった。

「……本当、すごいよねピコちゃん」

　リウナが──さすがにもう服に着替えている──アードが抱いている毛玉の生物を見つめてつぶやいた。

　ナーが出している声に、彼が念動力で干渉していると告げても、ほとんどの人が信用しないだろう。その念動力で音程が外れた声を修正していると付け加えれば、なおさらだ。

　──歌は空気だけでなく、人の心を震わせる。その言葉に、アードは「声は空気の振動である」という学説を思い出し、それに念動力で干渉してやればいじることができるのではないかと思いついたのだ。

　歌の音程を知っている自分が、そのメロディをピコにテレパシーで感じ取ってもらい、ピコがその通りになるようナーの声を──正確には声の空気に対する振動パターンを──いじる。それが、彼が娘たちに話した『考え』だった。

　口で言うのはたやすいが、これがどれほど繊細かつ技量の高い行為かは、想像しなくてもわかる。まったく、サイファーというのは幻獣の中でも幻と言うだけあって、とてつもない力を秘めているようだった。

（しかも、これでまだ子供なんだからな）

　ともあれ、ピコのおかげで娘たち三人の歌はそつなく進んでいき、そして最大のポイントであるサビの部分に来た。

　ちらっ、とフェニが、ユニとナーを見たのが見えた。妹たちも小さくうなずく。その間に曲の旋律は進み、一つの盛り上がりを見せた。

　刹せつ那な、フェニがぴょんと飛び上がって、空中で一回転をする。

　口から炎をまき散らしながら。その炎は無数の火の粉に変わると、彼女の力でぱっと舞い散り、ステージ全体を赤く、鮮やかに彩った。

「「「「おおおおおっ！」」」」

　アードとリウナを除く観客全員がどよめきの声を上げる中、その美しい光の乱舞の中で、フェニが、ユニが、ナーが、歌いながら踊り続ける。

「「「きーっと、負けないからー♪」」」

　少女のいじらしい歌声と、炎の演舞というどこか禍まが々まがしい演出がミスマッチを産み、ステージは最高のパフォーマンスを迎えた。

　そして、それは最後まで途切れることなく続き、歌が終わった後、三人の歌い手を迎えたのは、大きな大きな拍手であった。

　この時点で彼女たちの優勝はほぼ確定し、アードたちは無事三タイトルの制覇を成し遂げたのだった。





　　　　○






「しかしまあ、よくそんな悪どいことができたわね。サイファーの力を使ってコンテストに優勝するなんて、イカサマじゃないの」

　後日、リウナの屋敷でラナンが目を細めて言った。近くに寄ったから、ピコ──サイファーの研究に来たらしい。

　アードは肩をすくめると、やや後ろめたそうにつぶやく。

「一応イカサマではないさ。合唱コンクールは演出は自由だったんだからな。ピコの力を使って、ナーの歌声に演出をほどこした。それだけのことだ」

「詭き弁べんねぇ。大人特有の賢さかしさが身についてるわよ」

「うっ」

　図星を指されて、思わずうめき声を上げる。賢しい大人代表のラナンにしみじみと言われたのだから、胸の痛みは倍増だ。

　だが、ラナンはどこか微笑ほほえましげにアードを見ると、

「ま、それだけ親の苦労が板についてきたってことじゃないかしら。お父さんも大変ね……ふむふむ、相変わらずサイファーの体はもふもふで、撫なで心地ごこちがいい、と」

　軽く労ねぎらってから、すぐにピコの『研究』に取りかかった。

　研究とはいっても、ただ可愛かわいがっているだけにしか見えない。「うりうり」と撫でたり、干し肉を与えたりする姿は子供っぽく見え、今度はアードが微笑を浮かべる番だった。

　と、そこに、「お待ちどおさま」と、リウナが紅茶やコーヒーが入ったカップを携えて入ってくる。お茶にすると聞いたのだろう、焼き菓子を抱えたフェニや、砂糖壺つぼと牛乳のピッチャーをトレイに乗せたユニも一緒だ。

　フェニは干し肉を与えているラナンを見て、少し顔をしかめる。

「ラナン、あまりピコに色々と上げないでよ。太ると困るんだから」

「あらまぁ、はいはい」

　そのいっぱしのお母さん口く調ちように、ラナンはくすくすと笑った。馬鹿にしたのではない、むしろ逆の、好意的な笑みだった。

　やがてテーブルにお茶や茶菓子が並べられ、ちょっとした茶会が始まった。

「はい、ピコ。太るといけないから一枚だけね。後で外に運動しにいこうね」

　フェニが愛いとおしそうな眼まな差ざしで、ピコに犬用のお菓子──ちゃんと味が薄い奴やつをリウナに作ってもらった──を与え、ユニもその毛並みを丁寧にブラッシングしている。

　ピコが嬉うれしそうに「あんっ」と声を上げ、和やかな時間がゆったりと流れた。

　ふと、ラナンが目を瞬しばたたかせて尋ねる。

「そういえば、ナーちゃんは？」

　その言葉に、ぴたっ、とアード一家の動きが止まる。

　ふと、半眼でラナンを見てから、アードが低い声で告げた。

「なあ、このお茶を飲んだらすぐ帰った方が、身のためかもしれんぞ」

「え、どうして」

「……ナーちゃん、最近凝っちゃってるんです」

「何に」とラナンが聞き返す前に、リビングのドアが勢いよく開かれた。

　にこにこと笑顔を浮かべたナーが、嬉うれしそうに宣言する。

「あの、お待たせしました……できましたよ、新しいのが」

「「「「……えー」」」」

「何？　できたって何が？」

「あ、ラナンさんも来てたんですか……えっと、その……私のオリジナルソングです」

「……はい？」

「私……歌を作って歌うのに、最近凝ってまして」

　この言葉には、マイペースなエルフのこめかみにも汗が流れた。アードたち全員が、表情を引きつらせた理由がわかったのである。

「ちょっと待って、ナーちゃん。あの、失礼だけど歌はあまり上手じゃないんじゃ」

「大丈夫です、心をこめて歌いますから……それじゃ行きます！」

　すぅ、と大きく息が吸われる。

　そして、激しい超音波が屋敷を揺さぶり、死し屍し累々たる惨状が生まれるまで数分とかからなかった。

　被害を生み出した大量殺さつ戮りく者は、すっきりした表情で、倒れ伏す全員を見つめた。

「わぁ、前より上手にできた気がします」

「そ、そう……それは良かったわね」

　ラナンが悶もん絶ぜつしそうな声で告げたが、今のナーにはそれは耳に入っていなかった。

　彼女は、とある思いに囚とらわれていたのである。

（いつか、もっと上手になったら、ダンジョンの中で歌を歌うんだ──ピコのお母さんに呼びかける歌を）

　きっと子供を探しているだろうサイファーに、その居場所を伝えるための歌を。

　普通に呼びかけるより、歌った方が、聞いている者の耳や心に訴えられるのではないかとナーは考えていたのだ。

　そしてナーは、ピコを実母と会わせたいと考えるようになっていた。

（それでピコと別わかれ別れになったら、私は寂しい……でも、私もピコのお母さんなんだもん。ピコのことを思うなら、寂しさから逃げちゃダメなんだ……）

　コンテストでフェニに諭され、奮い立った時から、彼女は決めたのだ、ピコのためになら何だって頑張ると。たとえその結果、寂しさと対面することになろうとも──それが子供の幸せになるのなら、耐えるのが親だ。

　だから、ピコを本当の親に会わせよう。

（そのためにも歌を作って、上手に歌えるようになろう）

　周囲の人からすればやや迷惑ではあるが、健けな気げな決意をその小さな胸に秘め、ナーは今しがた作った歌の二番を歌うために、再び息を吸うのだった。





　　　　○






　ダンジョンの深奥部にて。

　一匹の獣が、微動だにせずたたずんでいた。

　彼女は目を閉じており、端はたから見ればただ眠っているようにしか見えない。

　だが、その内側では激しい戦いが繰り広げられていたのだ。

（おのれ、いい加減に諦あきらめろ！）

　黒い意志がほとばしる。

　それは、獣の心から聞こえてくるものの、彼女のものではなかった。

　対する彼女は、清らかな白い意志でこれを迎え撃つ。

（いいえ、諦めるのはあなたです……あなたを自由にさせるわけにはいきません）

（……！　お前は最初から、我われを封じるために……!?）

（そうです、あなたに身を任せたのです……あなたを消し去ることは、私にはできません。ですが、私の一部として永遠に閉じ込めておくことはできます）

（ふざけるな！　そんなことはさせん、お前の肉体は、そして力は我がすべてもらう！）

（絶対にさせません！　私は、私が守るべきもののために、あなたを封じてみせる！）

　黒と白、二つの意志がぶつかり合い、体の中で暴れた。

　この戦いは、獣の方が若干不利ではあった。黒い意志は、他者を奪うことに慣れていたのだ。対して自分は、これに『力』を無む理り矢や理り使って拮きつ抗こうしているに過ぎない。

『力』が尽きれば、乗っ取られるのは自分だ。しかし、それでも彼女は諦めなかった。

　乗っ取られる前に、精神で構築した檻おりの中に、この黒い意志を閉じ込める。

　大切な──小さき存在のために。

　ふと、彼女は思い出した。気が緩まないように注意しながら、懐かしく、温かい記憶に心を浸らせる。

（坊や……大切な坊や……どうか、私に力を貸して）

　危険が、あなたを襲わないように。

　我が子のことを思いながら、黒い意志と必死に戦うその獣は、額に角、背中に羽、瞳ひとみに黄金の色彩を持った四足獣────サイファーの姿をしていた。













第五章　決戦、ピコのお母さん




　ダンジョンでその『噂うわさ』が流れるようになったのは、つい最近のことであった。

　冒険者が、石畳の通路を歩いていく。無論、トラップや魔物がいつ出現するかわからないから、目をこらしたり、耳をすませたりして、注意深くだ。

　すると、その耳に声が入ってくる。

『……冒険者よ』

「うん？」

　先頭で罠わなの有無を探っていたエルフの盗賊が、顔をしかめる。周囲には声の発生源となるものが、何もないからだ。

　だが、それは段々はっきりと、まるで頭の中に響くように聞こえてくるのだ。

『この声を……受け取ってください……冒険者よ……』

「誰だ、どこにいる？」

　仲間の狼おおかみ型獣人の重戦士や、人間の魔術師、ドワーフの治癒師も、周囲を見回す。

　やがて、彼らは一つの事実に気づいた。

　この声は頭の中に響くように聞こえているのではない。実際に、頭の中に響いているのだと。

『私は探しています……私の小さき子供を……冒険者よ……この声を、そしてイメージを受け取ってください……』

　やがて、ぼんやりとしたビジョンが彼らの頭に浮かび──唐突に消えた。

　聞こえていた声も、その気配を失う。

「……何だったんだ、今の」

　一同は顔を見合わせるが、それに対する答は出るはずがなかった。

　そしてこの現象は数日の間続き、噂うわさを耳にした、もしくは実際に体験した冒険者たちは、酒場に集まるたびにこの怪現象についてかまびすしい議論を交わしたが、明確な結論は出ずにいた。

　彼らは知らない、ダンジョンの奥深くにうずくまる影があり、それが声の発信源だということを。声が途中で途絶えてしまうたびに、深くため息を吐ついていることも。

「やっと、自由を取り戻せたのに……うまくいかない。どこにいるの、坊や」

　影はつぶやくと、金色の瞳ひとみを光らせるのだった。




　冒険者の間で、そんな不思議な体験談が流行しているその頃。

　アードたち一家、それにリウナは、その議論に加わっている暇などなかった。

　理由はいたって簡単で、死線をくぐり抜けている最中だったのだ。

「くっ、このおおおおっ！」

　アードの雄お叫たけびが、苔こけむした石造りの壁に反響する。

　彼の目の前には、もはや見慣れたドラゴンの姿があった。

　巨大なトカゲに翼の生えたような姿のそれは、口から灼しやく熱ねつの炎を吐き出してくるが、この程度はすでに脅威ですらない。

　右、左、と素早くステップを踏んでかわすと、アードはその懐に潜り込んで双剣を深々と突き刺す。

　ドラゴンは苦く悶もんの声を上げた。どうやら重傷を負おわせることには成功したらしい。しかしアードはその戦果ばかりを気にするわけにはいかなかった。

　後ろから違う敵の気配が迫っている。すぐに対処しなければならない。

「リウナ！」

「了解！」

　軽やかに答えたのは、長槍バルデイツシユを構えてアードの背を守っていたリウナだ。こちらに近づく気配をナーとアードが感知していたので、備えていたのだ。

　──来た。通路の角を曲がって、おぞましい巨大な生物が。上半身は美しい女性と言えなくもないが、下半身からはタコの足のような触手がおびただしく広がっている。『テンタクルススキュラ』だ。

　リウナは「ええいっ」と飛びかかった。勇者の称号を持つだけあって、その動きは機敏であり、襲い来る触手を次々によけてテンタクルススキュラの本体、つまり女性の上半身へと肉薄する。

　その頭部を長槍バルデイツシユでかち割った。悲鳴と共に背後から触手が襲いかかってくる。前にばかり気を取られていたリウナは、対処が一瞬遅れた。

「きゃっ？」

　体中に触手が巻き付き、スーツ下のボディラインを強調するようにリウナは縛り上げられた。驚いた拍子に長槍も放ほうり投げてしまい、対処ができない。

「リウナ!?」

　それまでアードの援護のために炎を吐いていたフェニが気づいて、触手を焼き切ろうと息を吸い込む。

　必要なかった。リウナが放り投げた長槍は、偶然にもテンタクルススキュラの頭頂部に突き刺さり、止とどめを刺したからだ。「ぎゃあああっ」という断末魔の声と共に、触手の力は抜け、リウナは解放されて床に降り立つ。

「何とかなったみたい」

「……相変わらずでたらめな運をしているな」

　手早くドラゴンを片付けていたアードは、一連の光景を見て苦笑するしかなかった。ここに来るまでに、連続一○回でトラップを発動させ、そして被害すべてを受けた自分と、どうしても比べてしまう。

「本当、お前がいてくれて助かったよ。［悪運ハードラツク］持ちの俺おれだけだと、きっとこの階層を数歩歩いただけであの世行きになってただろうからな」

　リウナの［強運フオーチユン］がアードの［悪運ハードラツク］を相殺していると彼は思っているのだ。

　はにかむようにして、リウナが笑う。「アードの役に立ててるなら嬉うれしいよ」と返した。先ほどの勇敢な戦い方が噓うそのような、あどけない少女の笑みだった。

　と、アードに向かって三つの影が飛びついた。

「アード、あたしは!?　あたしも役に立ってるでしょ！」

「この巨大コンテナがなければ財宝を運べない事実をお忘れなく」

「……敵を、察知しました」

「ああ、もちろん。お前たちも、もちろん役に立ってるよ」

　抱きつきながらめいっぱい主張する娘たちに、アードは苦笑いを浮かべながらも、ぞんざいにならないよう注意しつつ頭を撫なでてやる。

「えへへー」と相好を崩してから、娘たちはリウナを見て、ふふん、と得意がる。リウナと張り合いたがる癖だけは治らないようだ。

　すると、足下で「あんっ！」という声がした。ピコだ。何かの危険を察知したらしく、「危ない！」という感情が伝わってくる。

　ナーも目を金色に光らせて、叫んだ。

「また敵が来ます！　今度も今のと同じくらい……ううん、今のより強力な奴やつが！」

「くそっ、覚悟していたとはいえきりがないな。宝を集めるだけ集めたら、一度この階を脱出しないと」

　アードがつぶやいて、置いてある浮遊型巨大コンテナを見た。

　新たにユニが追加し、二基になったその箱の中には、ここ──地下五二階で発見した宝の数々がぎっしりと詰まっているのだった。





　　　　○






　少し前からアードたちは、新たな探索の舞台を地下五一階からさらに一歩進め、より危険な地下五二階へと移していた。

　地下五一階の宝が枯渇気味になってきたため、試練に間に合わせるためにはどうしてもより多くの宝を得られる場所に移動する必要があったのだ。

　しかし、予想していたことではあるが、地下五二階の敵やトラップの苛か烈れつさは、地下五一階をしのぐ。もはや見たことのない魔物や、幻影で精神的ダメージを与えるトラップまで出てくる始末だ。

「こうなると、俺おれが得た知識だけでは、この階層を充分に探索できるか怪しいぞ」

　アードはそんなことを考えて途方に暮れた。彼には低レベルの時でも何とか二年間ダンジョンを探索し続けていた実績があるが、それには生存に適したスキルを取得した他、ダンジョンについての知識を、文献などを調べて充分に得ていたことが大きく影響している。

　情報が何よりもダンジョンの攻略に役立つと、彼は学んでいたのである。だが、その情報が通用しないとなれば、地下五二階の探索がより困難になるのは必至だった。

　それでも彼は弱音を吐くわけにはいかない。娘たちを『魔ま導どう研究室』に渡さないためにも、試練をクリアしなければならないのだ。ユニ、フェニ、ナー、それに協力してくれているリウナも頑張っているとなれば、なおさらだ。

　かくして、彼らは必死に地下五二階の探索を続け、数日の間で一○○万Ｇグレード相当の宝を手に入れるという快挙を成し遂げたのである。




「だけど、『まだ』一○○万Ｇなんだよな」

　冒険者ギルドの酒場にて。アードはカウンター席に座り、愚ぐ痴ちるようにこぼした。

　今は珍しく一人である。娘たちはピコの散歩に行っているし、リウナは夕飯の買い出しだ。彼一人が、先ほど地下五二階から持ち帰った宝を査定に来ていたのだ。

　そして口をついたのが、この言葉である。今は酒場の女主人として、グラスを拭ふいているレアが苦笑を浮かべた。

「アードくん、その発言はどうかしら。三日で一○○万Ｇグレード稼げる冒険者なんてこの世界に皆無よ。勇者クラスでも一ヶ月近くかかるというのに」

　彼女のたしなめは言外に釘くぎを刺していた。あまり増長したような発言は、周囲の冒険者からもねたみを買う恐れがある。それを気遣ってのことだが、アードは肩をすくめた。

「わかってる。けど、それでも心こころ許もとないんだ」

　現在、彼が『魔ま導どう研究室』に収めている宝の合計額は、七○○万Ｇとちょっとだ。残るは三○○万Ｇ弱。そして、試練の期限は後一○日といったところである。

　三日で一○○万稼げるなら、一見間に合わせることはできそうだ。しかし、地下五一階と同じく、地下五二階も少しずつ宝の数が減少しているのだ。アードの計算だと、一○日だけでは三○○万Ｇ稼ぐのは不可能だった。

　となると地下五三階に足をのばすしかない。が、これもほぼ不可能だった。地下五二階ですら敵が強すぎて、苦戦の一いつ途とをたどっているのだ。このぶんだと、地下五三階には足を踏みいれた瞬間に全滅する可能性だってありかねない。

　となると、何とか地下五二階だけで目標額の宝を得るしかないのだが──。

（ドゥームの魔導炉のように、三○○万Ｇの価値がある宝がどこかに落ちてないかな）

　我われながら無む茶ちやなことをと思いながらも、アードはそんなことを考えずにはいられなかった。眉み間けんにしわをよせ考え込む。そんな苦悩の表情に同情したのか、レアは苦笑を浮かべながら、アードの前に木製のカップを一つ差し出した。

「あれ、注文してないけど？」

「酸味の利いた果実酒、疲れがとれるわよ。サービスでおごってあげるから、頑張りなさいね、『お父さん』」

「はは……ありがとう」

　冒険前はアルコールは摂とらない主義のアードだが、今はダンジョン探索の後だから構わないだろう。冒険者ギルド支部長の気遣いに感謝しながら、カップを傾けた。

　その時である。

「アード＝グラッサムくんはいるかね！」

　唐突に声がしたので、一瞬口の中身を吹き出しそうになった。

　振り返れば入り口に、果たして予想通りの──そして外れてほしかった──人物が立っていた。

「お前、ベイ＝フールボン！　……もう退院してたのか」

　武術コンテストでのした後、彼はその時の骨折がもとで入院したと聞いた。本当にひ弱な貴族様だなとアードは呆あきれたものだが、一週間と経たたずに出てきたところを見ると、回復能力は高いらしい。

　まだ微妙に包帯が残ってる貴族は、それでも胸を張ってアードの隣に座った。そのさらに隣に、ユフィも腰掛ける。

「この程度の傷で倒れていては、フールボンの名が廃るからね。早々に退院してきたよ」

「さよか……で、俺おれを探してたのは何でだ。まさか入院費を出せと言うんじゃないだろうな」

「そんなみみっちいことは言わない。むしろ、今日は君に対して宣言をしにきたのだ」

「宣言？」

　また、フェニたちのことで厄介なことを言いに来たのかな。そんなことを考えたアードだが、ベイの返答はその斜め上を行っていた。

「僕は君を、生涯のライバルとして認める！」

「ぶーっ!?」

「武術コンテストでの決闘に敗北した時にわかったのだ。君こそ僕が生涯をかけて乗り越えるべき壁、真のライバルだと。アードくん、これからはライバル同士、切せつ磋さ琢たく磨ましてよりよい関係を結ぼうじゃないか……どうしたんだい、咳せき込こんだりして？」

「い、いや、ちょっとむせてしまって」

　アードはごまかした。ベイが『ライバル』とか素すっ頓とん狂きようなことを言ったせいで動揺してしまったのだが、本人はいたって真面目まじめみたいなので、そのことを口にするのははばかられたのである。

　代わりに半眼をこしらえると、ベイの方を見る。

「で、そのライバル殿としては何をしてくれるんだ？　またしつこくフェニたちを寄よ越こせって言うんじゃないだろうな」

「安心したまえ、僕としてもライバルの君の意志を尊重せず、何かを要求するほど無粋な真ま似ねはしない。それどころか、君の力になってやろう」

「力だ？　何だ、結局、娘たちを寄越せって言うつもりか！」

　以前のフェスティバルの時のことを思い出して、彼は怪け訝げんな声を上げる。

　だが、ベイは心外そうに「違うと言っているだろう」と告げると、ユフィに向かって片手を挙げた。

「これを」

　ユフィが差し出してきたものに、アードは目を丸くする。

「何だこれ？　冒険日誌みたいだが」

「その通り。あの伝説の勇者『ラルク』が遺のこしたものだよ」

「へ、ラルク……ラルクってまさか、あの『ラルク＝フロスト』!?」

　思わず大声を上げ、アードは古びた日誌をひったくった。

『ラルク＝フロスト』の名前を知らない者は、皆無といっていいだろう（リウナあたりは怪しいが）。かつて地下五三階まで到とう達たつし、そして生還した唯一の冒険者だ。その後帰らぬ人になったが、彼の名と偉業は、今も伝説として生きている。

　そんな冒険者の手記が、ここにある。アードが興奮しないわけがなかった。

「ど、どどど、どうしてこんなものを持ってるんだ？」

「僕だけに限らず、我がフールボン家は代々マジックアイテムや魔法生物のコレクターなのさ。そして、そのために財力を惜しまずに色々な文献や情報を集めてきた。その日誌は、僕の亡き父が苦労して手に入れたものだ」

　少し得意げに言ってから、ベイは日誌をパラパラとめくる。あるページで止めて、指で示した。

「ここを見たまえ、彼があるダンジョンの〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉を探索した記述が残っている」

「お、おう……」

　伝説の勇者の手記が見られる。アードははやる心をおさえながら、示された部分を見た。

　前述した通り、この世界において大体のダンジョンは地下五一階以降が〈危険階層〉となっている。ラルクはそのダンジョンの地下五二階を冒険し、ある価値の高い宝を発見したのだが、敵が強すぎて結局手に入れられなかったと記されていた。

　その宝は、神々しく光る一枚の鏡だったという。ラルクの予測が正しければ、その正体は──。

「『照しよう真しんの手鏡』？」

　記された単語に、アードは首をかしげた。聞いたことがあるような気がしたのである。

　ふと隣の席から声がかかってきた。

「へー、それが本当ならすごいわね。『神器』じゃない」

　アードは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。そこに座っていたのは、唐突に現れたラナンだった──のはいつものことだから、別にそのことに驚いたわけではない。

　問題は、その口から飛び出た『神器』という言葉だった。

「『神器』ってまさか──神話に伝わるマジックアイテムのあれか!?」

　この世界は、元々は数多あまたの神が作り上げたとされており、神話も残されている。そのほとんどが創作物だというのが現代での定説だが、時々遺跡の中から、神話の中で実際に神々が使ったとされるマジックアイテム──『神器』が出てくる時があるのだ。

　宗教家は神が実在したと主張し、魔術師は古代魔法文明の魔ま導どう士が神話のものを模倣して作ったと分析する。どちらが正しいかは不明だが、現在まで見つかった神器はそのすべてが、他のマジックアイテムと一線を画す高性能なものばかりだった。

「『照真の手鏡』は、神々の世界──『神界』に潜入した高位の悪魔フェネディウスを見破ったものね。フェネディウスは戦の神リオスに憑ひよう依いして悪事を働いていた。そこで鏡の神アイラムが、いくつか秘蔵していたその手鏡を使ったのよ。鏡は粉々に割れる代わりに、どんなに凶悪な存在も引きはがすことができたといわれるわ」

「でも粉々に割れたんだろう？　すると、このラルフが見つけた奴やつは、古代文明が作ったものなのか？」

「いえ、アイラムは『いくつか』秘蔵していたそうだから、複数あってもおかしくないわ。まあ、本物にしろ、古代魔法文明が模倣したものにしろ、今までの例にならえば普通のマジックアイテムをはるかに凌りよう駕がする性能を持っていることは疑いないわね」

　ラナンは注文して運ばれてきたソーダをすすりながら、片手を広げてみせた。

「もし見つけられたら、そうね、五○○万Ｇグレードは固いんじゃないかしら」

「五○○万Ｇ！」

　それなら、目標額に易やす々やすと達する！

　アードは思わず立ち上がると、ベイに向かって頭を下げていた。

「すまんが、この日誌を貸してくれ！　頼む！」

「構わないよ。君のことはライバルとして丁重に扱うと言っただろう？」

　ベイはさわやかな笑みを浮かべると、ふと声をひそめて言った。

「……ただ、その代わり、今度少しだけでいいんで娘さんたちを実験させてくれ。大丈夫だ、君の意志は尊重する。ただ、この日誌について少しでも感謝しているというなら、その証明をしてほしいわけだ」

「やっぱりか、この野郎」

　アードはベイを半眼でにらんでいたが、やがて嘆たん息そくして言った。

「わかった、考えておくよ」

「本当かい！　わぁい、助かる！」

「……考えておくだけですよね？」

　喜ぶ主人をよそに、ユフィがこっそり尋ねてきたが、アードは口笛を吹いてすっとぼけた。図星だからである。

「さてと、そうと決まったらこの日誌を読み解いて、宝のある場所を探さないとな」

　さすがに都合良く『エルツェン』のダンジョンとは限らないから、よその街に出かける場合はそれなりに準備を整えなければなるまい。

　しかし、家に帰って日誌を研究したアードは、意外な事実を見つけるのであった。




「え、じゃあその鏡は近くにあるの？」

「どうもそうらしいんだ」

　リビングのソファに深く腰掛け、アードは難しい顔をしながら、対面のリウナに答えた。

　彼らの傍そばでは、フェニがピコを抱きかかえてわしわしと頭をなでさすり、ユニがその反応をメモにスケッチし、ナーが手製のおやつを与え、三者三様に犬とのふれあいを堪たん能のうしている。

　だが、いつもなら夢中になるその娘たちの愛らしい姿も、今のアードには少ししか気にならなかった──もちろん心の隅では「相変わらず俺おれの娘は可愛かわいいな」と鼻高々に思っていたが。

　それより今は、神器のある場所についての情報が頭の大半を占めている。

「ラルクの日誌によれば、彼が鏡を発見したダンジョンは『リグムント』の街にある。これはここから東に徒歩で三日ほどの距離にあるんだが、この『リグムント』のダンジョンは、地下五○階ほどで『エルツェン』のダンジョンとつながってるんだよ」

　ダンジョン街のダンジョンが、地下で一つにつながっていることは、実はそんなに珍しくはない。というより、一つの巨大なダンジョンの出入り口が地上に複数あり、その出入り口ごとに現代人がダンジョン街を作っている形になっているのだ。

　問題の『照しよう真しんの手鏡』がある場所は、ラルクの記録によれば『リグムント』の出入り口からダンジョン内部を西に三日ほどいった場所にある。単純に考えれば『エルツェン』の出入り口の真下にあるわけだ。

「すごいじゃない！　それだけの宝が、すぐ近くにあるなんて！　明日にでも向かって、絶対に見つけようよ！」

「ああ、うん」

　しかしアードは釈然としない表情でいた。口をへの字に結びながら、日誌の表面を指でなぞっている。

　リウナは目を瞬しばたたかせて、勢いに任せて突き上げた拳こぶしを下ろした。

「どうしたの、アード。元気ないね？」

「いや……話が出来すぎているのが気になってな。宝探しが順調な時は大抵［悪運ハードラツク］の前振りで、後で何かのしっぺ返しが来る気がするんだ。前の『星の砂』の時のように」

　以前、とても希少な宝をごくあっさりと手に入れたアードは、アクシデントからそれを目の前で石に変えられたという苦い記憶がある。それ以来、自分に幸運の風が吹いている場合は、後で何かあるに違いないと疑う癖がついていた。

　リウナが苦笑すると、猜さい疑ぎ心しんに凝り固まってる彼の肩をぽんぽんと叩たたく。

「大丈夫だよ、きっと。考えすぎだって。それに今回はわたしも行くわけだし、少しは安心でしょ？」

「……まあ、そうだな」

　少し考えてから、アードはうなずく。リウナの［強運フオーチユン］が自分の［悪運ハードラツク］をうまく抑えてくれることに、期待することにしたのだ。

　どのみち今の状況では、試練に合格できるかどうか微妙なのだ。なら、一いちか八ばちか望みをかけて、伝説の秘宝を探しに行くのも悪くない。

「お前らもそれでいいか？」

　娘たちにも確認を取る。三人は遊びながらもちゃんと聞いていたのか、嬉うれしそうに手を挙げながら応じた。

「……良いと思います……私も伝説の鏡見たい……」

「神器と呼ばれるのなら、技術的にも素晴らしいものなのでしょう。後学のためにも見ておきたいですね」

「あたしも！　鏡ってことはぴかぴか光るんだよね！　見たい見たい！」

「……フェニ、お前やっぱり鳥だな」

　アードはそう言って笑ってから、ふと首をかしげる。

　ぽふぽふと自分にくっつきながら、ピコの世話をする娘たちの様子はいつもの通りだ。しかし、どこか表情が暗いような気がする。

　そのことを彼女たちに伝えようかどうか悩んだが、その前にフェニが口を開いた。

「……あのね、アード。言っておきたいことがあるんだ」

　ぴたっ、と姉妹の手が止まった。フェニだけはピコの頭をなでる手を止めないで、どこか遠くを見るようにして言葉を続ける。

「今日、ピコの散歩してる時に、噂うわさを聞いたんだよ」

「噂？」

「冒険者がダンジョンを歩いているとね、変な声が聞こえるんだって……頭の中に直接響いてくるような声らしいよ……それが『子供を探しています』って告げるんだって。それから、何かはっきりとしない映像が頭の中に浮かんでくるの」

　フェニたちがその噂の内容を知ったのは、商店街を歩いている時だった。ちょうど、ピコの散歩の途中だったのである。

　その時、一人の冒険者に声をかけられ、呼び止められたのだ。重装に長剣ロングソードを携えた彼は、以前アードが助けた一四人の勇者のうちの一人で、リーダーを務めていた青年だった。

　名前をフィックスという彼は、冒険者ギルドで何回かフェニたちとも顔を合わせていたので、顔見知りであり、親しげに声をかけてきた。

『やあ、アード＝グラッサムくんの娘さんたちじゃないか、お久しぶり』

『『『お久しぶりです』』』

『こんなところで会えるとは、ちょうど良かった。君たちのことを探していたんだよ』

『『『探してた……？』』』

　その言葉に、かっくん、と首をかしげる三人に対して、彼は冒険者ギルドでもちきりになっているという、先ほどの噂話について教えてくれたのである。

「その謎なぞの声と映像の噂うわさなら俺おれも少し聞いたな。幽霊の仕業とか、魔物の精神攻撃とか、色々と推測が立っていたみたいだけど、情報が少なすぎて具体的な結論は出ていなかった」

　そして、ふと考える。どうしてフィックスはそのことをわざわざフェニたちに教えてくれたのだろう。

　彼が考え込んでいると、フェニが少し躊ちゆう躇ちよしてからまた口を開いた。

「それでね、フィックスが言ってたんだけど、冒険者の頭に浮かぶ映像が、昨日からはっきりしたものになってきたらしいんだよ……見た人の話によると、羽が生えた女の子、角が生えた女の子、瞳ひとみが金色の女の子だって」

「え、それって……」

「さらに、声は言っていたそうです……その女の子たちに、自分の子供を預けたと」

「……！」

　説明を引き継ぐユニの言葉に、アードは声も出ないほど驚いたが、同時に納得もした。

　頭に響く声が伝えてきたのは、間違いなく、フェニ、ユニ、ナーのことだろう。同じ結論に達したから、フィックスも彼女たちにこの噂について語ってくれたのだ。

　そして、声の主が彼女たちに預けた子供というのは──。

「恐らくはピコ……つまり、声の主はピコの親ということか」

　フェニは何も答えなかった。ユニとナーも同様だ。三人はただ黙って、いつの間にか眠りこけているピコを見ている。

　親が名乗り出た以上は、ピコを会わせなければならない。それは、娘たちも覚悟していたことだろう。そのために、今まで必死に探しもしていた。

　だが、いざその現実を目前にした時、すんなり心が納得するかどうかはまた別の話のようだ。彼女たちの表情には明らかに動揺の影が揺れていた。

　何か優しい言葉をかけてやりたい。だが、アードにはそれができなかった。今、下手に優しくしてしまうと、娘たちの決意を完全にくじけさせてしまう気がする。

　だから、一言だけ告げた。

「……できるな？」

　ピコと親を会わせてやることが。そして──いざとなれば、その親にピコを返してやることが。

　三人は唇を固く結んでいたが、やがて決意の表情で、「うん」とうなずいた。そして、すがるような目で、アードを見る。

「アード、ピコの親も探してあげて。アードならできると思うから」

「父上、私からもお願いします」

「……お父さん」

　娘たちに頼まれて、断れない父親がどこにいるだろうか。

「よし、任せておけ……手鏡も、ピコの親も、俺おれが絶対に見つけてやる」

　彼は力強く答え、娘たちは安あん堵どの表情を浮かべた。

　娘たちは改めて頼れる父に抱きつき、その光景をリウナが微笑ほほえましそうに見守る。

　家族の輪の中では、ピコが安らかな顔で寝息を立て、自分に約束された再会の運命も知らずにいた。




（──来る）

　直感が告げ、その獣は大きく首を持ち上げた。

　真まっ直すぐに向けた視線の先には、薄暗いダンジョンの天井しかないが、その向こう側からやってくるものを彼女は感じ取っていた。

（来る、坊やが）

　それは、幻獣の中の幻獣──サイファーとしての力がもたらした、一種の予知だった。

　彼女の中に、歓喜が満ちあふれた。

（やっと、これで、やっと──）

　それ以降は心の中でも言葉にできずに、彼女は喜びの咆ほう吼こうを上げる。

　その体からのびた影は深く濃く、石造りの床に水たまりのようにわだかまるのであった。





　　　　○






『照しよう真しんの手鏡』は意外とあっさり見つかった。

　ラルクが場所を細やかに書いていたこともあるが、何よりリウナが「この辺かな」と適当に通路を進んだら、次々に手記に記されている特徴と合致する場所へとたどり着いたのだ。〈強運の戦乙女フオーチユネイト・ヴアルキリー〉の面めん目もく躍やく如じよといったところだろう。

　道中では当然ながら危険な魔物やトラップが押し寄せたが、アードの実力と、娘たちのサポートで何とか切り抜けた。［悪運ハードラツク］がとんでもない形で作用しないか懸け念ねんもあったが、今のところはなりを潜めているらしい。

　そして彼らは、現在、手鏡が隠されているとされる隠し扉の前に立っているわけだが──残る問題として、ラルクですら倒せなかった最強の敵の存在があった。

　この部屋を守るのは、『デスフォートレス』と呼ばれる、全長三メートルの機械巨兵らしい。その戦力は、記述を読む限りは、あの『ドゥーム』すらしのぐと思われる。とてつもない強敵なのだ。

　だが、戦力的に不安はなかった。ラルクは戦いを挑んだ時に一人だったが、こちらは自分の他に『四大元素竜フオー・エレメンタル』をも瞬殺できる〈神獣〉の娘三人がいる。勇者たるリウナもいる。勝てる見込みは充分にあるのだ。

　だが──そもそもアードには、真っ正面からぶつかるつもりはなかったのである。




「グオオオオオオオオッ！」

　機械の合成音を雄お叫たけびのように上げて、デスフォートレスはアードたちの目の前から消失した。

　彼が最後に残した言葉は、恐らく「卑ひ怯きようだぞ！」とかその辺だったに違いないとアードは確信し、微苦笑を浮かべた。

　何しろ彼は機械の兵士としての任務を全うし、倒されたのではなく、どこかに消し飛ばされてしまったのだから。

「さてと、後は手鏡を悠々と取ってこの部屋から脱出だな」

「アード、ずっこーい」

「戦略だ、戦略」

　苦笑いを浮かべるフェニに、アードも同様の顔を返した。確かにずるかもしれないが、伝説の勇者ですら倒すのを断念した敵と戦うリスクは、回避するにこしたことはない。

　彼の隣ではピコが、少ししんどそうに息を切らせている。

「大丈夫ですか、ピコ？」

「……よく頑張ったね……はい、お水」

「あうん……」

　ピコが疲れている理由は明白だった。デスフォートレスを、このダンジョンのどこかに、念動力で飛ばしてしまったのは彼なのだ。

　恐るべしはサイファーの力だが、やはり相手の力が強いと念動力による干渉も一筋縄ではいかないらしく、かなりの消しよう耗もうを強いられたようだ。

　アードはピコのかたわらに跪ひざまずくと、そっと彼の背を撫なでながら告げた。

「ありがとう、ピコ。お前のおかげで助かったよ。大丈夫、これから休憩に入る。お前の好物の干し肉も持ってきたから、好きなだけ食ってくれ」

『干し肉』の単語に、ピコが「あん！」と立ち上がった。へっへっへっ、と舌を出してアードを見る。「肉！　早く！」という感情が伝わってきて、アードは苦笑し、フェニたちは顔を赤らめた。

「もう、ピコってばぁ。はしたないよ」

「少しは、節操というものを持ってください」

「……お母さんとして、恥ずかしいです」

　その口ぶりが、一人前の親のように聞こえたので、アードは微笑を浮かべた。ただし、少々複雑な笑みだ。この後に控えているもう一つの目的のことを、彼は忘れたわけではない。

　そこへ、リウナが彼らのもとに駆け寄ると、手にした品物を差し示した。

「アード。祭壇の上から、手鏡持ってきたよ～」

「……いや、お前な。罠わなとか仕掛けてある可能性も考えろよ。何、無造作に持ってきてるんだよ」

　まあ、リウナのことだからその辺も運で切り抜けられそうなのだが、見ているこっちが冷や冷やする。

　胸中でぶつくさつぶやきつつ、手鏡を受け取った、次の瞬間。

『探しました……冒険者と、その娘たちよ……』

「……！」

　声が響き渡り、アードは慌てて周囲を見回した。それから、はっ、と思い当たり、皆の顔を見る。

　一斉にうなずいた。どうやら、彼女たちにも声は聞こえたらしい。頭の中に直接届く声が。

『私は、あなたたちの言うところの、サイファーです。今、頭の中に直接話しかける力……念話テレパシーにより、あなたたちに直接話しかけています』

「サイファー、つまりピコの……この子の親だな？　教えてくれ、どこにいるんだ!?」

『その部屋より、さらに通路を進んだ奧おくです。今、あなたたちの頭の中にそこまでの順路を、映像として送ります……どうか、ここまで来てください』

　──そして、どうかその子に会わせて。私の子に。

　切なる願いを秘めた念話は、こうして途切れた。

　アードは、ふと娘たちの方を見る。

　緊張と、不安の色を表情ににじませながらも、彼女たちはうなずいてみせた。

「簡易魔法コテージを出すぞ。それで一休みしたら──ピコの親と対面だ」

　それだけ告げて、アードは娘たちに背を向けた。

　彼女たちがピコをぎゅっと抱きしめる姿が、見なくても彼には予想できた。




『簡易魔法コテージ』は、ダンジョン内で寝泊まりするためのマジックアイテムである。

　手のひらサイズから一瞬にして普通の家屋大に巨大化する小屋で、魔物よけの高性能結界がついていることから、ダンジョンでも安全に休憩することが可能なのだ。

　値段が高い割には使い捨てなのが欠点で、冒険者でも高レベルのものしか携帯していない。アードも使用はこれが初めてだが、彼の場合はこれまで一日二時間という制限を自分に課していたので、特に使う必要がないという理由もあった。

　ともあれ、コテージの居住性は最高だった。

　リウナの屋敷と変わらないほどの、ふかふかの絨じゆう毯たんがしかれた部屋の中で、一同は持ってきた弁当に手をつける。フェニ、ユニ、ナーも、やや無口ながらも、ピコにいつも通りの愛情を以もつて接していた。

　エサを与え、ブラッシングをし、なでてやる。その行動の端々に優しさと、別わかれの覚悟を感じ取って、アードもリウナも複雑な表情で娘たちとピコを見つめるのだった。

　その後、一眠りした彼らは、消滅の魔法文字を扉に描いてコテージを消すと、再びダンジョンの中を歩き出した。

　目的地はただ一つ、ピコの親の居場所である。

　フェニたちはもはや何も語らず、黙ってピコを抱きながら歩いた。時々交代して、姉妹まんべんなくピコのぬくもりが残るように、抱きしめる。

　実際には、ピコが彼女たちと別れるかどうかは、まだ決まっていない。実の親ではなく、育ての親を取る確率は決して低くないとアードは考えていた。孤児であった自分も、育ての親である先生に恩義と愛情を感じ、実の親に対する興味は薄れていったのだ。

　しかし、まだ親と離れてそんなに経たっていないピコが、再会の喜びにそちらを取る可能性が残っているのも確かだ。そのどちらを選ぶのか、ピコ自身に選ばせようとする娘たちの意志は貴いとアードは思う。

　その一方で彼自身は、娘たちには申し訳ないが、心が軽く躍っているのを感じていた。『照しよう真しんの手鏡』を手に入れたことが嬉うれしいのだ。これで九分九厘、試練をクリアしたも同然といえるだろう。

（これであいつらと俺おれは、本当の親子になれるんだ……誰かに悩まされることもなく）

　自分のことを父として慕したってきた娘たち。三ヶ月で一○○○万Ｇグレードなどという無む茶ちやな試練に挑む自分を、健けな気げにも支えてきた少女たち。

　そんな彼女たちの期待に応こたえることができる。そのことにアードは無上の喜びを感じていたのだ。ピコの親に向かうという目的がなければ、彼女たちを抱きしめて小躍りしていたかもしれない。

　だが、今はピコのことだ。大切な娘たちの決意を叶かなえてやるためにも、アードは毅き然ぜんと表情を引き締めると、精神を研ぎ澄ませて通路を歩いていた。

　ピコの親がテレパシーを使い順路を映像で送ってくれたおかげで、何とか道に迷うことはなさそうだ。しかし、ここは地下五二階だ。相変わらずむらがる敵とトラップを、アードたちは慎重に取り除かなければならなかった。

　魔物を剣で斬きり裂き、罠わなを長槍バルデイツシユで破壊し、アクシデントで崩れる天井などは炎で塵ちりも残さず焼き尽くす。

　そして、彼らが想像以上の悪路に疲弊しきったころ、それは唐突に現れた。

　部屋全体が何かの結晶クリスタルで覆われたような部屋。屈折した光が神秘的な輝きを産むその中央に、毛むくじゃらの巨大な生物が鎮座していたのだ。




『待っておりました……』

　生物は意志を伝えてきた。頭の中に響く声を。

　透明な翼、巨体に相応の角、そして金色の瞳ひとみを持つ生物を見上げ、一同を代表してアードが尋ねた。

「あんた、サイファーだな」

『はい、そしてあなた方に語りかけていたものです……探しておりました、我が子を……お願いです、どうぞ返してください』

「その前に尋ねたい。あんた、何で自分の子供を手放した？　それを今になって探していた理由は何だ？」

『私は、襲撃を受けたのです……私を食らい尽くさんとする邪悪な影に……その影は、我が子も狙ねらっていた。だから、力のあるあなた方に託すことにしたのです……あなた方のことは、偶然感じ取り、見ておりました……』

　そして、サイファーは不思議そうに自分を見るピコに、慈じ愛あいに満ちたまなざしを向ける。

『幸い、邪悪な影は私の力で封じ込めました……だから、我が子を迎えるために探していたのです……もう一度、母として、子として、共に暮らすために』

　その言葉に、びくっ、とフェニたちの肩が震えた。ピコを抱きしめる腕が、少し力を増す。

　アードは彼女たちに目を向けてから、深々とサイファーに向かって頭を下げた。

「俺おれたちはあんたの子供を預かった。その事実に免じて、一つだけ許しを請いたい。あんたと俺の娘たち、どちらを本当の親と認めるか、ピコに──あんたの子供に直接選ばせたいんだ」

「お願いします！　ピコのお母さん！」

「ピコは、我々の子供でもあるのです」

「どうか、ピコに選ばせてあげて……ピコのためにも」

　娘たちも一斉に頭を下げる。

　サイファーはしばし黙っていたが、やがて押し殺すような念をこちらに向けてきた。

『よろしいでしょう……では、我が子をこちらへ……最終的にどちらを選ぶか、任せましょう』

　この時、アードはピコの母親が少し不機嫌そうな声を出しているのに気づいた。恐らくは自分たちの提案が実の親からすればとんでもないものだからだろう。

　だから、それを飲んでくれた向こうの気持ちに応こたえるためにも、ピコを彼女のもとに下ろし、本当の親を選ばせなければならない。

「フェニ、さぁピコを……」

　呼びかけたその声を、アードは呆ぼう然ぜんとすぼめた。

　フェニが目を丸くする。フェニだけではない、ユニも、ナーも、リウナですら、驚きの表情を浮かべた。

　そして、アードも。フェニの腕の中のピコが、不意に目を鋭く細めると、うなり声を上げて威嚇を始めたのだ。

「ぐるううううううっ！」

　彼がにらんでいるのは真正面──自分の母親に対してだった。

　困惑するように、母親が念を飛ばしてくる。

『どうしたのです、坊や。さぁ、こちらに……！』

　声は続かなかった。

　不意にピコが力を解き放ち、自らの母親を突き飛ばしたのだ。

　念動力に押された母サイファーは、壁に打ち付けられ、悲鳴を上げる。

「やめて、ピコ！　どうしたの！」

「……お母さんだよ、ピコ」

「落ち着いてください、今すぐ！」

　娘たちも絶叫を上げるが、返ってきたのはピコのむき出しの感情だった。

『危険！　危険！　危険！　危険！』

　壊れたアラームのように意志を放ち続け、さらに母親をにらむ目を強める。

　そして一際大きく吠ほえた時、彼の心の奧底からの叫びが、その場の一同に伝わった。

「……『これは、お母さんじゃ、ない』？」

　その感情を、フェニが読み解いた時。

　ゆらぁっ、とピコの母親が立ち上がった。

　巨体の下に黒い影をにじませて──それがサイファーのものでないことに、アードは初めて気づいた。

「何だこの影……お前は一体、何者だ！」

　直感が双剣を抜かせる。リウナも長槍バルデイツシユを構えていた。彼女もまた、目の前のサイファーがどこかおかしいと気づいたようだった。

　サイファー、いやサイファーの姿をした何かは「ニヤァ」と笑った──ように見えた。実際にはそのような邪悪な意志が、テレパシーで伝わってきたのである。

　影が立ち上がった。黒い、巨大な影が。それは巨体を取り巻く黒いオーラとなり、背後で一つの像を結び上げた。

　揺れるエネルギーのせいでその実体ははっきりと見えないが、確かに竜の姿をしているとアードは思った。

『もう少しだったのに……よくぞ見破ったな、サイファーの子よ』

　黒き影の竜は愉快そうに笑うと、ピコをにらんだ。

　それだけで、ピコが吹き飛びそうになる。慌ててフェニがそれを押さえつけ、そのフェニを姉妹とアードが後ろから支えた。

　同時に、ピコが恐怖の感情と、がむしゃらな攻撃の意志を邪悪な影に向ける。

　即座に影はサイファーの体の中に引っ込み、そのピコの力を迎え撃った。念動力同士がぶつかり、部屋の中央で氷が凝結するような音が響き渡る。

　が、それも一瞬。すぐにピコごとアードたちは吹き飛ばされた。アードは何とか娘たちをかばって背中を壁に打ち付け──そして、あることを思い出していた。

「黒い影、竜、そして恐らくは他の生物への寄生──ひょっとしてこいつは！」

　叫んでいる間に、サイファーの体はじわりじわりとにじり寄っていた。弱者をいたぶる快感が、アードたちに念となって伝わってくる。

『やはりすごいな、サイファーの力は……今まで集めてきた魔物の中でも、最高の味わいだ。そして、もう一つ……我が物に出来る力がそこにある』

　サイファーの中から冷たく邪悪な意識がほとばしり、ピコを射い貫ぬく。

　ピコは震えていたが、やがてフェニの胸にうずくまると、ユニや、ナー、アード、それに心配して近寄ってきたリウナともども彼らを特殊なフィールドで包んだ。

　次の瞬間、その姿がかき消える。












『……瞬間移動をしたか。だが、逃がさないぞ』

　邪悪な意志はつぶやくと、ピコと同じように、サイファーの体を虚空にかき消えさせた。





　　　　○






「『シャドウドラゴン』？」

　ダンジョンの外部。入り口へと石の舗装路がのびる、町外れの草原にて。

　ピコの瞬間移動で脱出してきた一同は、アードの言葉を聞いて目を丸くするのだった。

　アードはうなずくと、解説を続ける。

「ああ、『影竜』とも呼ばれる恐ろしい魔物だ。ドラゴンといっても幻獣ではなく、フェニックスやユニコーン、ナーガのように神獣に分類される。神話や伝承にしかその名前が出てこない、極めて希少な存在だということだ」

　それが実在した。遭遇した事実だけでも、アードたちは伝説に名を残す資格を得られるだろう。だが、さらに襲撃を受けたとなると──これはもう幸運なのか不幸なのか、判然としない。

　アードが複雑そうな表情をしていると、リウナが尋ねてきた。

「それで、そのシャドウドラゴンはどういう力を持ってるの？」

「ああ、伝承が正しいなら──そして今回の件を見る限り間違ってないと思うが──シャドウドラゴンは一種の精神生命体だ。悪霊みたいなもんだよ。他の生物に乗り移り、その肉体と能力を乗っ取るんだ。一度乗っ取られた肉体は憑ひよう依いから逃れられず、やがて消滅していき、結果として能力を得たシャドウドラゴンだけが残る。そうしたら、シャドウドラゴンは次の目標を探し、住処すみかである『次元の狭間はざま』──一種の異世界らしい──をうろつくそうだ」

　口にしながら、アードは嫌悪感を隠せなかった。ただ他者に憑依し、その能力をむさぼることだけがシャドウドラゴンの行動理念なのだ。こうすることで純粋に自分を強化するのが目的とされているが、それが本当ならこの影竜は自分で努力することを嫌う、ただのハイエナ野郎である。

　と、ユニが顔色を変えて叫んだ。

「ちょっと待ってください！　なら、あのサイファーは！」

「ああ、恐らくピコの母親でシャドウドラゴンに乗っ取られたのだろう。ピコを求めていた理由は、ピコ自身の力も奪おうと考えたからだ。サイファーの力は非常に強力だ、奴やつにとって魅力的に感じないはずがない」

「そんな……」

　ナーが小さくつぶやく。アードの言葉が正しいなら、ピコの母親はもう助からない。

　フェニが無言でピコを抱きしめた。あどけないサイファーは、小首をかしげて彼女を見上げる。

「……せない」

　彼女が、何事か小さくつぶやいた、その時。

　ふと、大きく破裂するような音がしたかと思うと、彼らの目の前に大きな質量を伴う存在が現れた。

　サイファーだ。アードは内心焦った。ダンジョンから脱出したことで完全に安心していたのだが、敵はどうやらこちらを追いかけてきたらしい。

『もう逃げられん。先ほど、そのサイファーの子供には念動力で精神の糸を結びつけさせてもらった。この糸がある限り、我われはお前たちを何度でも襲撃する……諦あきらめるのだな』

　邪悪な意志が、勝ち誇った感情を伝えてくる。

　アードは歯がみすると、双剣を抜き放った。どうやらここで迎え撃つしかないらしい。リウナも真剣な表情で長槍バルデイツシユを召喚する。

　だが、構える前に動きが止まった。彼らの前に、三人の少女たちが進み出る。

　フェニは抱きしめていたピコを地面に下ろすと、シャドウドラゴンをにらみつけた。

「……許せない」

「フェニ……？」

「ピコを襲うなんて……ピコのお母さんの体で、ピコを襲わせるなんて……そんな酷ひどいこと、絶対に許せない！　あたしは今初めて、心の底から何かを滅ぼしたいと思った!!」

　その声に、背筋がぞくりとするような気迫を認め、アードも、そしてシャドウドラゴンも、一歩後ずさる。

　姉に追随するように、ユニとナーも伏せていた顔を上げた。そのどれもが、激しい怒りを秘めていた。

　やがて三人は光を放つと、三体の伝説の獣──神獣へと姿を変えた。

『何だ、こいつらは……巨大な獣に変身しただと!?　こんな生物、見たことないぞ！』

　シャドウドラゴンが動揺している間にも、炎の怪鳥と化したフェニは、アードに向かって鋭い叫び声を上げた。

「アード、乗って！　あいつを倒すんだから！」

「……しかし、フェニ。ピコの母親は……」

　そこまで言うとフェニは押し黙った。今の彼女は鳥の姿をしているのでその表情はわからないが、心がアードには伝わってきた。

　彼女も理解したのだろう。もはや、ピコの母親を救うには、彼女ごとシャドウドラゴンを倒すしかないと。

　なら──その業は、娘たちに背負わせるわけにはいかない。

「リウナ！」

　瞬時に覚悟を決めて、リウナを振り返る。黙ってうなずいてくれた。

　あのサイファーは──シャドウドラゴンは、自分たち大人の手で止とどめを刺す。

　二人は武器を構えると、アードはフェニの背に、リウナはユニの背に立った。

「リウナ、特別に乗せてあげるんですから、感謝してくださいよ」

「……行きます！」

　ユニとナーの声もとどろき、一同は呪のろわれたサイファー目がけて突撃をかけた。

　一方、影に潜むシャドウドラゴンは、こちらに向かってくる獣たちを目を細めて見つめていたが、やがて嘲ちよう笑しようするような声を上げた。

『滅ぼす？　お前たちのようなか弱い存在が、最強の生物である我われを？　そのような世よ迷まい言が現実には通用しないと、今証明してやろうではないか』

　そして彼は、自分の中に眠る『能力』を選択する。

　今まで数多あまたの生物から奪ってきた、強力な力。そのうちから一つを選択し、発動させた。

「「「「「……！」」」」」

　こちらに向かってくる獣と人間が、驚きよう愕がくに目をみはるのがわかる。

　同時に、視野の中の彼らがどんどん縮小化されるのを見て、シャドウドラゴンは勝ち誇った哄こう笑しようを上げた。

　──ただし、実際には人間たちが小さくなったのではない。

　シャドウドラゴンが潜むサイファーの肉体が、小さな山ほどに大きくなったのだ。

「行くぞ」

　シャドウドラゴンは、ほくそ笑むように思念を放つと、サイファーの口を大きく開く。

　その口腔の奥にまばゆい光が点ともるのがアードには見えた。

「……何だ、あれは？」

　訝いぶかしがる前に、危険の予感が胸を貫き、彼は急ぎ全員に「よけろ！」命令を下す。

　刹せつ那な、サイファーの口の奥の光がその光量を増したかと思うと、「ゴウッ」という音と共に巨大な白い帯と化して放たれた。

　それは真まっ直すぐにアードたちがいた空間を抜け──その後ろにある『エルツェン』の街めがけて突き進むのであった。




『エルツェン』を含め、ダンジョン街の周囲には城壁が張り巡らされている。

　万が一ダンジョンから魔物が漏れ出て、街に襲いかかってきた場合、その被害を最小に食い止めるようにするものである。

　そのために、普通の街のものよりも頑丈に作られたその城壁は、魔法によって強化も施されていて、ドラゴンや魔神の一撃にも平然と耐えうる強固さを持っていた。

　だが、この城壁の不沈の歴史が、今破られる。

　突如放たれた一条の光によって、城壁は一瞬にして蒸発し、その被害は壁にとどまらず、内側の街の一部にまで達した。

「うわああああっ？」「きゃああっ？」「わああああっ！」

　人々が悲痛な声を上げる中、光は舗装された通路と建物をいくつかなぎ払い、消し飛ばした。さらに、光が持つ熱エネルギーが大気を膨張させ、爆発と衝撃を周囲に振りまく。

　瓦が礫れきと化した建築物の中には火の手が上がるところもあり、それは隣家にも燃え移り、住民の悲鳴とわめき声は数を増した。

「一体何があったんだ!?」

　叫ぶ住民たちは、やがて城壁の隙すき間まから向こう側に、大きな生物の影を見た。

　今まで見たことのない巨体がこちらを向いていると悟ると、戦せん慄りつが彼らの背を走った。




「なっ……」

　アードは上空を旋回するフェニの背から、城壁と街の一部の崩壊を見て言葉を失った。

　あの光は巨大化したサイファーの口から放たれ、自分たちに向かって伸びたのだ。とっさに回避したから助かったものの、直撃すれば塵ちりも残らず消えていただろう。

『くくく、ドラゴンの一種「ゴールドドラゴン」から奪った「レーザーブレス」だ。もっともそれだけではこれほどの破壊力はないが、伝説の魔神「ブロッケン」から奪った「巨大化」の力を使えば、こうもなる』

　シャドウドラゴンの得意げな感情がアードたちに流れてきた。

『ブロッケン』が持つ『巨大化』の力は、体だけでなくその能力まで数百倍に高めてしまう。『レーザーブレス』が城壁を吹き飛ばすほどの威力になったのは、このためだろう。

　何て厄介な敵なんだ。アードは舌打ちしながら、それでも双剣を構えた。下では同じくブレスを回避したユニとリウナ、それにナーが、別々の方向から攻撃を仕掛ける。

「「「ええええええいっ！」」」

　タイミングは完かん璧ぺきだった。ほぼ同時でありながら、絶妙にタイミングをずらした攻撃は、避けられぬ刃やいばとなってサイファーの体に食い込むはずだった。

　それが、打ち破られた。不可視の力によって、彼らは方々に吹き飛ぶ。

『バカめ、サイファーの念動力を忘れたか。これも巨大化によって力を増しているぞ』

　苦く悶もんの声も上げられず、地面に叩たたき伏せられた二人と三匹を見て、シャドウドラゴンが嘲ちよう笑しようの念を送ってきた。

　アードは必死に立ち上がると、全員に声をかける。

「だ、大丈夫か……」

「わたしは、何とか……」

「あたしも、平気だよ、でも……」

「このままでは歯が立ちません」

「……悔しいです」

　ナーの言葉が、全員の心情を語っていただろう。

　このままでは、シャドウドラゴンに勝てる見込みがない。それほどまでに敵は強力なのだ。少なくとも、自分たちだけで太刀打ちできる相手とは思えなかった。

　その間にも、サイファーの肉体は目を赤く光らせ、アードたちに向かって口を開く。まずい、とアードは戦せん慄りつした。再びレーザーブレスを放ってくるに違いない。

　ダメージを負おった彼らに、それを回避する余裕があるかどうか。

（せめて、娘たちだけでも……）

　何とか庇かばおうと、アードは立ち上がった。だが、体が言うことを聞いてくれない。

　その間にも、サイファーは勝利を確信した笑みを浮かべ、ほとばしる閃せん光こうを口から吐き出し──そして。




「僕のライバルに、手は出さないでもらおう」




　声が響くや否や、彼らの前に沢山の札が投げつけられた。

　それは光の障壁を大量に生み出し、レーザーブレスを相殺する。

『なっ!?』

　サイファーの中のシャドウドラゴンは驚きの声を上げたが、それはアードも同じことだった。救いの主を見て、思わず目を丸くする。

「お前、ベイ!?」

「やあ、見たところ君たちが窮地だったようなのでね。助太刀に来させてもらったよ」

　ベイは朗らかな笑顔を向けると、［怪力ハイパーストレングス］で運んできたのであろう、巨大な荷物を持つユフィにうなずいてみせた。

　そこから大量に様々な護符や武器や、見ただけでは用途のわからないアイテムを取り出す。

「な、何だ、それは？」

「我がコレクションのマジックアイテムさ。どれも伝説級の逸品ばかりだよ。これならあの魔物とも対等に戦えると思ってね」

「……それ、いいのか、大切なコレクションなんだろう？」

「使わなければ、道具には何の価値もないさ」

　あっさりと言い捨てると、ベイは大きな筒型のアイテムを手に取った。同時にユフィが鉄球と鎖をつないだような武器を持ち、サイファー目がけて走り出す。

『何を目障りな……消えろ！』

「それはこちらの台詞せりふだ！」

　ベイがサイファーに叫び返すと同時に、筒の中からレーザーブレスのように高熱を持つ閃せん光こうが生まれ、巨大な獣目がけてほとばしった。

　サイファーはそれをよけようとするが、その前にユフィが鉄球を投げる方が早かった。

　鉄球が放たれると同時に、一メートルくらいしかなかった鎖は無限に伸び始め、巨体をがんじがらめに縛り上げる。そこに閃光が着弾し、巨獣は悲鳴の念を飛ばす。

『うおおおおおおっ!?』

　しかし、それでも巨体はさしたるダメージは受けていないようだった。忌々しげな声を念に変え、サイファーの姿をしたシャドウドラゴンは猛然と吠ほえた。

『おのれ、ザコが一人二人増えたところで……！』

「なら、一三人ではどうかな」

「……えっ？」

　今度は、アードの顔が輝いた。

　彼らの後ろには、いつの間にかフィックス率いる一三人の勇者──ドゥーム討伐の時に組織された彼らが立っていたのだ。

「街を守るのは、我々冒険者の、勇者の役目」

「城壁を破壊した罪は、その身を以もつて償ってもらうぜ！」

「ついでに苦戦しているようなので、助太刀に来ましたわよ、グラッサムさん」

　勇者の一人であるスミカが微笑ほほえみながら手を振った。

　そして勇者たちは表情を引き締めると、素早く散開して方々からの攻撃に移る。彼らが振るう剣が、槍やりが、魔法が、サイファーの体に少しずつ傷をつけていった。

『くっ、この……うろちょろと！』

　さすがにこれだけの数の勇者＋大量の伝説級マジックアイテムに押されては、シャドウドラゴンも思うように動きが取れないようだった。

　特に勇者たちはドゥーム戦の時のように、ガイアドラゴン相手に消しよう耗もうしていることもない。調子も完かん璧ぺきだ。その術技の一つ一つが、鋭く冴さえ渡わたっている。

「食らえ、『七支刀セブンズブレード』の一撃を！」

「「分身剣奥義、《双頭の蛇剣身ダブル・デイアボロス》ですわ！」」

「究極破壊魔法──【魔素崩壊破デリス・カタストロフ】！」

『うおおおおおっ？』

　やがて、巨獣の体が、ぐらり、と揺れる。隙すきが生じた。

「今だよ、ユニちゃん！」

「ええ！」

　リウナの合図で、ユニが走り出した。一角の白馬は巨獣に体ごとぶつかるようにして攻撃を仕掛ける。同時にリウナが背から跳躍し、サイファーの頭を長槍バルデイツシユで切りつけた。

「ええええやああっ！」

　眉み間けんに深々と突き刺さり、サイファーは絶叫をあげた。

　だが、倒すまでの決定打にはなっていない。アードは急ぎ、フェニの背に乗った。

（幸い、今なら大技もたたき込める。《不死鳥の獄炎フエニツクス・インフエルノ》なら、あいつの体を焼き尽くすことも可能だろう）

　そして、彼らが宙を舞ったその時──。




　──お母さん！




　突如、悲ひ愴そうな感情が胸を打った。

　はっ、とアードとフェニは、その感情の主に気づき、そちらに目を向けた。

　ピコは震えながら、傷つくサイファーの姿を見ている。

　彼もまた理解したのだろう。取り付く邪悪な影と共に、自分の母は滅びる運命なのだと。

　もしかしたらこの時、まだ物心がついてなかった幼き獣は、初めて肉親に対する愛情というものを知ったのかもしれない。

　彼はただ、哀かなしそうな声で鳴き、そして嘆なげくのだった。

　お母さん、お母さん、お母さん──！

「アード！」

　耐えきれなくなったように、フェニが叫んだ。

「お願い、ピコのお母さんを助けてあげて！」

「いや、でも……」

「あたし、ピコの悲しむ顔を見たくない。お願い、アード！」

　血を吐くような悲痛の声で、フェニはアードに必死に願う。

　そうしてやりたいのは、アードもやまやまだった。だが、方法が──。

　と、今まで会話を聞いていたナーが、近くに寄ってきて、つぶやくように言った。

「お父さん……鏡……」

「え……？」

「……『照しよう真しんの手鏡』を使えば、ピコのお母さんとシャドウドラゴンを、分離できるんじゃないでしょうか……」

　その言葉に、アードは黙りこくった。

　正直、考えなくもなかった案だ。『照真の手鏡』は、神に憑ひよう依いした悪魔すら分離させた神器である。使えば、シャドウドラゴンを切り離すことができるかもしれない。

　同じ結論に達したのか、フェニの声が、ぱぁっと輝く。

「それだよ、アード！　鏡、使おうよ！」

「ダメだ！」

「え……？」

「……『照しよう真しんの手鏡』は、使えば砕け散る。俺おれはこれを……失うわけにはいかない」

　これを失えば試練はクリア不可能となり、娘たちは『魔ま導どう研究室』に引き取られる。彼女たちがどのような目に遭うのか予想はつかないが、マジックアイテムとして研究される以上、決して人としての尊厳を保たれるような扱いはされないだろう。

　それだけは、彼は防がなければならなかった。そのために今まで頑張ってきたのだ。

（俺は父親なんだ。これからもずっと、こいつらの父親でありたいんだ。だから、どんなことをしてでも、こいつらを守らなければならない！）

　たとえ、ピコの母親を犠牲にしても。

　その思いが伝わったのか、フェニもナーも沈黙を保っていた。今は必死にサイファーの足止めに加わっているユニも、同様の反応を示しただろう。

　やがてフェニが、ぽつり、とつぶやいた。

「アード、あたしね。最初はアードの真ま似ねがしたくて、ピコのお母さんやってた。そうすれば、アードに近づける気がして……でもね、今は違うの」

「フェニ？」

「理屈とか関係なくて、ピコのことが大切なの。お母さんとして、ピコのために何でもしてあげたいの。それが、自分が損することでも……だから、アード、お願い」

「…………！」

　言葉より、娘が泣きそうな声を出しているという事実が、アードの心を強く打つ。

　同時に彼は自分が大きな過ちを犯していることに気づいた。

（そうだ……俺はこいつらの父親でありたいんじゃない。こいつらの期待に応えられる父親でありたいんだ。それなのに、娘を泣かせてどうする……選ぶしかない。ピコと娘たち、二つのうちどちらかじゃなく、二つとも両方を！）

　彼は覚悟を決めると、フェニに告げた。

「フェニ、サイファーの頭上まで飛んでくれ。手鏡を使うぞ」

「アード……」

「……そして、安心しろ。これを失ったからって、お前たちを『魔導研究室』に渡したりはしない。必ず、試練にも打ち勝ってみせる」

「うん！」

　その頼れる声を聞いて、フェニは心から笑ったようだった。

　同時に、ナーがサイファーめがけて突進を開始する。彼女も敵の注意を引くのに一役買ってくれるらしい。

　フェニとアードは、一度天高く舞い上がると、サイファーの頭上目がけて飛ひ翔しようした。

　その間にアードは精神を集中させ、《特殊機械知識スペシヤルクラフト》の神獣スキルを発動させる。『照しよう真しんの手鏡』の使い方が、はっきりとわかった。

　裏側に彫ってある古代文字に指を当て、なぞるように動かす。文字は光を放ち、すべての準備は整った。

　アードは鏡をサイファーの体に向けた。刹せつ那な、光が鏡面から放たれて巨獣を包み込み、そして黒いもやのようなものを分離させた。

「攻撃中止……してください！」

　ナーが必死に叫び、勇者たちの攻撃を止めさせる。サイファーの巨体が地に倒れ伏すと同時に、アードの手の中で鏡は粉々に砕け散った。

　だが、彼はそれに拘泥していなかった。今は、目の前に浮かび上がった黒いもや──竜の形を取るそれを、倒すのが先決と心得ていたからである。

「これでもう、何の躊ちゆう躇ちよもなく奴やつを片付けられる。いくぞフェニ！」

　アードは叫ぶと、双剣を抜き放った。同時にフェニが、彼を背に乗せて宙を飛ぶ。

　思わぬ反撃に、シャドウドラゴンは相当に慌てていたようだった。サイファーの取り込みに失敗し、もはや念動力をなくした彼はテレパシーも使えなかったが、それでもあふれ出る感情がアードたちには伝わった。

　恐怖だ。

　サイファーの力を失ったことで、自分が劣勢になったことに気づいたのだろう。身を翻して影の姿のまま羽ばたく。

　空間にひずみが走った。伝承通りに彼が住んでいる、『次元の狭間はざま』へと逃げ込もうとしているようだ。

　だが、アードはそれを見逃すつもりはなかった。自分のために、他者から無む理り矢や理り力を奪っていく邪悪な存在を、彼は放置する気はさらさらなかったのだ。




「何より、ピコを狙ねらうために親であるサイファーを利用したこと、同じ親として許すわけにはいかない！　塵ちりも残さず消し去ってやる！」




　そして彼は剣をこすりあわせる。黒い炎──《不死鳥の獄炎フエニツクス・インフエルノ》がほとばしった。

　同時にフェニも、その口から同じ炎を吐き出し、二人は一斉に黒い獄炎をシャドウドラゴンへと吹き付けた。

「「おおおおおおおおっ！」」

　両者の気合いがシャドウドラゴンを包み込み、瘴気のような炎は禍まが々まがしい触手と化してその体をむしばんでいく。

　次の瞬間、獄炎は膨ふくれあがるように燃え広がる。伝説の神獣はその黒い炎の中でもがきながら、アードの宣言通り、存在の痕こん跡せきすら許されず消滅するのだった。





　　　　○






　シャドウドラゴンは倒れ、『エルツェン』の街は再び平穏を取り戻した。

「それでは、私たちは街の救済活動があるので。またお会いしましょう」

　そう言って、スミカと勇者たちは街へと引き上げていった。

　この時、彼らは微妙に流れる緊張の空気を感じ取っていたのかもしれない。それはピコを抱きかかえる、元の姿に戻ったフェニたち〈神獣〉から放たれていた。

「アードくん、ライバルとして窮地を颯さつ爽そうと救ってやったのだ！　少しくらい娘さんたちを貸してくれても……ああ、何をする!?」

「帰りますよ、ご主人様」

　空気が読めなかった貴族は、従者が引きずって行く。帰り際、こちらを、ちらっ、と見やったところを見ると、彼女も察してくれたようだった。

　やがて、その場にはアードとリウナ、そして三人の娘とピコが残った。

　シャドウドラゴンの呪じゆ縛ばくから解かれ、元のサイズに戻った母サイファーの下に、おずおずと娘たちが歩みよる。

　フェニはピコを地面に下ろすと、優しい声で告げた。

「さあ、ピコ……選んでいいよ。どっちと一緒にいたい？」

　その心中を察したか、ピコは迷うように彼女と妹たちを見上げたが、やがて母親の方に駆けだした。

　母サイファーは子供を足下に寄せると、顔をこすりつけた。甘えるように、ピコが「くぅん」と鳴き声を上げる。

　その光景を、もう頭の中で描いていたのだろう。フェニ、ユニ、ナーは、納得した笑顔で親子二匹を見つめた。

　彼女たちの、お母さんの時間は終わったのだ。

『ありがとうございます……』

　テレパシーが聞こえてきた。ピコの母の声が。

『あなたたちには、何度お礼を言っても足りません……もしもまた会う時があれば、身をなげうってでもあなたたちの力になりましょう……この子も、そう望んでいると思います』

　その真しん摯しな言葉に、アードが微笑を浮かべて応じた。

「ありがとう、ただ、そこまで気を遣わなくてもいい。その代わりと言っては何だが、もしも可能ならまた娘たちとピコを遊ばせてやってくれ。こいつらは、その子のことが気に入ってるんだ」

『無論です。落ち着いたら、またお礼に参りましょう。人間の冒険者よ、そしてその娘たちよ……本当にありがとうございました』

　そして、その言葉を皮切りに、二匹のサイファーは体をかすませる。

　消える直前に、ピコの感情が確かに流れてくるのがわかった。

『ありがとう、「お母さん」たち……とても楽しかった』

　フェニたち三人は顔を見合わせると、笑って手を振る。

「あたしたちも楽しかったよ、ピコ！」

「体には気をつけるのですよ」

「……また、会おうね」

　その言葉に、ピコが喜びの感情を返し──二匹の幻獣は、地上から姿を消した。




　街への帰り道を、三人の娘が歩いていた。

　彼女たちは自分の役目を終え、今やその思い出に浸っていた。

「良かったね、ピコ。お母さんに会えて」

「楽しそうでしたものね」












「……お母さんも喜んでいたし、本当に良かったです」

　そして少し口をつぐんでから、再びつぶやいた。

「でも、もうピコのごはんを置くお皿、必要なくなったね」

「ブラシも、ですね」

「……干し肉、残っちゃった……どうしよう」

「それに、もう散歩に連れて行く必要もないんだよ。暇になるかなぁ」

「体調を記録することもないとは、まったく張り合いのないことです」

「街の人、みんな可愛かわいがっていたのになぁ……」

　ぽつり、ぽつり、と言葉がしみ出していく。

　後ろを歩くアードやリウナには、その表情は見えない。ただ、娘たちの声が清すが々すがしく楽しそうで、それはいつもの彼女たちと同じものだった。

　だから──。

　ふと、彼は立ち止まると、娘たちに告げた。

「……あのな、一つ聞いてくれるか？」

「なに、アード？」

「その、何というかな……俺おれは、何だかんだでお前たちのことが気に入っているんだ。お前たちがいない生活なんて考えたくもない。だからこそ、時々想像するんだが……お前たちが俺の前からいなくなったら、きっと俺は耐えきれずに泣いてしまうと思う」

　振り返った少女たちは、きょとん、とした表情を浮かべた。言葉の内容は嬉うれしかったが、アードがなぜ、突然そんなことを言うのかわからなかったのだ。

　照れたようにそっぽを向きながらも、アードは言葉を続ける。

「要するに、お前たちは俺のできなかったことをしたってことだ。笑って、ピコを送り出してやった。偉かったぞ」

　そして彼は、ふと優しい微笑を浮かべると、娘たちを真まっ直すぐに見つめて告げた。




「……だから、もう我慢しなくてもいいんだ」

「「「え……？」」」

「お前たちが、どれほどピコを可愛がっていたか、俺は知っている。そして、そのぶん誰よりも寂しさを感じていることも。明るく振る舞って耐えるのも結構だけどな、そういう感も情のは俺の前では吐き出してもいい……俺たちは、家族なんだろう？」




　その言葉に、呆ぼう然ぜんとしていた三人の目が、ますます大きく開いていく。

　しかしそれはすぐに細まると、やがて顔全体がくしゃくしゃにゆがみ、そして──。

「「「────っ！」」」

　彼女たちは感極まったようにアードに駆け寄ると、胸に飛び込んで顔を埋めた。

　肩をふるわせ、「うっ、ううっ……ぐっ、ずっ……うぅっ」と嗚咽おえつだけを漏らす。

　それでも泣き声を上げないのは、母親であった彼女たちなりの矜きよう持じなのかもしれない。最後まで親として泣き顔を見せたくない、そう思っているのだろう。

　たとえ、この場に子供がいなくても。

　娘たちの気持ちをくみ取り、アードもそれ以上何も言わず、背中を優しく叩たたいてやった。

「本当によく頑張ったな、お前ら。ピコのために、立派にお母さんをしていたぞ」

　リウナも「偉かったね、すごいよ」と声に慈じ愛あいをにじませ、その頭をなでてやる。

　少女たちは、何度も何度もうなずき、ただ黙って耐えるように、泣き声を押し殺すのであった。




　三人の娘を抱きしめ、嗚咽が収まるまで待ってやりながら、アードはふと思った。

（こいつらも頑張ったんだ……次は俺おれが頑張らないといけない番だな）

　親として、責務を果たさなければならない。

　そのためには、失った神器のぶん、何としてでも宝を見つけなければならないのだ。

　しかし、どうやって？

　疑問が脳裏に浮かぶ頃には、彼は一つの解決策を見いだし、実行の決意を固めていた。

　胸の中の少女たちを慰めることに比べれば、それははるかに簡単なことに思えた。













終章




　シャドウドラゴンを倒してから、数日後。

『エルツェン』では珍しく雨が降っていた。

　太陽は隠れ、何となく心まで暗くなりそうな薄い影が、街全体を覆っている。

　それに影響されたわけでもないが、リウナの屋敷には重く静かな空気が漂っていた。

　フェニ、ユニ、ナーが、黙りこくったままうつむいているのだ。

　三人はピコのことを引きずってるわけではなかった。ただ、あることを心配してずっとこの状態でいるのだ。

　隣でお茶と焼き菓子の準備をしていたリウナが、ふと明るい声で彼女たちに告げる。

「大丈夫だよ、アードを信じよう？」

　しかし、「うん」「ええ」「……はい」と肯定的な言葉は流れたものの、その声にはどんよりとした重しが乗っかっている。

　リウナも本当は、内心は彼女たちと同様だったのだが、自分まで沈みがちだと〈神獣〉たちを励ますことができない。頰ほおを両手で軽く叩たたき、活を入れて家事に戻る。

　ふと、雨水に濡ぬれた窓から外を見た。

（アード、わたしもアードのこと、信じてるからね）

　その言葉をかみしめ、彼女はポットからカップに紅茶を注いだ。

　──そして、五日近くが過ぎた。





　　　　○






「ふあああああ」

　冒険者ギルドの酒場にて。眠そうにあくびをかみ殺すと、ラナンは手にした書類を改めて見つめた。

　そこに書いてあることは事務的なもので、書式も簡素なものだ。

　だが、これを手に入れるために、彼女は何度も『魔ま導どう研究室』の室長の前に足を運び、方々をかけずり回り、そしてそれらの回数以上、頭を下げなければならなかった。

「やっぱり、私は思った以上に甘いのかしらね」

　苦笑とも、自じ嘲ちようともつかない笑みが、エルフの口元を彩る。これでも、仕事には私情を挟まない主義で通してきたつもりだったのだが。

　彼女が手に入れた書類の内容は、アードの試練の期日を後一ヶ月引き延ばす、というものだった。

　アードが『照しよう真しんの手鏡』を手に入れ、そして使ったことを彼女は人づてに聞いて知っていた。同時に彼が、試練に必要な目標額を、達成できなくなったことも。

　残り三○○万Ｇグレード。地下五二階でも一○日かけてやっと手に入るか入らないかという金額だ。だが、アードはピコという移動手段を失っている。娘たちやリウナを連れ、一日で〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉を往復するのは不可能になっているのだ。

　彼女たちを連れ、何日もかけて〈危険階層〉を探索することなら、『魔法コテージ』などを使えば、あるいは可能かもしれない。だが、この場合は彼女たち全員を連れて瞬時に脱出することが不可能になる。ただでさえ危険が多すぎる〈危険階層〉に、娘たちを脱出させる手段も持たず、アードが臨むとは思えなかった。

（後は、リウナちゃんだけ連れて〈危険階層〉に臨むという手もあるけど……そうなると娘たちを放置することになる。これも行わないでしょうね）

　なら、残る選択肢は一つ──地道にダンジョンの〈危険階層〉以外で稼ぐしかないだろうとラナンは踏んでいた。

　そして、これによりアードが目標金額を達成できるとは到底思えない。彼も最後まで諦あきらめることはないだろうが、〈危険階層〉でもなければ三○○万Ｇを短期間で稼ぐのは不可能だ。

　ドゥームのような体内に高価な宝を持つ敵が出てくれれば、別かもしれないが──このタイミングでそれを願うのは、［悪運ハードラツク］持ちの彼にはいささか虫が良すぎた。

　つまり、最後の手段は一つ。

「土下座しかないわね」

　アードは以前、試練に合格できなければ、最悪ラナンに土下座でも何でもして期日をのばしてもらうともらしていたらしい。

　その状況に合致するのが、まさに今であり、それを予測したからこそラナンもこの書類を申請してきたのだ。

　アードが土下座してきたら、期日をのばしてやるつもりで。

「やっぱり甘いわねぇ、私って」

　その割には表情がとても浮き浮きしていて、アードの土下座を心待ちにしているふうでもある。机に置いてある手帳には、謝る彼をからかうための文句がいっぱいにメモされていた。端はたから見ていたレアは、「どこが甘いんですか」と苦笑を浮かべる。

　ともあれ、今日が試練の最終日だ。ラナンは椅い子すにふんぞり返り、彼の到着を待っていたのだが──。

　夕方になったころ、酒場のドアが開いて、待ち望んでいた声がやっと聞こえた。

「……悪い、待たせた」

「遅いわよ。逃げたかと思って……」

　ラナンは最後まで言葉を続けられなかった。

　そこに立っていたアードは、体中傷だらけで、鎧よろいからのぞく服もほとんどぼろぼろであり、巻いた包帯からは血が抑えきれずににじみ出ている。

　足の一部が変色しているのは、何か毒性のものでも食らったのだろうか。そういえば左手が動いていない。骨折しているのかもしれなかった。

「何、その姿……満まん身しん創そう痍いじゃない」

　さしものラナンも気遣わしげにつぶやいたが、アードは平然と、むしろ清すが々すがしげな表情で背中に背負っていたユニ特製の浮遊型コンテナを下ろした。

　それをレアの方に押しつける。

「レア、早速で悪いんだがこれを鑑定してくれ。それなりの額はあるはずだ……恐らく、三○○万Ｇグレード相当の値打ちがな」

「えっ？」

「ちょ、ちょっと待って。三○○万Ｇ相当って、どこで手に入れたの？」

　驚くレアとラナンに、アードは大したことないように肩をすくめる。

「どこって……そんな価値があるもの、〈危険階層ペリル・ストラチユーム〉しかないだろう？」

「でも、移動手段がないからあなた、皆を連れて地下五一階まで行けないんじゃ」

「そうさ。だから、誰も連れて行かずに一人で行ったんだ」

　こともなげに言うアードに、レアもラナンも声が出ない。

　彼は大儀そうに椅い子すに腰を下ろすと、言葉を続けた。

「どうしても、試練の期日までに間に合いそうになかったんでな。今回ばかりは娘たちとの約束を破らせてもらった。一日二時間とかでなく、俺おれ一人で五日間ほどずっと〈危険階層〉に潜ったんだ。あいつらの世話はリウナに頼んでおいてな」

「…………」

「後は根性で宝を探し続けた──大変だったぜ。敵は強い、トラップも凶悪なものばかり、おまけに［悪運ハードラツク］もばっちり発動中だ。もう何回死にそうな目に遭ったか覚えていないよ。事前にたっぷり買い物して、回復アイテムや魔法コテージを買いだめしてなかったら、ここに戻ってくることは無理だっただろうな。何しろ地下五三階では……」

「ちょ、ちょっと待って！　地下五三階まで行ったの!?」

「ああ、地下五二階であらかた宝は取り尽くしたからな。そこまで足をのばした……まあ、幸い昔から一人で逃げ回るのには慣れてるんだよ。後は、このラルクの手記が力を貸してくれた」

　そう言って得意げに懐から手記を取り出す。そこには、〈危険階層〉で探索するための、情報やコツについても記されていたらしい。

　それにしても、彼は気づいているのだろうか。自分がその手記の著者たる伝説の勇者の偉業を、たった今越えてしまったことに。

　地下五三階からの帰還──そして彼は、満まん身しん創そう痍いながらも生きている。それを見ると、ラナンは急に笑いがこみ上げてきた。

「は、ははは……あはははは！　うわぁ、バカみたい！」

「なっ、何がバカだよ！　こっちは必死だったんだぞ！」

「あなたのことじゃないわ。私のことよ。色々と理屈立てて、あなたとあなたの娘たちのことを考えてたんだけど……まさか、根性で理屈を塗り替えてしまうなんてね。しかも、さらっと記録まで塗り替えてしまうんだもの」

　そう言って笑いながら、ラナンは椅い子すから立ち上がると、口の中で何か呪じゆ文もんを唱えてコンテナにかけた。【価値鑑定プライスアナライズ】の魔法だ。

　そして、一度うなずいてから、アードの方を見て微笑ほほえむ。

「間違いないわ。アードくん、あなたの見立て通りよ。この中の宝には三○○万Ｇグレード相当の価値がある──あなたは、試練に合格したのよ」

「……それじゃあ！」

「ええ、あなたにあの〈神獣〉三体を貸たい与よ……いいえ、あの三人の娘と暮らすことを約束します。『魔ま導どう研究室』の名においてね」

「や、やったあああああっ！」

　アードは笑顔で叫ぶと、何とか動く右手だけでガッツポーズを決めた。自分で成果はわかってはいただろうが、改めて宣告されると喜びもひとしおだったのだろう。

　が、それも一瞬、彼は「あれ？」とつぶやくや否や、突然その場に倒れ伏してしまった。レアが慌ててカウンターから出ると、彼のもとに駆け寄る。

「アードくん、大丈夫!?」

「大丈夫、疲れが出て気絶しただけみたい。まあ、地下五三階なんぞにずっと行ってたら、普通そうなるわね。今まで気力で立っていたのが奇跡みたいなものよ……とりあえず、診療所にでも運んであげたら？」

「あ、はい。誰か、ちょっと手を貸して！」

　そして冒険者ギルドの構成員のうち力自慢の男二人がやってきて、彼を丁重に担架に乗せると、病院に向かって走り出した。

　それを見送ってから、ラナンはふと、レアに向かってつぶやく。

「それにしても、レベルも境遇も『底辺』の剣士が、娘たちのためなら人類が挑めるダンジョンの『底辺』まで攻略するなんて、それこそ冗談みたいね……親バカもここまで極まれば、立派としか言いようがないわ」

「そうですね。でも、そこがアードくんの強みなのだと思います。自分の名誉や富のためでなく、娘のためだけに偉業を達成する。そんな冒険者がいてもいいじゃないですか」

「そうね。変わったタイプの英雄ではあるわね。しかも、その功績と実力はもはやこの大陸でも屈指になっている……『エルツェン』の冒険者ギルドだけで囲っておくの、もったいないんじゃない？」

　そう言って笑ってから、不意に真面目まじめな顔をこしらえてみせた。

「……いずれ、彼と彼の力は、目をつけられるかもしれないわ。国の機関か、あるいは国そのものに。上に立つ人間は、常に純粋な力を欲しがっているものだから」

　その時、彼と彼の娘たちに襲いかかる試練は、今まで以上のものになるかもしれない。

　そうなったらそうなったで、面白いことになりそうだ。そんな不謹慎なことを考えつつ、もう少しこの街にとどまっておく算段をするラナンであった。




　アードが倒れてから、退院するまでに一週間がかかった。

　それだけ彼が無理を押してダンジョンを探索していたわけで、退院当日は、家まで帰る道すがら、娘たちとリウナから散々に説教された。

　そしてそれは、屋敷に帰ってからも続いていたのである。

「もう、アードってば！　あんなに無理しないって約束したのにぃ！」

「我々が同行できないぶん、充分に気をつけるって誓ったじゃないですか！」

「お父さん、もう無む茶ちやしちゃダメですから……！」

「アード、これだけみんなを心配させたんだからね。しばらくは、家族サービスに徹底しないと、不満は収まらないと思うよ」

「は、はい」

　娘三人＋幼おさな馴な染じみの迫力に、さしもの彼も文句も言えず、リビングのソファに座ったままたじたじとなっていた。

　何げに娘たちやリウナに怒られている自分に、ショックを受けていたのだ。父親としての尊厳が失われたような気がして、少しうなだれる。

　と、そんな彼の手を、三つの小さな手が包んだ。

「でも、その、ありがとう……アード」

「私たち、これで『魔ま導どう研究室』に狙ねらわれることもないのですね」

「……あの、これからも、お父さんの娘でいていいんですよね？」

　おずおずと告げる彼女たちに、アードは安心させるように笑うと、

「当然だろ。俺おれたちは、ずっと家族だ」

「「「わーい」」」

　娘たちが飛びついてきて、アードは傷の痛みを少しぶり返しながらも、彼女たちを受け止める。

　それを見てリウナが、ぼそり、とつぶやいた。

「いいなぁ、家族か……わたしも、なりたいな」

「今までだって一緒に暮らしてるんだ、家族みたいなものじゃないか」

「そうだけどね、それだけじゃないんだよ」

　言ってもわからないだろうなぁ、とばかりにため息を吐つく。

　と、フェニとユニが楽しそうに、アードをブロックするように立つ。

「リウナには、アードは渡さないからね」

「我々親子の絆きずなに、他人は介入できません」

「あ、あの、気を悪くしないでください……」

「慰めてくれてありがとうナーちゃん……でも、できればフォローもしてほしいな」

　こういう時に、自分の［強運フオーチユン］はどこに行ったのだろうと、嘆なげき悲しむリウナだった。

　アードは娘に邪険にされるリウナが気の毒になって、苦笑を浮かべる。

「元気出せよ、リウナ。それより、家に帰ってきたばかりで悪いけど、何か作ってくれないか。ちょっと腹が減ってるんだ」

　すると、フェニたちが目を輝かせた。

「あ、それならあたしたちが作る！」

「父上が退院したら、料理を作ってあげたいと皆で話し合っていたのです」

「……私たち、正式にお父さんの娘になったんですから……作らせてください」

「え、でも……」

　ナーはともかく、フェニとユニは料理ができないはずだ。

　アードが戸惑っていると、リウナが彼の肩に手を触れた。

「作らせてあげて。そのために、一生懸命練習してたんだから」

「そうか、お前がそういうなら」

　恐らく、娘たちに料理を教えたのはリウナだろう。その彼女が薦めるのだから、それなりには安全なものが作れるようになったに違いない。

　娘たちは喜び勇んで台所に向かう。それを見ながら、アードは感慨深そうにつぶやいた。

「とりあえず、試練に合格できてよかった。あいつらを悲しませることに、ならずにすんだわけだからな」

「そうだね。それで、アード。これからどうするの？」

「これから？」

「試練は終わったんだし、普通に冒険者を続けるのかなって」

「そうだな……」

　一応子供を持った身としては、安全な職に就いた方がいいのかもしれない。

　だが、アードは冒険を捨てるつもりにはなれないでいた。どんな危険に身をさらそうと、それが生むスリルと、宝を得た時の達成感に勝るものはない。

　そして何より、彼は少し調べたいと思っていたのだ。三人の娘について。

　実の親とはどんな存在だったのか。彼女たちがカプセルに眠らされていた理由は。これから彼女たちと本当に親子として過ごす以上、それらは避けて通ってはいけない疑問点のような気がしていたのだ。

　だが、アードはすぐにはそれを口にせず、あえてのんびりと言った。

「まあ、ぼちぼち考えていくさ……時間は、これからいくらでもあるからな」

「うん、そうだね」

　そして二人は微笑ほほえんで、うなずき合う。

　やがて、食器のひっくり返る大きな音と悲鳴が木霊し、彼らは慌てて娘たちのところへと駆け出していくのであった。










あとがき




　今年の夏は暑い、なんて毎年言ってる気がします。

　暑さが苦手な自分としては（寒さにも弱いのですが）、例年の猛暑は本当に何とかしてほしいです。

　こういう時、現実世界じゃなくて過ごしやすい異世界に住むことができれば──と考えて、心配になるのがエアコンの有無。

　エアコンがないとたぶん死にますね。魔法でもマジックアイテムでもいいので、生活に必要な環境は整えられる世界であってほしいものです。

　そんな僕の切なる願いが反映しているかどうかは知りませんが、本作の世界ではマジックアイテムによる電化製品（電気を使わないので『電化』は不適切ですが）が、『魔ま導どう研究所』によって少しずつ普及してたりするのです。




　適度に設定を明かしつつ、こんにちは。もしくは、こんばんは。

　番ばん棚だな葵あおいです。『底辺剣士は神獣むすめと暮らす』３巻をお届けに参りました。

　今回はペットを育てるということで、フェニ・ユニ・ナーには犬に近い生物とたわむれてもらっています。小さな女の子可愛かわいい＋子犬可愛い＝ものすごく可愛い、という単純明快な構図ですが、自分でも筆を進めているうちに、この組み合わせは反則的に可愛かわいいと痛感せずにはいられませんでした。

　いいですね、小さい女の子ともふもふした動物の組み合わせ。想像しただけでにやにやと相好が崩れます（危ない）。この組み合わせは、これからも機会があればどんどん活いかしていきたいと思います。

　ところで我が家には小さい女の子ももふもふした犬もいないのですが、数年前までハムスターが飼育されていました。

　この子が可愛くて、寝そべって本を読んでいると頭に登ってくるほど人なつっこい。なつっこいというより、人間を巨大な生物として認識できていないだけな気もしますが、とにかくとても癒やされたものです。

　残念ながら亡くなってしまいましたが、楽しい時間を共有できたことは今でも感謝しています。

　本当にありがとう、『ひぐち』。それと、五千円札で買ったからって変な名前にして悪かったな、『ひぐち』（※ひ口ぐち一いち葉ようから取った）。




　さて、そろそろ紙面も尽きてきましたので感謝の言葉を。

　米こめ白しろ粕かすさん、今回も素敵なイラストありがとうございました！　娘たちは当然のことながら、ピコも素晴らしく可愛かったです！

　担当さん、編集部の皆様、ご助力感謝いたします！

　そして何よりも、この本を手にとってくださった皆様に、ありがとうございます！

　これからも『底辺剣士は神獣むすめと暮らす』をよろしくお願いします。

　それでは、次のお話でお会いしましょう！





番ばん棚だな葵あおい


















　著者

　番棚葵（ばんだな・あおい）

　　　中華料理屋で「夏豚ラーメン」なるものを見かけたので、夏バテ対策に肉をもりもり食べようと注文しました。

　　出てきたのはトマトの角切りとオクラをふんだんに乗っけた、あっさり塩味なヘルシーラーメンでした。

　　肉要素少ないけど、美味かったのでよし!!




　イラストレーター

　米白粕（こめしろ・かす）

　　関東在住の漫画家。イラストレーター。

　　きっとこの世は可愛い女の子たちが救ってくれると信じている。
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